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    ●──矢や生お比ひ沙さ子こ──


    



    　ちぃんと、小気味よい音が聞こえた。


    　ソファから立ち上がり、矢生比沙子はキッチンへと向かう。


    　電子レンジの扉とびらを開けて温まった冷凍パスタを取り出し、リビングへと戻る。


    　パスタの皿を置いて再びキッチンへ歩を進め、冷蔵庫から缶ビールを取り出す。


    　数十分ほど前から冷凍庫に突っ込んでいたので、缶はきんきんに冷えている。


    　プルトップを引くと、ぱしゃりと、またも小気味よい音が漏もれた。


    　──新年明けて間もないっていうのに。四十過ぎた女が、独りコンビニパスタと缶ビールか。


    　茸きのこと貝のパスタにプラスチックのフォークを突き刺しながら、矢生は自じ嘲ちようの笑みを浮かべた。


    　──いったい人生の、どこで間違えたのだろう。


    　ビールを呷あおりながら自問する。


    　頭は良いと、昔から自覚していた。


    　一流の進学校に通い、一流の大学を卒業したまでは、自分の人生に間違いはなかっただろう。


    　──やっぱり、あれだな。


    　何度も繰り返してきた後悔を、矢生は今晩も反復する。


    　自分は──就職先を、間違えたのだ。


    　誰も彼もが愚かで、空気の乾いた即物的な職場だった。


    　十年以上にわたる貴重な時間の代だい価かとして得たのは、雀すずめの涙ほどの退職金。その金を元手に、矢生は第二の生活を始めた。


    　ちらりと部屋の隅を見る。デスクに鎮ちん座ざしたパソコンのディスプレイには、矢生が自作したサイトが表示されていた。


    　──今日の訪問者は十二人。


    　その数字が多いのか少ないのか、矢生にはわからない。
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    ●──草くさ薙なぎ慎しん一いち──


    



    　リビングの中央で炬こ燵たつに潜り、携帯ゲーム機に熱中していたときだった。


    「たとえば、即そく身しん仏ぶつというものがあるね」


    　姉の勾こう玉ぎよくの言葉に、草薙慎一は顔を上げた。


    「坊さんが衆しゆ生じようの救済を願い、厳しい修しゆ行ぎようの末に自みずからの肉体を木ミ乃イ伊ラとすることだよ」


    　蜜み柑かんの入った籠かごを片手にリビングに入ってきた姉は、炬燵の上に籠を置き、慎一の向かい側から炬燵に入り込む。


    「ふうん」


    　すぐに視線を落とし、難度Ｓのモンスター狩りを再開する。


    「具体的に言うと、断食しながら延々と読ど経きようを続けるのだよ」


    「それは、大変だね」


    　適当な相あい槌づちを打つ。十七歳の姉の、女子高生とは思えない口調も、『たとえば』から会話を始める神経も、今年で十四歳になる慎一には未いまだに理解できない。


    「衆生って？」


    「生命のあるすべて。わたしたち人間を含めた、すべての世界のことだよ」


    「ふうん。お坊さんがミイラになったら世界が救われるの？」


    「まあ、厳密にいうと木乃伊ではないのだがね。俗世にありながら仏様に近づいた、とても尊とうとい存在だ」


    「すごいね」


    「だが、絶食の末に見た神など、はたして信じられるものかねえ」


    　澄んだ声で言いながら、草薙勾玉は蜜柑を一房、口に放り込む。


    「さっき尊いって言ったじゃん。あと、神様と仏様は違うものじゃないの」


    「お前もわかってきたね」


    　仕方なく会話に食いついてやると、慎一の姉はうっすらと微笑ほほえんだ。


    「慎一。神と仏の違いの話をしてあげようか。具体的に言うと、一人の神と八百万やおよろずの神と一人の仏とすべての仏の話を」


    「姉ちゃん。その話、すぐに終わる？」


    　慎一が尋ねると、姉は炬燵の向こうで一瞬だけ思案する様子を見せる。


    「五時間ほどかな」


    「今日は遠慮しとくよ」


    　首を横に振り、慎一は丁てい重ちように辞退した。


    　この姉なら、本当に五時間は話すと知っている。


    「なんだい。愛する弟に、この世の素晴らしさを啓けい蒙もうしたかったのだがね」


    　とても十七歳の女子とは思えない口調で言いながら、勾こう玉ぎよくはつまらなそうな顔をした。


    「慎しん一いちはこの世の真理を知ることより、毒どく海かい龍りゆうポイズゴラスを倒すことのほうが大事らしい」


    「ポイズゴラスは焔えん毒どく剣けんの素材を落とすけど、この世の真理は落とさないからね」


    　ゲーム機に映る自分の分身を操作しながら、慎一は素そっ気けなく答える。


    「私は弟をこんなに愛しているのに、弟は私を愛してくれない」


    　勾玉は悲しそうに呟つぶやく。


    　慎一は返事をせず、黙々と毒どく海かい龍りゆうポイズゴラスの尾に大剣を叩きつける。


    「なあ慎一。『倫敦の不死公ロード・イモータル』サン・ジェルマン伯はく爵しやくの話をしてあげようか？」


    　慎一は答えない。


    「『地図から消された集落ヴアニツシユデス・ヴイレツジ』杉すぎ沢さわ村の話をしようか？」


    　実の姉に面と向かって愛しているなどと言われて、良い気分になる中学二年生などいない。


    「『災星の魔女デイザスターウイツチ』リサ・ローゼンバーグの話をしようか？」


    「……姉ちゃん」


    　根負けして顔を上げる。


    「どんだけ暇なの？」


    「お前もわかってきたね」


    　勾玉はうっすらと微笑ほほえんだ。

  


  [image: ]


  
    



    　　　　　　　　　　▲


    



    　痺しびれるような冷気の中、愛用の自転車で、慎しん一いちは普段どおり登校する。


    　冬休みが明けて、まだ間もない。


    　駐輪場に自転車を停とめて籠かごの手提げ鞄かばんを引っこ抜き、校舎の二階へと駆かけ上がる。


    　ほどよく暖房の効いた教室に入り、仲の良い友人たちに軽く挨あい拶さつしつつ自分の席へと向かう。


    「慎一。おはよう」


    　学生鞄から教科書やら筆箱やらを取り出し机の中に押し込んでいると、友人の一人が笑顔で声をかけてきた。


    「うん」


    　慎一はちらりと視線を向け、気けだるげに返事をする。


    「うん、じゃないよね」


    　その友人は、太陽のような笑顔のままで答える。


    「おはよう、慎一」


    「……うっす」


    　むっつりと眉まゆを顰ひそめ、慎一はぶっきらぼうに呟つぶやく。


    　冗談じゃない。女子に笑顔で「おはよう」だなんて、軽々しく言えるものか。


    　こっちには中学二年生男子の意地があるのだ。


    「おはよう、慎一」


    　だが、友人は笑顔を崩さないまま繰り返してくる。


    「う、ういっす……」


    「おはよう、慎一」


    「おはようございます、真ま季きさん」


    　中学二年生男子の意地とは実のところ、それほど強固なものではない。


    　観念した慎一は、普段は付けない敬称を加えて少女の名前を呼んだ。


    「よくできました」


    　寺てら沢さわ真季は、満足げに頷うなずいた。


    「うっす……」


    「今朝は来るの遅かったね」


    　慎一は最後の悪あがきを試みたが、蚊かの鳴くような呟きは呆あつ気けなく無視される。


    　抗議はできなかった。既に勝敗は決しているのだ。


    「いつもは始業三十分前には来てる慎一が、今日は遅刻ぎりぎりじゃん。寝坊？」


    「うん。ちょっとね……」


    　もぞもぞと答える。


    「昨日の夜は姉ちゃんに、一人の神と八百万やおよろずの神と一人の仏とすべての仏の話を五時間されて」


    「あぁ……」


    　真ま季きの笑顔に若じやつ干かんの哀れみが混ざった。


    「それは……大変だったね」


    「わかってくれる？」


    　慎しん一いちが悲しい瞳ひとみで尋ねると、幼おさな馴な染じみの少女はこくりと頷うなずいた。


    「勾こう玉ぎよくさん、スイッチが入ったら止まらないもんねぇ」


    　真季とは中学校の同級生というだけではなく、物心つかない保育園の頃からの付き合いだ。


    　慎一の三つ年上の姉である草くさ薙なぎ勾玉の奇き矯きようさも、十二分に知ってくれている。


    「あたしも昔、ブードゥーの秘術の話を二時間ぐらいされてドン引きしたもん。さすがは……『破滅的な美女クラツシユビユーテイ』だね」


    　──破滅的な美女クラツシユビユーテイ。


    　慎一の姉は、高校でそんなアダ名を付けられているらしい。


    　最初に言い出した奴やつはなかなか姉のことをわかっているな、と慎一は思う。


    　美女である。それは、身内贔屓びいきを抜きにしたフラットな視点からも認めよう。


    　まさに鴉からすの濡ぬれ羽ば色と呼ぶにふさわしい、艶つややかでしっとりとした黒髪。
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    　父に『実は今まで、母さんの不倫を何度か疑ったことがあるんだ』とわりと真顔で言わせた、日本人離れした美しさの顔立ち。


    　すらりとしつつ出るべきところはきっちり出ている、そこらのモデル顔負けのスタイル。


    　もはや『絶世の美女』のお手本として、何かしらの図鑑に載せてもいいぐらいだろう。


    　もちろん本人には死んでも言えないが、同じ屋根の下に住んでいる慎しん一いちも、うっかりするとその美び貌ぼうに見とれてしまうことは多々ある。


    　だが──それは、食事中や、寝顔を見ているときだけの話。


    　具体的に言うと──姉の口が閉じているときだけの話なのだ。


    　草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよくが、その薄く結ばれた薔ば薇ら色の唇くちびるをひとたび開いたとき。


    　そこから漏もれ出すのは。


    　ブードゥーの秘術の話。


    『倫敦の不死公ロード・イモータル』サン・ジェルマン伯はく爵しやくの正体。


    　津つ山やま三十人殺しの裏に隠された真実。


    　魔物『くねくね』を探し、夏休みの半分をかけて独り四国アルプスを徒歩で旅した話。


    　通販で取り寄せた、猿の脳みそを食べたときの懇こん切せつ丁てい寧ねいな感想。


    　決して口に出して読んではいけない呪われた詩『トミノの地獄』の、静かな独唱。


    　即そく身しん仏ぶつの話。五時間にわたる、一人の神と八百万やおよろずの神と一人の仏とすべての仏の話。


    　──終わっている。


    　十七歳の女子高生として、完かん膚ぷなきまでに破は綻たんしている。


    　見た目は絶世の美女であるが、その精神は生きつ粋すいのオカルトマニア。


    　脳内に渦巻くのは突とつ拍ぴよう子しもない陰謀論、馬鹿げた都市伝説、歪ゆがんだ哲学。


    　それが、草薙慎一の姉。


    　──『破滅的な美女クラツシユビユーテイ』、草薙勾玉。


    「濃いお姉ちゃんを持つと大変だねぇ」


    　真ま季きは苦笑交じりに慎一の顔を覗のぞき込んでくる。


    「ちょっと。他ひ人と事ごとみたいに言わないでよ」


    　反射的に、慎一は言い返してしまった。


    「姉ちゃんが変人なのはっ、真季も、一緒じゃ……ん……」


    　言葉の途中で己おのれの失言に気づいたが、すでに手遅れだった。


    「まあねぇ」


    　真季は頷うなずいて認める。


    　幼おさな馴な染じみの苦笑は崩れていないが、そこには明らかな翳かげりが差していた。


    「……ご、ごめん真季！」


    　蒼白になり、慌あわてて謝る。


    　鬼門を──突いてしまった。


    



    　真ま季きの姉──寺てら沢さわ亜あ季きがこの世を去って、まだ半年も経たっていない。


    



    　北関東連続バラバラ殺人事件。この韻いん雅が町まちで発生し、終息したおぞましい事件。何人もの若い女性が、手足を切り刻まれ殺害された。


    　真季の姉・亜季は、その事件の五人目の被害者だった。


    「謝んなくてもいいよ」


    　真季はふにゃりと笑った。


    「あたし、もう立ち直ってるし。それに、いつまでも腫はれ物に触るみたいな扱いをするのも、お姉ちゃんに悪いしね」


    　気丈な笑顔で、淡々と続ける。


    「……そっ、か……」


    　寺沢亜季には、慎しん一いちもよく可愛がってもらった。


    　たしかに変人で、妙に呆ぼけたところもあったけれど。


    　いつも笑顔で明るくて誰にでも優しい、まるで太陽みたいな人だった。

  


  
    ●──時とき田た英ひで臣おみ──


    



    『バッグを強奪した被疑者はそのままバイクで逃走。しかし店内で犯行の一部始終を目撃していた酒店店主の証言により、被疑者のバイクの特徴が割り出され──』


    　その巨きよ躯くで椅い子すを軋きしませながら、時田英臣は節くれだった太い指で書類を捲めくる。


    　視界の向こうでは、傷害事件の通報を受けたらしき同僚が何事かをがなり立てている。


    　大おお仰ぎようなサイレンを辺りに響かせ、一階の駐車場からパトカーが飛び出してゆく。


    　百名あまりの署員を擁ようする韻雅町西警察署は、今日も賑にぎわっていた。


    　──警察署が賑わうってのは、いいことじゃあないんだけどなぁ。


    　出動するパトカーを西署五階の刑事課の窓から見下ろしながら、時田は思う。


    「先輩。お疲れ様です」


    　数日前に起こった強盗事件の供述調書に目を通していた時田は、首を後ろに曲げた。


    　黒のスーツを着こなした女が、笑顔で立っていた。


    「巡査部長、お茶でも淹いれましょうか？」


    「恩おん野のくん。上司の機嫌取りは、刑デ事カの仕事じゃないぞ」


    　調書を閉じ、時田は後輩に忠告する。


    「俺たちの仕事は正義を守り、悪を挫くじくことだ。茶を汲くむことじゃない」


    　半年ほど前、巡査から巡査部長に昇格した時とき田ただったが、慢心しているつもりはない。


    　決して増長せず己おのれを律し、新しく入署してきた部下にも偉そうにしたりしない、一般市民の規範たるべき理想的な刑デ事カ。それが、時田の目指している姿なのだ。


    　しかし──残念ながら現状、時田の目指す到達点は、果てしなく遠い。


    「わぁ、すごい。刑事ドラマみたい」


    　後輩の女性刑事──恩おん野の美み奈なは、わざとらしい口調で答えた。


    「先輩は毎日、夕方には太陽に吠ほえてるんですか？」


    　ショートヘアを揺らしながら、今年で二十四になるという後輩は尋ねてきた。


    　──いつも、この調子だ。


    　新しくできた部下は、妙に自分への態度がぞんざいで、毎日時田の頭を悩ませる。


    「……恩野くん。俺が時代遅れだと言いたいのか？」


    　時田は機嫌を損ねた。


    「いえ。かっこいいって言いたいんですよ」


    「おっ、そうか！」


    　たちまち時田は照れた。


    「まあ、この持論も尊敬する先輩の受け売りなんだけどな」


    「出た。またその人の話」


    　時田が頭を掻かきながら自慢げに言うと、恩野は小首を傾かしげて微笑ほほえむ。


    「寺てら沢さわ警部さん、でしたっけ。そんなに凄すごい人だったんですか？」


    「当たり前だろう。警部は刑デ事カの中の刑デ事カだった」


    　時田は胸を張る。


    「あの人こそ、俺の憧れの男だ」


    「えっ。その言い方、なんかキモいですね」


    　恩野は冷たい目をした。


    「ちょっと恩野くん、誤解するなよ」


    　時田は咳せきばらいをして取とり繕つくろう。


    「そういう意味じゃなくてだな。あるんだってば、男が『漢おとこ』に惚ほれるっていうのが」


    「さては先輩、任にん侠きよう映画とか好きですね？」


    「かっこいいと思っただろう」


    「時代遅れだと思いました」


    　上げて落とされた。時田は項うな垂だれる。


    　柔道・剣道・空手、合わせて十段超えという屈強な体格と、まさに任侠顔負けの強こわ面もてをしている時田は、しかしメンタルはさほど強くない。


    「まあ、君も一度あの人に会ってみればわかるよ。本当の刑事の在あり方ってものが」


    「えっ？」


    　時とき田たの言葉に、恩おん野のはきょとんとした顔になった。


    「その人、ご存命なんですか？」


    「何を言ってるんだ、元気にしてるよ。失礼な奴やつだなあ」


    「先輩がいつも懐かしそうな顔で話すから、もう亡くなってるんだと思ってました」


    「警部が亡くなっただなんて、俺は一度も言ってないだろう」


    「だって、時田先輩が憧れの人って言うくらいですから。おおかたヤクザの事務所に突撃して蜂はちの巣にされたか、子供を庇かばって暴漢に刺されるかして殉じゆん職しよくされたものかと」


    「君も大たい概がい、時代遅れだ。あと、失礼だ」


    　時田は拳こぶしを握りしめて憤慨した。


    「寺てら沢さわ警部は退職されたんだよ。半年ほど前のことだ」


    　寺沢泰やす典のり警部。時田の人生の指標。


    　どんなキャリアでも、清せいの中に多少の濁だくを併せ呑のむしかない『警察機構』という組織の中で、ひたすらに清せい廉れん潔白な刑デ事カの在ありようを貫き続けた男。


    「半年前？　じゃあひょっとして、あたしが配属されたときにはまだいらしたんですか？」


    　恩野は瞬まばたきするが、時田は首を横に振った。


    「いや。警部が辞めたのはちょうど、君が西ウ署チに配属される直前のことだったよ」


    　尊敬する警部が署を去ったのとほぼ同時に、この失礼な部下がやってきたことは覚えている。


    「定年ですか？」


    　本人に会ったことのない恩野は、当然そう尋ねてきた。


    「馬鹿を言っちゃいけない。警部はまだ四十代だよ」


    「若わかッ！」


    　恩野は右腕を顎あごに向けて曲げながら、大おお袈げ裟さに後ずさる演技をした。


    「先輩の話だけ聞いてたから、往年の勝新太郎カツシンみたいなオッサンかと思ってました」


    「君、ひょっとして俺より時代遅れじゃないか？」


    「そんな若さで、どうして辞めちゃったんです？」


    　時田の質問を無視し、恩野は尋ね返してくる。


    「…………あの事件さ」


    　軽々しく言っていいものか少しだけ迷ったが、時田は答えた。


    　成長してほしい部下に、隠し事をすべきではないだろう。


    「去年の夏に起こった、連続バラバラ殺人。君も当然知ってるだろ」


    「……ああ。あの事件」


    　恩野は表情を硬くした。


    「もちろん知ってます。全国的なニュースになりましたもんね」


    　時とき田たは頷うなずく。


    「警部には、二人の娘さんがいたんだ。高校生の姉と、中学生の妹」


    「はあ」


    「高校生の姉……亜あ季きちゃんは、あの事件の、五人目の被害者になった」


    　時田の言葉に、恩おん野のは目を見開いた。


    「寺てら沢さわ警部は当時、あの事件の捜査担当だったんだ」


    　時田は静かに続ける。


    「だから、犯人によって、見せしめとして殺された。そういうことにされてる」


    「……されてる、って？」


    「亜季ちゃんが殺されて数日後、被疑者が謎の死を遂げた。自殺だったってことにされてる」


    　恩野は困惑の表情を浮かべる。時田の言葉の意味がわかっていないらしい。


    　当然だろう。時田自身、事件の真相には辿たどり着けずに終わったのだ。


    「被疑者は自殺。それで、あの事件は終わりさ」


    「終わり？　でもあの事件、まだ解決してないんじゃ」


    「表向きはね。まだ形だけの捜査本部は残ってる。けれど、もう誰も動いてなんかいやしない。あの事件は迷宮入りが約束されてるんだ。あとは自然と風化するのを待つだけさ」


    「……いったい、どういう」


    「上に、どこかからの圧力がかかったんだ」


    　時田は宙を睨にらみつけて続けた。


    「あの事件の真相が明るみになるのを快こころよく思わない、何者かの巨大な圧力が警察オレらにかかった。捜査は実質上の強制打ち切り。寺沢警部は依願退職。真相は藪やぶの中。そしてすべてが終わった後で、君がふらりとやってきたってわけだ」


    「……先輩。まさか、わたしをからかってるわけじゃないですよね」


    　恩野は胡散うさんくさそうな目で尋ねてくる。


    「こんなこと、冗談で言えるか」


    　時田は吐き捨てる。


    「すべて事実だよ。……だから、あの事件の真相については不ふ文ぶん律りつの戒かい厳げん令れいが敷かれてる。君も西署ウチの中であの事件について喋しやべるのは極力さけろよ」


    「……はあ」


    　恩野は胡散くさそうな目のまま返事をした。


    「君、まだ信用していないだろう」


    「そりゃあ、まあ。そんな荒こう唐とう無む稽けいな話、すぐには信じられませんよ」


    　恩野は頷いて認める。


    「だいたい何ですか、警察に巨大な圧力がかかるとか。何様ですか。日本は法ほう治ち国家ですよ。どれほどの権力者か知りませんけど、そんな真ま似ねができるわけないでしょう。それこそ、時代遅れのテレビドラマでもないんですから」


    「そんな真似のできる奴がいるんだよ」


    　時とき田たが断言すると、恩おん野のは形の良い眉まゆをひくりと動かした。


    「俺は憶おく測そくだけで妄もう想そうを言ってるんじゃあない。黒幕の見当は付いてる」


    「……黒幕の、見当が、付いてる？」


    　恩野は時田の言葉を反復する。


    　妙にゆっくりとした──何かを味わうような言い方だった。


    「ああ」


    「ますますドラマじみてきましたね。先輩、何か証しよう拠こでも掴つかんでるんですか？」


    「証拠は……ない」


    　気まずく答えた時田は、恩野から視線を外はずした。


    「物的証拠はない。奴やつは、そういうものは決して残さない。だが、俺の刑デ事カとしての直感が言ってるんだよ。あの男は、間違いなく悪クロだ」


    　署の窓から向こうの景色を眺める。


    「あの男は被疑者と接触してた。寺てら沢さわ警部の娘さん……亜あ季きちゃんとも、あの華志摩玲子とも接触していたんだ。無関係のはずがない」


    「へえぇ」


    　恩野は、興味深そうに相あい槌づちを打った。


    　さっきまでの疑わし気な態度と比べると、明らかに声の様子が変わっている。


    「俺はね、いつかあの男の尻しつ尾ぽを掴んでみせるつもりなんだよ」


    　しかし高こう揚ようしている時田には、その変化を察することができない。


    「先輩……誰なんです、あの男っていうのは？」


    　囁ささやくような声で、恩野は尋ねてくる。


    　その表情を正面から見たら、時田も恩野の纏まとっている妙な違和感に気づけただろう。


    　しかし窓の外を眺めていた時田の目に、相手の顔は映っていなかった。


    　だから、恩野の瞳ひとみに浮かんでいる、どうしようもないほど歪ゆがんだ好奇の輝きは見えなかった。


    「……杜もり秋あき慈じ瑛えい」


    　時田は苦み走った声で吐き捨てるように告げる。


    「それが、あの蛇へびのような男の名前だ」


    「……杜秋、慈瑛」


    　恩野はゆっくりと、時田の言葉を反復する。


    　やはり──何かを味わうような言い方で。


    「先輩。その男のこと……詳しく、聞かせてもらえませんか？」


    「え？」


    　予想外の言葉に、時とき田たは窓の外から恩おん野のの顔へと視線を戻した。


    「……まるでテレビドラマだって、馬鹿にするんじゃないのか？」


    「いやいや、まっさかぁ」


    　既に恩野の瞳ひとみから歪ゆがんだ光は消えており、時田の目には、愛あい嬌きようのある笑みだけが映っていた。


    「尊敬する先輩の仰おつしやることを、わたしが疑ったりするわけないじゃないですかぁ」


    「おっ。そ、そうかぁ」


    　根が単純な時田は、その言葉にあっさりと丸め込まれる。


    「で、先輩。話してくださいよ、その杜もり秋あきとかいう男のことを」


    「よし、いいだろう。その男は、郊外に小さな研究所を開いているんだ……」


    「ふむふむ」


    「あの事件のとき、俺は警部の依頼を受けて、ある少女とその男の素す性じようを探った……」


    「ほうほう」


    　気を良くした時田は、半年前に起こった事件の詳細をゆっくりと部下に語り始めた。

  


  
    ●──矢や生お比ひ沙さ子こ──


    



    　缶ビールを開けながら、矢生は今日も自作のウェブサイトの閲覧数をチェックする。


    　今日の入場者は二十五人。普段から比べると、少しは多いほうだと言える。


    　しかし彼らの中に、矢生が求めるような人材は見つけられなかった。


    　溜ため息をつきながらマウスを動かし、お気に入り登録している別のウェブサイトを見る。


    　──たまには、自分の目当てとは違うページでも見てみようか。


    『星ほし狩かりさん』、という項目が目についた。


    　──そんな事件も、あったな。


    　あの残ざん虐ぎやくな事件が起こったのは半年ほど前だったか、と矢生は思い出す。


    　夜道を彷徨さまよい、若い女性に襲いかかってその四し肢しを奪ってしまうという都市伝説。


    　そのフォークロアに酷こく似じした連続バラバラ殺人事件が、いま矢生の暮らしている韻いん雅が町まちで起こったのだった。


    　犯人は未いまだ捕まっておらず、事件は迷宮入りを迎えるのではと言われている。


    　なんて恐ろしい人間なのだろう、と矢生は思う。


    　前途ある若者の命を平気で奪い、のうのうと生きているだなんて。


    　生命とは、この世でもっとも尊とうといもののはずなのに。


    　身震いしながら、矢や生おはそのウェブサイトを離れる。


    　──くぅ、と腹が鳴った。


    　そういえば、今日はまだ何も食べていない。


    　デスクから立ち上がって台所に向かい、冷蔵庫を開ける。


    　漬物、ポン酢、味み噌そ、マーガリン。


    　その中には、食事のメインとなるべきものが見当たらなかった。


    　矢生は力のない溜ため息をつく。


    　──仕方ない。今日は久々に、外食でもしようか。


    　空虚な冷蔵庫の扉とびらを閉め、矢生はリビングに戻った。


    　クローゼットを開け、女としては余りに少ない量の服を眺める。


    　適当に目についたシャツとスカートに着替え、最後にお気に入りの赤い外がい套とうを羽織り。


    　矢生比ひ沙さ子こは、部屋の出口へと向かった。

  


  
    ●──桜さくら井い道みち隆たか──


    



    『ワタシが眼を醒さましたのは、五百二十七年前の昼である。眼を醒ました、としか言えない。生まれたと言うには、ワタシは最初から多くのことを知り過ぎていたし、再生したと言うには、ワタシは多くのことを知らな過ぎた。泡から生まれた──というのも詩的で嫌いではないが、ここではやはり、眼を醒ましたと言う表現が適切だと思う。まさに長い夢から眼を醒ました、そんな気分だった。多くの人々が、夢の中の自分は現実の自分とは全く別人だという。その夢があまりにも長すぎた反動か、今のワタシはもう眠っても夢を見ないのでわからないが──』


    「桜井くん、お待たせ」


    　横から声をかけられ、道隆は文庫本から顔を上げた。


    「それほど待ってはいない」


    　教室の入り口に立つ隣の同級生の少女に、うっそりと答える。


    「今日は何を読んでたの？」


    「焔ホムラの星ホシに棲すむ呪われた女、『災星の魔女デイザスターウイツチ』の手記だ」


    「そう。それは、とてもお洒しや落れね」


    「……真さな田だ。お前、一つも思っていないだろう」


    「ばれたか」


    　道みち隆たかが小さく睨にらむと、少女──真さな田だ晴はる海みは唇くちびるの端を吊つり上げた。


    「桜さくら井いくんの扱い方。最近、少しずつわかってきたよ。とりあえずノリで喋しやべればいいのね」


    「……お前、僕を何だと思っているんだ」


    　嫌な把握のされ方に、道隆は眉まゆを顰ひそめる。


    「教えてあげようか？　初めて会ったときから、あたしが君のこと、どう思ってたか」


    　唇の端を持ち上げたまま、隣のクラスの少女は。


    「すっごく頭の良い、ものっすごく頭の良い……馬鹿」


    　まったく悪びれもせず、さらりと言い放った。


    「……真田。お前なんだか最近、言動が亜あ季きに似てきたぞ……」


    「もちろん、意識してやってんのよ」


    　道隆が呻うめくと、晴海は快活な笑みを見せた。


    「だってさぁ。亜季の分まで楽しく生きようって、二人で約束したじゃん？」


    「……まあ、それを言われるとな」


    　寺てら沢さわ亜季。道隆の幼おさな馴な染じみであり、真田晴海の親友だった少女。


    　彼女がこの世を去ったのは、まだ半年ほど前のことだ。


    「さて。今日は何を買ってってあげようかな」


    　教室の窓から遠くに見える霊山を眺めつつ、晴海は目を細める。


    「お汁しる粉ことかでいいんじゃないか。寒いし」


    「でも、亜季はああいう駄だ々だ甘あまの飲み物、あんま好きじゃなかったよ」


    「好物ばかりじゃおもしろくない。たまには嫌がらせでもしてやろう」


    　文庫本に栞しおりを挟んで学生鞄かばんに押し込み、道隆は立ち上がる。


    　週に一度は必ず、少女の眠る霊園を訪れると決めていた。


    　道隆と晴海はこの半年間、ずっと少女の墓参りを続けている。


    



    　　　　　　　　　　▲


    



    　晴海と並んで階段を下り、道隆は一階の下駄箱へと訪れた。


    　上履きを靴に履き替えてグラウンドを横切り、校門を通り抜ける。


    「やあ、桜井くん」


    　二人で霊園へ向けて歩き出そうとしたとき、背後から声をかけられた。


    「これはこれは、勾こう玉ぎよく先輩じゃあないですか」


    　振り返って相手の姿を認め、道隆は大おお仰ぎように肩をすくめた。


    「今日も相変わらず、冗談みたいにお美しいですね」


    「君も相変わらず冗談が巧うまい」


    　小首を微かすかに傾かしげながら、上級生の少女──草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよくは飄ひよう々ひようとした口調で言った。


    「今日もあの子の墓参りかい？」


    　道みち隆たかの隣に立つ晴はる海みの顔を見ながら、透き通った声で尋ねてくる。


    「はい。週に一度は必ず会いに行くって決めてるんで」


    　晴海が答えると、勾玉はぼんやりとした仕草で頷うなずいた。


    「良い子だったからねぇ、あの子は。そして、おもしろい子だった」


    　ふわふわとした視線が、道隆に焦しよう点てんを合わせる。


    「葬儀に顔を出してあげられなかったのが、残念だよ」


    「それは仕方がありません。先輩はあのとき、町にいなかったんだから」


    　道隆は首を振った。


    「たしか、伝説のイタコを探して恐おそれ山ざんへ行ってたんでしたっけ？」


    「残念ながら、鬼き籍せきに入っておられたよ。木乃伊ミイラ取りが木乃伊になるとは、ああいうことだね」


    「違うと思いますが」


    　道隆の反はん駁ばくに耳を傾けず、勾玉は視線を彷徨さまよわせる。


    「それは今日の、あの子への供え物かい？」


    　どこか眠たげな瞳ひとみが、道隆の右手に提さがっている学内購買のビニール袋に向けられた。


    「ええ。今日はお汁しる粉こにしました」


    「あの子、そんなものが好きだったのかい？」


    「いえ、全然。たまには嫌がらせでもしてやったほうが、メリハリが付くかなと」


    「墓参りに、メリハリが必要なのかい？」


    「何事にも緩かん急きゆうは重要です。一応はこれからの、僕のライフワークでもありますし」


    「ふうん」


    　ゆっくりと視線を上げ、少女は道隆の顔を見つめた。


    「桜さくら井いくん。君も、なかなか一いち途ずなものだね」


    「こう見えて愚ぐ直ちよくなんですよ」


    「そして謙けん虚きよだ」


    　囁ささやくように言いながら、再びぼんやりと頷く。


    「それだけ丁てい寧ねいに供養してくれるのならば、きっとあの子も喜ぶだろう。もしも魂がこの世を見渡せれば、の話だけれど。見渡すものが世界となる。魂の還かえる場所。あの子もいずれは、魂の故郷ブラウントウリーに還ってくるのかな。わたしも一緒に還りたいね」


    「……本当に、相変わらずですね。勾玉先輩は」


    　道隆は溜ため息をつきながら言った。


    　──『破滅的な美女クラツシユビユーテイ』。


    　立てば芍しやく薬やく、座れば牡ぼ丹たん。口を開けば覇王花ラフレシア。


    　絶世の美び貌ぼうを持ちながら、その中身は完かん膚ぷなきまでに破は綻たんしている少女。


    　道みち隆たかの一つ上の先輩である草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよくは、相変わらずその通り名を欲しいままにしている。


    「そんな言い方はないだろう、桜さくら井いくん」


    　勾玉は物もの憂うげな顔をした。


    「君のような頓とん珍ちん漢かんに、慈愛に欠けた提言をされる筋合いはないよ」


    「断言しますが、さすがの僕の頓珍漢ぶりも貴女あなたには負けますよ」


    　道隆は一言で斬きって捨てる。


    「そうなのか。わたしは君よりも頓珍漢なのかい」


    　勾玉は微かに俯うつむいて首を横に振った。


    「知らなかったよ」


    「残念ながら、事実です」


    「それは少し、悲しいね」


    　しみじみと呟つぶやいた後、勾玉は顔を上げて道隆を見る。


    「そういえば桜井くん。わたしは最近、また楽しそうな噂うわさを仕入れたんだ」


    「……楽しそうな噂？」


    　ふわふわと焦しよう点てんの定まらない視線を追いながら、道隆は訊ね返す。


    　会話のどんな脈みやく絡らくから『そういえば』に繋つながったのかなど、問い質ただしても無意味だ。


    『破滅的な美女クラツシユビユーテイ』を前に、まともな流れの会話など期待してはいけない。


    　ちらりと隣を盗み見ると、真さな田だ晴はる海みが渋い表情を浮かべている。


    　大おお方かた、『また始まった』とでも思っているのだろう。


    「どんな噂ですか？」


    　草薙勾玉の『噂好き』は、校内でも有名だ。


    　もちろん『破滅的な美女クラツシユビユーテイ』が好むのは、芸能界だの政治だの世間だの、学校内の色恋だのに纏まつわるような、まともな『噂』ではない。


    「こっそりと教えてあげよう」


    　ゆらりと、細い小首を傾かしげて。


    「『異世界に行ける方法』とやらの噂だよ」


    　草薙勾玉はうっすらと微笑ほほえんだ。

  


  
    ●──草くさ薙なぎ慎しん一いち──


    



    「慎一。わたしはまた、おもしろいネタを仕入れてきたよ」


    　慎一が今日も自室でレアモンスターを狩っていると、姉の勾こう玉ぎよくがノックもなしに入ってきた。


    「なんでも、『異世界に行ける方法』とのことだよ」


    「……何それ」


    　勝手に入ってくんなだとか、言ってる意味がわからないだとか、そういう至し極ごく当然な個人的権利の主張は、慎一には生まれたときから許されていない。


    　この滅め茶ちや苦く茶ちやな姉は、気が向いたときに慎一の部屋を訪れ、気の向くままに意味不明な言葉を紡つむぎまくり、気が済んだら去ってゆく。


    　昔から、そう決まっているのだ。


    「異世界って、何さ」


    「それは文字どおり異なる世界、ここではない世界だよ。晴れ渡っているのにどこにも太陽の見当たらない空、気がつけば記憶に数か月以上の空白、携帯電話のアドレス帳に残された謎の文字列、隣人と言葉の通じない異空間。いま流は行やっているんだろう？　そういう漫画や小説。わたしはクラスメートから聞いたのだよ」


    　──勘違いしている。


    　最近の『異世界モノ』の定義を、どうしようもないくらい勘違いしている。


    「姉ちゃん。そういうのは、ただの、オカルトだよ」


    　レアモンスターを狩りながら、横目で姉を静かに諭さとす。


    「いま流行ってる異世界ものっていうのはね、そういうのじゃないんだ。現実世界で暮らしてた人間が、いきなり『ドラスレ』みたいな世界に転送されて慌あわてたり活躍したりする、もっと楽しい感じの話なんだよ。間違っても姉ちゃんが言うようなおどろおどろしい話じゃ」


    「待った」


    　ほっそりとした掌てのひらを向け、勾玉は慎一の言葉を制する。


    「慎一。話の腰を折って悪いけれども、ドラスレとは何だい？」


    「えっ」


    　慎一は唖あ然ぜんとした。


    　高校二年生の、姉が。


    　神や仏やブードゥーや猿の脳みその味についてなら何時間でも喋しやべり倒す、姉が。


    　──『ドラスレ』を、知らない。


    「ど、『ドラゴンズ・スレイヤー』だよ。ゲームの。……まさか姉ちゃん、やったことないの？」


    「恐らく、ないね」


    　姉の返事に、慎一は呆あきれ果てる。


    　慎しん一いちや勾こう玉ぎよくが生まれる前から流は行やり続けている、ＲＰＧの金字塔を知らないとは。


    「どんなゲームなんだい、そのドラスレとかいうのは」


    「たぶん姉ちゃんが想像してるようなオカルトとは別のジャンルのゲームだよ。スライムとかゴーレムとかのモンスターをやっつける、いかにも中ちゆう世せいヨーロッパな、ファンタジーっぽい世界観の」


    　説明しようとするが、逆に勾玉のほうが弟を憐あわれむような目つきをした。


    「慎一。中世ヨーロッパに、液状魔物スライムや胎児魔物ゴーレムが実在した記録は、ないよ」


    「うっ」


    「そしてお前が、『正体不明オカルト』と『幻想フアンタジー』の間に明確な線引きをしているのも気にかかるね。未いまだ専門の学者にも区別の仕方は曖あい昧まいなはずなのに。ねえ慎一。お前はその二つを、どういう根こん拠きよのもとで線引きしているんだい？」


    「ううっ」


    　無駄に論理的な姉の反はん駁ばくに、慎一は押し黙ってしまう。


    　──どうして、自分のほうが馬鹿のような扱いをされなければいけないのだ。


    



    「まあ、お前の認識は置いておくとして」


    　勾玉は静かに言葉を続ける。


    「『異世界に行ける方法』だ。なんでも……ある町に、異世界に通じる場所とやらが存在するらしいのだね」


    　いつものように、姉は夢見るような目つきで説明を始めた。


    「そこは、傍はた目めには、何の変へん哲てつもない場所だとされている。洞どう窟くつなのか森なのか神社なのか、教会やビルなどの建物なのかはわからない。しかし、そこで一定の手順を踏むことによって、『存在しないはずの世界』への入り口が開かれるというのだね」


    「なに、一定の手順って」


    「さあ。呪文を唱えるとか、生いけ贄にえを捧ささげるとか、秘密のボタンを押すとかじゃあないかな」


    「……姉ちゃん。それ、本当に信じてるの？」


    「慎一は本当に夢のないことを言うね」


    　勾玉は悲しそうな顔をした。


    　言ってしまった慎一も、つい悲しくなってしまう。


    「とにかく、存在しないはずの場所への扉とびらが開くんだ。一歩足を踏み入れると、そこには見たことのない世界が広がっている。辺りに吹き荒れるのは、熱風に揺られた斑まだら模様の雪せつ月げつ花か、虹にじ色の空に浮かぶ黒い太陽、名めい状じようしがたき異い形ぎようの者どもを従えた這はい寄る混こん沌とん」


    「それ、いけないクスリを飲んだ人の幻覚じゃ……」


    　慎一はまたも言いかけたが、勾玉がとても悲しそうな顔をしたので口をつぐむ。


    「見てみたいと思わないかい、慎しん一いち」


    　夢見る目つきで、姉は続ける。


    「こことは違う、異世界とやらを」


    　また始まった、と慎一は呆あきれる。


    「この日常に、飽きていないかい」


    「別に。僕は現状に満足してるけど」


    　Ｓ級モンスターの息が切れてきた。もう少しで倒せるはずだ。


    「そうかい。わたしは飽き飽きしている」


    「じゃあ行ってみたら？」


    「行ってみようと思う」


    　切れ長の瞳ひとみが、緩ゆるやかに慎一の目を見た。


    「ちなみに、どこにあるの？　その異世界への入り口って」


    「知らないよ」


    　Ｓ級モンスターに止とどめを刺すと、レア素材が手に入った。


    「知らないなら、行けないじゃん」


    「正確にはね、まだ知らないんだ。けれど、大方の目星が付いたのだよ」


    「そう。よかったね」


    「ありがとう」


    　勾こう玉ぎよくはうっすらと微笑ほほえんだ。


    「確証が得られたら、ぜひ行ってみようと思っているよ」


    　慎一は溜ため息をつく。


    　危なくないのとか、どうせ何もないから行っても無駄だとか、そんな言葉は浮かばない。


    　草くさ薙なぎ勾玉が一度『オカルトスポットに行く』と口に出したなら。


    　それは、もう、行くのだ。


    「晩ごはんまでには、帰ってきてね」


    　慎一は姉に、ただそれだけ言った。

  


  
    ●──宮みや本もと司し郎ろう──


    



    　職員室の窓から外を眺める。冬空の彼方かなたに、太陽が沈みかけている。


    　──冬の夕焼けというのも、悪くはないな。


    　生徒たちの宿題に赤ペンを走らせながら、宮本司郎はぼんやりと思った。


    「宮本先生。珈琲コーヒーでもいかかですか？」


    　声をかけられ、振り返る。


    「国語のレポートの採点は、頭を使うでしょう？」


    　同僚の女性教師が、湯気の立つティーカップの載った盆を持って微笑ほほえんでいた。


    「助かります」


    　微笑みを返しながら、宮本はカップを受け取って口に含む。


    「……うん」


    　ありえないほどの薄味だった。湯が、多すぎる。


    　最近町の片隅で発掘した喫茶店の珈琲と比べると、こんなものはまるで泥水だ。


    「生き返りました。ありがとうございます」


    　もちろん本音はおくびにも出さず、月並みの世辞で答える。


    「……宮本先生、いつも遅くまで頑張ってるから」


    　女性教師は、はにかんだ笑みを浮かべた。


    「あの、宮本先生……今日は、何時ぐらいにお帰りの予定ですか？」


    　この女性教師にかなりの好意を持たれていることに、当然宮本は気づいている。


    「さあ。あと二、三時間は缶詰でしょうか」


    　自身の評価を上げも下げもしない言葉を選び、宮本は伸びをしながら答えた。


    「そうですか……」


    　最近『三十を目前にして焦っている』と職員室で囁ささやかれている女は、目に見えてしょんぼりとした顔になった。


    　──そろそろ仕事終わりなら夕食でもご一緒に、という目もく論ろ見みだったのだろう。


    　冗談ではない。


    「宮本先生、まだ新任で間もないのに、とてもたくさん仕事をしていらっしゃいますね」


    　落らく胆たんの表情を隠しながら、女は続ける。


    　そのとおり。こっちは『仕事』で忙しいのだ。


    「新米だからこそですよ。覚えることが多すぎて」


    　あと、調べることが多すぎてな。内心で付け足しながら、宮本は作り物の笑みを浮かべる。


    「先生、まだこの町にお越しになって半年も経たっていないでしょう？」


    　愛あい想そ笑いに気を良くしたようで、女は再び喋しやべり出した。


    「それなのに、もう生徒たちにも人気だし、うまく学校に溶け込めてますものね」


    「そう仰おつしやっていただけると、照れますね」


    　冗談ではない。知性の欠けた子供ガキなど嫌いだ。


    　こんなやかましい空間に、誰が溶け込みたいものか。


    　苛いら立だちを抑えつつ、宮みや本もとは答える。


    「そういえば……ご存じかと思いますが」


    　しかし女の次の言葉に、宮本の苛立ちは消える。


    「あの事件が起こってからも、そろそろ半年が経たつのですね」


    「……あの事件、というのは？」


    　わかりきってはいるが、あからさまに食いついては不自然だ。宮本は何気なく尋ね返す。


    「もちろん、あの事件ですよ。ほら、あの……バラバラ殺人の」


    　少しだけ周囲を気にした後、女は小声で囁ささやいた。


    「……ああ」


    　宮本は眉まゆを顰ひそめ、そこで初めて察したような振りをする。


    「ありましたね。前の勤務先で僕も毎日ニュースを見てましたよ」


    　──北関東連続バラバラ殺人事件。


    　昨年の夏。五人もの人間が、殺された上にその四し肢しを切り刻まれるという事件が起こった。


    　被害者はいずれも若い女性。それぞれに接点はなく、恐らくは完全な無差別殺人であったと思われている。


    「犯人、まだ捕まっていないんですよね」


    「……ええ」


    　宮本の言葉に、女は再び周囲に目をやった後で頷うなずいた。


    「噂うわさでは、被疑者とされていた男性が自殺してしまって、実質的な捜査打ち切りになっていると言われていますが……」


    「そうなんですか」


    　その辺りの事情は自分のほうが遥はるかに詳しく知っていたが、宮本は素知らぬ顔で言った。


    　自殺したとされている被疑者──氷ひよう堂どう恭きよう也やの死因は、実際には自殺ではありえない。


    　その男の死体は、それまでの被害者たちと同じように、無む残ざんに四肢を引き千ち切ぎられた状態で見つかったのだ。


    　どれほどの特異体質であろうが、人間にそのような形の自殺はできないだろう。


    　しかしその事実はなぜかすぐさま隠いん蔽ぺいされ、公おおやけに発表されることはなかった。


    　──何者かの思惑が働いたのだ。


    「そういえば」


    　宮本は女の目を見ながら言った。


    「あの事件の、五人目の被害者。ここの……生徒だったんですよね」


    「……はい」


    　痛ましげな顔で、女は頷うなずいた。


    「一年生の女の子でした。とっても明るくて、クラスの人気者で」


    　改めて説明されずとも、宮みや本もとは最初から知っている。


    　寺てら沢さわ亜あ季き。事件の五人目の被害者。


    「本当に、いい子だったんですよ」


    　しみじみと、女は続ける。


    「授業で教えたことがあるんですか？」


    　そういえばこの女は理科の教師だったな、と宮本は思い出す。どうでもいいことだが。


    「はい。成績はそれほどでもなかったけれど、とにかく明るくて優しくて。いつも太陽みたいに輝いている子でした。あの、少し変わった転校生の子とも、とても仲良くしていたし……」


    「少し変わった転校生？」


    　思わず口を挟む。


    「何ですか、その子は？」


    「あ。……いや、あの」


    　口が滑ったとでも言うように、女の視線が宙に泳ぎ始めた。


    　宮本の口調に慎重な響きが混じったことに、気づいた様子はない。


    「ちょうど、その頃にね……ちょっと、変わった子がいたんですよ。ふらっと転校してきたと思ったら、数週間でまたふらっと転校していっちゃった女の子が」


    　宮本から視線を逸そらして窓に向け、女は冬の夕焼けを見つめる。


    「いま考えてみると、あの事件と一緒にやってきて、あの事件と一緒に消えちゃったような、不思議な子だったな……」


    「どんな子だったんです？」


    「……ごめんなさい」


    　宮本が尋ねると、女は気まずそうな声で答えた。


    「あの子のことは、あまり話しちゃいけないんです」


    「話してはいけない、とは？　誰かに禁じられているんですか？」


    「いえ。ただ、何となく……学校内でそういう不ふ文ぶん律りつみたいなのがあって……ええと……」


    　女は目を逸らしたまま口をもごもごとしていたが、宮本が無言で先を促うながすと、観念したように言葉を続ける。


    「総務の先生からの又聞きなので、私も詳しくは知らないんですが。なんでも、その子の転入手続きには、最初から不審な点が多かったみたいで。九州の女子校から転校してきた……という話だったんですけど、前にどこの学校に在籍していたかわからなかったそうなんです。転入学通知書も確認できず。ただ、校長先生の鶴つるの一声で入学が許されたって……」


    「……そんな話、ありえないでしょう」


    「ええ。普通なら、この日本でそんな事態はありえません。だからみんな、『きっとあの子はどこかの政府関係者の要人の娘だったんだ』とか、『校長はどこかの組織に脅おどされていたんだ』とか、好き勝手な憶おく測そくをしているんです」


    「どこかの組織、って。何ですかそれは。漫画の読みすぎでしょう」


    　宮みや本もとは再び作り笑いを浮かべた。


    「本当、ですよね」


    　女も宮本に釣られて力なく笑う。


    「秘密組織だなんて、馬鹿みたい。そんなのが実在するなら、一度この目で見てみたいわ」


    「……そうですね」


    　いま、お前はその構成員と駄弁っているよ。


    　よほど言ってやろうかと思ったが、宮本は堪こらえた。


    　自分がある裏切り者を追い、秘密組織によってこの町に送り込まれた存在なのだと言ったら、この女はどんな顔をするだろう。笑うだろうか。


    「とにかく、そういう根も葉もない噂うわさばかりが立ってて。あの子の話題に大声で触れるのは、この学校の職員たちの間では一種のタブーなんですよ。だから宮本先生も、職員室であの子の話をするのは遠慮してくださいね」


    　そうやって、女は話を結ぶ。


    「わかりました」


    　宮本はおとなしく頷うなずいた。


    



    「じゃあ、私はそろそろ帰ります。宮本先生も、あまり外が暗くならないうちに帰るんですよ」


    　生徒にされるような注意を受け、宮本は苦笑する。


    　今日、初めて浮かべた本物の笑みだった。


    「……ちなみに」


    　職員室から出ていこうとする女の背に、宮本は最後に尋ねる。


    「その、変わった転校生の女の子は、なんという名前だったんですか？」


    　最初から知っているが、一応の確認を取っておこうと思った。


    「……華はな志し摩ま玲れい子こさん」


    　女は宮本の予想どおりの名前を答える。


    「半年前のことなのに、もう顔が思い出せない。不思議です」


    「数週間しかいなかったんでしょう？　顔を忘れても当然ですよ」


    「いえ、人の顔を覚えるのは得意なんです。ましてや自分の生徒なんだから。どんな平凡な顔つきの生徒でも、私の教え子なんだから。そう簡単には忘れません。ここ数年で少しでも接したことのある生徒の顔は、ほとんど覚えています」


    「それは凄すごいですね」


    　他人にほとんど興味を持てない性質の宮みや本もとは、心から賞賛する。


    「……でも、あの子の顔だけは思い出せない。まるで、最初からいなかったみたいにさっぱり。……宮本先生。とても、変なことを言いますけどね」


    「なんですか？」


    「私……あの子は、華はな志し摩ま玲れい子こさんは、きっと幽霊か何かだったと思ってるんですよ」


    　反論を許さない真顔で、女は言った。


    



    　　　　　　　　　　▲


    



    　同僚教師の忠告どおり早めに仕事を切り上げ、宮本は韻いん雅が高校の職員室を後にした。


    　途中のスーパーで夕飯の食材を買い込み、アパートへと帰宅する。


    　切った白菜と豚バラ肉を鍋に敷き詰め、コンロに点火する。


    　ベランダに出て煙草タバコに火を点つけ、宮本は鍋が煮えるのを待つ。


    　独り暮らしなので室内で喫煙して誰に迷惑がかかるわけでもないが、あえて寒空の下で一服することで、でき上がった鍋の旨うま味みが増すのだ。


    　深々と冷え込んだ町の夜景を見下ろしていると、胸ポケットの携帯電話が鳴りだした。


    　表示された相手の名前を一いち瞥べつし、宮本は小さく溜ため息をついた後でコールボタンを押す。


    「……俺だ」


    『やあやあ宮本さん。進しん捗ちよくはどうですかぁ？』


    　挨あい拶さつも名乗りも一切抜きで、間の抜けた声が尋ねてきた。


    　職場──宮本の本当の職場の同僚、恩おん野の美み奈な。


    　宮本は戸惑いも呆あきれもしない。いつものことだ。


    「ほとんど進まないな。町のどこにも、奴の影は見当たらない」


    『じゃあ、今日も真ま面じ目めな国語の先生を演じて終わり？』


    「まあな」


    『楽な仕事ですねぇ。もうそのまま教師として生活しちゃえば？』


    「お前に言われたくはないな」


    『こっちの仕事は楽じゃないですよ。真面目な新米刑事として日々頑張ってます』


    「そうかよ。せいぜい日本のために身を削れ」


    『法に触れる組織の人間が言っても説得力がありませんね』


    「……なあ、もう切っていいか。俺は今、忙しいんだ」


    『なんだ宮みや本もとさん、何かの作業中でしたか？』


    「もうすぐ、豚バラ肉と白菜のミルフィーユ鍋ができ上がるんだ」


    『主婦かッ！』


    　恩おん野のの言葉を無視し、宮本は煙草タバコをベランダの手て摺すりに押し付ける。


    「お前のほうこそ、どうなんだ。調査は進んでいるのか、刑事さん」


    　人差し指と親指でつまんだ吸すい殻がらを夜空に弾はじく。


    　しがない高校教師も、新米警察官も、自分たちの本当の姿ではない。


    　数年前、『組織』を裏切り出しゆつ奔ぽんしたある人間の追跡こそ、宮本司し郎ろうと恩野美み奈なに課せられた本当の任務なのだ。


    『あたしも、ほぼ普段どおりですね。奴さんの潜せん伏ぷく先は影も形も掴つかめず。今日も阿あ呆ほうな先輩の相手をしてたら一日が終わりました』


    「阿呆な先輩？」


    『ええ、それはもう阿呆な男です。脳みそが筋肉。たぶん宮本さんよりも阿呆ですよ』


    「俺は阿呆じゃない」


    『阿呆な男は、みんなそう言うんです』


    　スピーカーの向こうから、けらけらという笑い声が響いてくる。


    『でもまあ。今日は阿呆な男の口から、少しばかり興味深い情報が入りましたよ』


    「興味深い情報。なんだ」


    『どうやらこの町には、とある怪しい男が存在するらしいんです』


    　恩野は楽しそうに続ける。


    『なんでも、町外はずれに研究所を構えている教授とやらだそうで。阿呆な先輩刑事が言うには、その男は例の連続バラバラ事件のときに、とても怪しい動きを見せていたって』


    「怪しい動き？」


    『ええ。どうやらその男、例の彼女……華はな志し摩ま玲れい子この転校に一枚噛かんでいたらしいんです』


    「なんだと」


    　夜風を浴びながら、宮本は二本目の煙草に火を点つけた。


    「確かな情報か？」


    　台所のミルフィーユ鍋の煮え具合も気になるが、優先順位としては恩野の話の内容のほうが重要だった。


    　組織の裏切り者の行方ゆくえを追うことに加え、今までこの韻いん雅が町まちで何度か起こっている『奇怪な事件』の調査も、宮本司郎と恩野美奈に課せられた任務の一つなのだ。


    『阿呆な先輩の言い分では、間違いないらしいですよ。まあ阿呆な男だから、信しん憑ぴよう性せいが高いとは言い切れませんけどねぇ』


    　のほほんとした口ぶりに、宮本は紫し煙えんと溜ため息を吐いた。


    「もし事実なら、とても重要な情報だ。本部は何と言っている？」


    『本部は何も言ってません』


    「どうして」


    『だって、わたしがまだ状況を報告してませんから。情報部はまだ何も知りません』


    「……なんでだよ」


    『もし誤情報ガセだったら、掴つかまされたあたしが恥ずかしいじゃないですかぁ』


    　悪びれもせず、恩おん野のは続ける。


    『だから確証ウラが取れるまで、個人的に調べてみようかなって。それまで情報部に報告はしないつもりです』


    「そうかよ」


    　宮みや本もとは再び溜ため息を吐き出す。


    　地頭は良いが、組織への忠誠心は決して高いとは言えない。


    　気まぐれで、怖いものなしで、猫のような女だ。


    『ひとまず明日にでも、その男の研究所とやらに行ってみようかと思ってます』


    「一人で大丈夫か？　俺も付き添ったほうがいいんじゃ」


    『大丈夫ですよ。一応は警察官の肩書を持ってるんですから』


    　先輩風を吹かせた宮本の言葉は、途中で切って捨てられた。


    『まだまだ宮本さんの……最終兵器の出番じゃありません』


    「そうかよ」


    　大おお袈げ裟さすぎる恩野の言葉に突っ込む気も起きず、宮本は頷うなずいた。


    「一緒に行ってやりたいところだが、よく考えたら明日は駄目だ。朝から晩まで授業がある」


    『ホントに最近の宮本さん、ただの高校教師ですよね』


    　嘲あざけるような口調で言われたが、腹は立たない。


    「じゃあ、明日は頑張ってくれ。結果は問わないから、できれば俺には報告してほしいな」


    『了解しました。宮本さんも、せいぜいクソ真ま面じ目めな授業を頑張ってください』


    「ありがとう」


    　通話を切り、宮本は二本目の吸すい殻がらを夜空に弾はじく。


    　ベランダから部屋に入って台所の鍋を覗のぞくと、白菜と豚肉がいい具合に煮えていた。

  


  
    ●──恩おん野の美み奈な──


    



    　最寄りの駅から、タクシーで五分ほど。


    　韻いん雅が町まちの郊外に、その建物は聳そびえていた。


    　辺りの建物に比べると、かなりの大きさが目立つビル。


    　その門の前に立ち、恩野は入り口に設置された大理石のプレートに目をやる。


    　──『韻雅町中央学術研究所』。


    　大おお仰ぎような字体で、そう刻印されていた。


    「ふうん。なっかなか、偉そうなところですねぇ」


    　ビルを見上げ、恩野は独り呟つぶやく。


    「そしてまあ、いかにも楽しそう」


    　頬ほおに、思わず笑みが浮かぶ。


    　町外はずれに聳え立つ、怪しい研究所。


    　猫のように好奇心旺おう盛せいな恩野の目に、その建物はとても魅力的に映った。


    「では、お邪魔しましょうか」


    　ふっと微笑を消して、刑事の顔を作り。


    『組織』によって韻雅町に派遣された諜報員エージエント──恩野美奈は、その扉とびらを開いた。


    



    　　　　　　　　　　▲


    



    　中に入ると、大きなロビーが広がっていた。


    　ソファ、傘かさ立て、観葉植物、自動販売機、テレビ、読み物コーナー。


    　無人の寂れた空間は、場末の病院を連想させる。


    　ロビーの奥を見ると、受付デスクに一人の女が腰かけていた。


    　紺色のスーツをぴしりと着こなした、長い黒髪の女だった。


    　年の頃は、恩野と同じく二十代前半だろうか。


    　メタルフレームの眼鏡めがね越しに、無言で恩野を見つめている。


    「こんにちは」


    　恩野が歩み寄りながら声をかけると、女はゆっくりと椅い子すから立ち上がる。


    「……いらっしゃいませ」


    　女の口から、透き通った声が漏もれた。


    「お邪魔します。実はわたくし、こういう者ですが」


    　恩野はスーツの懐ふところから警察手帳を取り出して見せる。


    「お巡りさんでいらっしゃいますか」


    　開かれた手帳を見つめ、女は静かに言った。


    　抑よく揚ようのない、感情というものを一切表現していない、無機質な声。


    「まあ、お巡りさんですね。時代遅れ風に言うと、刑事デカってやつです」


    「はい」


    　どこかズレた返事をしながら、女は丁てい寧ねいに頷うなずいた。


    　女が頭を下げた隙すきに、恩おん野のはその胸のネームプレートに目をやる。


    『職員　仙せん羽ば蘭らん』と書かれていた。


    「それで、刑事デカ様。ご用件は」


    「……自分で言っといてなんですが、その呼ばれ方はちょっと」


    　ふざけているのかと思ったが、その無表情から真意は読み取れない。


    　開いたままの警察手帳を強調してみせながら、恩野は続ける。


    「韻いん雅が町まち西署の、恩野と言います」


    「はい」


    　女──仙羽は再び頷いた。


    「それでは、恩野様。ご用件は」


    「ここの所長さん……杜もり秋あき慈じ瑛えいさんにお話を伺うかがいたくて参りました」


    「教授に、でございますか」


    　仙羽は静かに言った。


    　阿あ呆ほうな上司である巡査部長が言ったとおり、男はその肩書で呼ばれているらしい。


    「どのようなお話で」


    「それは、ご本人さんと」


    「畏かしこまりました」


    　それ以上の仔細は尋ねず、仙羽はデスクに備え付けてある電話を手に取った。


    　機械的な動きで、何桁けたかの内線番号を素早くプッシュする。


    「……教授。仙羽です。韻雅町西署の恩野様、お越しです。教授に話を伺いたいとのことですが……畏まりました」


    　通話はすぐに終わったようだった。


    「今の時間なら、教授は空いておられるようです」


    　受話器を置き、仙羽は無感情な瞳ひとみを恩野に戻す。


    「あらまぁ、そんな簡単に会ってもらえるんですか？」


    　恩野は拍子抜けして言った。


    　いきなり、約束アポもなしに警察がやってきたのだ。少しは警戒したり、動揺したりして時間を置いてもいいのではないか。


    「教授は原則的に、自分のもとを訪れた方のすべてを歓迎いたします」


    『１足す１は２です』とでも言うように仙せん羽ばは答えた。


    「ご案内いたします。五階の応接室へどうぞ」


    　Ｌ字のカウンターから出てきて、恩おん野のへ同行を促うながす。


    「いいんですか、受付を空にして？」


    　無人となったカウンターを視線で指し、恩野は尋ねる。


    「代わりの人とか呼んだほうがいいのでは？」


    「当施設の職員は、教授を除くとワタシだけでございます」


    　やはり『２引く１は１です』とでも言うように仙羽は答えた。


    「あなた一人だけ？　こんなに大きい建物なのに？」


    「はい」


    「もし今から、他のお客さんが来たらどうするんですか？」


    「当施設に、お客様は滅めつ多たに訪れません」


    「人がほとんどいないのを狙って、泥棒が入るかもしれませんよ」


    「そのときは、ワタシに判わかるようになっておりますので」


    　意味のわからない返事をすると、仙羽はロビー奥のエレベータに向かって歩き出す。


    「なるほど。さいですか……」


    　その後を追いながら、恩野は思う。


    　──こりゃあ、怪しすぎておもしろい。


    　自然と、その頬ほおに笑みが浮かんだ。


    



    　　　　　　　　　　▲


    



    　唯ゆい一いつの職員だという仙羽に連れられて五階に上がり、案内されるがままに床を進むと、これまた仰ぎよう々ぎようしく『応接室』と書かれたプレートの掲かかげられた部屋に辿たどり着いた。


    「教授。恩野様、ご案内いたしました」


    　掌てのひらを丸めた仙羽が、ほっそりとした中指で行儀よく扉とびらをノックする。


    「どうぞ」


    　すぐに、部屋の中から返事があった。


    　仙羽が静かにドアを開け、先に入室するよう眼鏡めがね越しの視線で恩野を促す。


    「失礼します」


    　小声で言って中に入る。本革製らしき高級なソファが二つ向かい合い、その間には、同じく高級そうな大理石のテーブルがどっしりと鎮ちん座ざしていた。


    　そして、その奥。


    　曇り空の広がる硝子ガラス窓の縁に、長身の男が立っていた。


    「いらっしゃいませ。所長の杜もり秋あき慈じ瑛えいです」


    　年齢は五、六十代か。その身体からだには、いかにも学者然とした白衣を纏まとっている。


    　恩おん野のとは頭一つ分も差が出るほど背が高いが、頬ほおや胴の肉付きはすこぶる悪い。げっそりと痩やせている。


    　顔色はうっすらと青白く、とても健康的な痩せ方とは言いがたい。


    「初めまして。韻いん雅が町まち西署の、恩野と申します」


    　警察手帳を開いて見せながら、恩野は言った。


    　それを一いち瞥べつし、杜秋はゆっくりと頷うなずく。


    「仙せん羽ばくん。珈琲コーヒーを」


    「はい」


    　指示を受けた仙羽は素早く部屋の隅の食器棚に向かい、機械的な動きでカップやソーサーを取り出し始める。


    「どうぞ、おかけください」


    　恩野も言われるがまま、ソファに腰かける。


    「杜秋……ええと、教授。今日は約束も取り付けずにお邪魔して、申し訳ありません」


    「構いませんよ」


    　恩野が頭を下げると、杜秋は微笑ほほえみながら首を横に振った。


    「毎日、暇を持て余している道楽者です。無む為いな時間を潰つぶしてくれる相手ならば、私はどんな方であろうが歓迎します」


    　なるほど──こいつは、黒だな。


    　痩せさらばえた男の顔を見つめながら、恩野は既に直感していた。


    　あの阿あ呆ほうな刑事の推測は、どうやら当たっていたらしい。


    「ましてや、こんな若いお嬢さんが訪ねてきてくれるとは。今日一番の僥ぎよう倖こうですよ」


    　作り物の微笑みを浮かべてはいるが、その爬は虫ちゆう類るいのように無機質な瞳ひとみは一切笑っていない。


    　男の言葉に、一切の本音は含まれていない。


    　息をするように、常態的に嘘うそを吐き慣れている。


    　──自分と、同じだ。


    　恩野は内心でほくそ笑む。


    「で、刑事さん。私に聞きたいこと、というのは？」


    「半年前の事件のことです」


    　率直に、恩野は切り出した。


    　同族を相手に無駄な前置きをしても、時間を浪費するだけだ。


    「昨年夏にこの町で起こった、連続バラバラ殺人事件。あの事件について調べています」


    「ほう」


    　恩おん野のの言葉に、杜もり秋あきは無機質な瞳ひとみを細めた。


    「杜秋教授。あの事件の犯人、あなたのカウンセリングを受けていたようですね」


    「犯人、と言っては可か哀わい想そうですよ」


    　杜秋は大おお袈げ裟さに肩をすくめる。


    「世間ではいろいろと騒がれましたが、氷ひよう堂どうくんは、あくまで被疑者です」


    「わたしは犯人だと確信しています」


    「証しよう拠こもないのに？」


    「証拠は、ある人間の手によって隠いん蔽ぺいされたと考えています」


    　恩野の言葉に、杜秋は片かた眉まゆを吊つり上げた。


    「ある人間、とは？」


    「氷堂恭きよう也やが犯人だと世間に判明したら都合の悪い人間です。彼との接点を探られることを、好ましく思わない人間」


    「どういうことです？」


    「当時、この町の高校に奇妙な転校生がやってきました」


    　質問に答えず、恩野はもう一つの話題を口にする。


    「越してきたと思ったら、数週間でまた姿を消してしまった、不思議な高校生。彼女の記録は、なぜか学校や教育委員会に一切、残されていない。彼女についてわかっていることは、町外はずれの古びた一軒家に住んでいたという事実のみ。けれどその家屋も、原因不明の火事で焼失してしまった。不思議にも、あの事件の犯人……氷堂恭也が、何者かに惨ざん殺さつされたのと同じ夜に。そして、その家屋の所有者であり、彼女をこの町に住まわせていた人間は」


    「私ですよ。もったいぶらなくてもいいでしょう」


    　杜秋は仮かり初そめの笑みを浮かべる。


    「なるほど。当時、ここに事情聴ちよう取しゆにきた、あの刑事さんから聞いたのですね。仙せん羽ばくん、あの若い刑事さんは誰と言ったかな」


    「時とき田た様と名乗っておられました」


    　芝しば居いがかった杜秋の言葉に、コーヒーメーカーへ豆をセットしていた仙羽が即座に答える。


    「そう、時田くんだ。彼も西署の刑事だったね」


    　杜秋は満足げに頷うなずいた。


    　もちろんその仕草はすべて演技だ、と恩野は見抜いている。


    「恩野さん。君は、彼の後輩というわけだ」


    「ええ。最近、西署に新任してきました。時田巡査部長はわたしの上司なんですよ」


    　本業のではありませんがね、と心の中で付け足す。


    「彼にはあの事件以来、ずっと痛くもない腹を探られていてね」


    　杜秋は可お笑かしそうに頬ほおを歪ゆがめる。


    「何かの事件が起こるにつけて、いちいち私を疑ってくるんだ。迷惑なものだよ」


    　──これも嘘うそだ、と恩おん野のは直感した。


    　この男は、あの阿あ呆ほうが身の程を知らず自分に楯たて突いてくる状況を、愉たのしんでいるに違いない。


    「馬鹿馬鹿しい話だ。氷ひよう堂どうくんが私のカウンセリングを受けていたのも、華はな志し摩ま玲れい子こさんが私の持ち家に住んでいたのも、ただの偶然だよ」


    　薄く微笑ほほえみながら、杜もり秋あきは恩野の瞳ひとみを真正面から見み据すえる。


    「さては君も、彼の根も葉もない妄もう想そうを吹き込まれてしまったクチというわけだ」


    「いえ。確かにあの男は馬鹿で単純で時代遅れの阿呆ですが、あなたについての推測だけは、珍しく正せい鵠こくを射ていると思いますよ。あなたは、なかなかに醜悪です」


    　恩野の言葉に、杜秋は虚きよを突かれたような表情を浮かべた。


    　トレイに珈琲コーヒーの注がれたカップとスプーンを載せていた仙せん羽ばも、手を止め微かすかに振り返り、無表情で恩野の顔を見つめる。


    　二人の顔を見比べながら、恩野はゆっくりと唇くちびるを吊つり上げる。


    「……今のは、うら若き女性が、上司や他人を評する言葉ではないと思うが」


    　杜秋は瞳を細め、恩野の顔を覗のぞき込んできた。


    　無機質だった蛇へびの瞳に、ほんの僅わずかだが光が煌きらめいていた。


    「君、ただの刑事さんではないのかね？」


    　その光の示す感情は、恩野もよく知っている。


    　──好奇心。


    「やっと本当の表情を見せてくれましたね、杜秋教授」


    　蛇の瞳を真っ向から見返しながら、恩野は囁ささやく。


    「この町に来たときから思っていたんです。この韻いん雅が町まちでは、昔から奇怪な出来事や、未解決事件が多すぎる。何だか、この町には、大きな網を張り巡らせている、醜しゆう悪あくな毒どく蜘ぐ蛛もがいるみたいだって」


    　杜秋は、恩野の言葉を否定しなかった。


    　そんな茶番を演じても無意味だと察しているのだろう。


    「君は、何者だ？」


    　蛇は静かに尋ねてくる。


    　その表情に浮かんでいるのは、動揺でも警戒でもなく、ただの好奇心と愉ゆ悦えつ。


    「あなたと同じ類たぐいのものですよ」


    　恩野は答えた。


    「あなたと同じ、嘘つきで、醜悪な人間です。ある組織の者、とだけ言っておきましょうか」


    「……教授」


    　トレイを静かに置いた仙羽が、横目で杜秋の顔を見る。


    「如何いかがなさいますか」


    「黙っていろ」


    　助手には目もくれず、恩おん野のの瞳ひとみを見つめたまま、杜もり秋あきは冷たい声で答えた。


    「……畏かしこまりました」


    　一拍の間を置き、仙せん羽ばは頭こうべを垂れた。


    「恩野くん。この町にやってきたのは、最近の話だと言ったね？」


    「ええ、半年ほど前です。それは嘘うそではありませんよ」


    「目的は何だ？」


    「簡単に答えると思いますか？」


    「愚問だったね」


    　杜秋は嗤わらって首を横に振る。


    「では、今日ここを訪れた用件は？」


    「もちろん、あなたが白か黒かを見定めるためです」


    「私は黒だとされてしまったわけだ」


    「ええ」


    「それで、どうする？」


    「何も。今日のところは、醜しゆう悪あくな毒どく蜘ぐ蛛もにご挨あい拶さつだけ」
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    　笑顔のまま言って、恩おん野のはソファから立ち上がる。


    「このあたりで失礼いたします。お邪魔しました、教授」


    「なんだ。もう帰るのかね？　まだ珈琲コーヒーも入っていないが」


    「遠慮しますよ。毒でも盛られては敵かないませんのでねぇ」


    　虚構の笑みを浮かべながら挑発するが、男も同じく虚構の笑みを返してきただけだった。


    「まさか。君のような興味深い来客に毒など、そんな無ぶ粋すいな真ま似ねをするものかね」


    　その言葉自体は、恐らく嘘うそではない。


    　ただし──興味深くない客にならば、この男は平気で毒を盛るに違いない。


    　部屋のドアノブに手をかけながら、恩野は最後に一度だけ振り返った。


    「杜もり秋あき教授。今、あなたがどんなことを考えているか、当ててみせましょうか？」


    　囁ささやくように問いかけると、杜秋はわざとらしく小首を傾かしげてみせる。


    「わかるのかね？」


    「わかります。きっと今あなたが考えているのは、わたしと同じことですから」


    　唇くちびるの端を吊つり上げ、恩野は言葉を続ける。


    「……『これはおもしろくなってきた』」


    「なるほどね」


    　頬ほおを歪ゆがめ、杜秋は嗤わらった。


    「正解だ」


    「では、またいつか。今日はひとまず、さようなら」


    　蛇へびの嗤いを背に、恩野は応接室のドアを開けた。

  


  
    ●──矢や生お比ひ沙さ子こ──


    



    　今日も何本目かの缶ビールを開け、矢生は退屈を噛かみ殺しながらテレビを眺める。


    　日本の経済事情の行く末について、何やら事情通らしい専門家たちがコメンテーターとやり取りをしていた。


    　就職氷河期がどうこうという、ほぼ毎年叫ばれ続けるフレーズが虚むなしく耳に入る。


    　──就職、か。


    　数年前に嫌気が差して辞した職場の記憶を、矢生はぼんやりと思い出す。


    　──あそこも大たい概がい、くだらない職場だったわね。


    　今は定職に就かず日々のほとんどを自室のリビングで過ごしている矢生だが、あの空虚な日々と比べると、現在の生活のほうがよほど生産的だ。


    　つまらないテレビを消してリモコンを無む造ぞう作さに放り投げ、矢生は今日もデスクに向かう。


    　自作のウェブサイトを、いつもと変わらない無表情でチェックする。


    　今日の閲覧数は九人。普段より少ない。


    　しかし、その入場者たちの様子を観察していた矢生は、マウスを動かす手を止めた。


    「……あら……？」


    　パソコンのモニタを眺めながら、矢生は目を見開いた。


    　思わず咽喉のどから声が漏もれる。


    　この寂しい自室の中で矢生が数年ぶりに発する、言語として成立している音だった。


    　──きた。


    　とうとう、来た。


    　ぞくりと、背筋に鳥肌が立つ。


    　──ついに、ここまで辿たどり着く人間が現れた。


    　震える指でマウスを操作しながら、矢生は歓喜の声を上げた。

  


  
    ●──桜さくら井い道みち隆たか──


    



    「桜井くん」


    　昼休み。道隆が学食でカレーライスを頬ほお張ばっていると、隣の席の椅い子すがゆっくりと引かれた。


    　スプーンを動かす手を止めて横を見ると、一つ年上の少女が腰を下ろそうとしている。


    「やあ、勾こう玉ぎよく先輩。最近よく話しかけてきますね」


    「隣に座ってもいいかな」


    「もう座ってるじゃないですか」


    「そうだね」


    　道隆の隣で弁当箱の風呂敷をほどきながら、草くさ薙なぎ勾玉はぼんやりとした仕草で頷うなずいた。


    「桜井くん。ニンジン、嫌いなのかい」


    　どこか焦しよう点てんの定まっていないような瞳ひとみで、道隆が皿の隅に取り分けていたニンジンを眺める。


    「嫌いですね。野菜のくせに甘みがあるというのが気に食わない」


    「いけないよ桜井くん。ニンジンを食べない人間はね、馬鹿になるんだ」


    「ほう。そうなのですか」


    　生まれて初めて聞く説を展開されたが、道隆はさほど驚きもしない。


    「もっと幼おさないころに聞いておくべきでした」
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    　この程度で狼ろう狽ばいしては、『破滅的な美女クラツシユビユーテイ』の知人など務まりはしない。


    「君がもっと幼おさないころに忠告しておくべきだった。悪いことをしたね」


    　そう言った勾こう玉ぎよくは、少し悲しそうな顔をした。


    　そして次の瞬間には、断りも入れずに道みち隆たかのカレーライスに自分の箸はしを伸ばしてくる。


    　皿の端のニンジンをつまみ上げ、蕾つぼみのような唇くちびるへ無む造ぞう作さに放り込む。


    「まあ。ニンジンを食べる人間も、結局は馬鹿になるのだけれどね」


    　ゆっくりと口を動かしながら、黒髪の美少女は虚きよ無む的な結論を下す。


    



    　道隆が『破滅的な美女クラツシユビユーテイ』に目をかけられるようになったのは、中学一年生のときだった。


    　──そこの君。このあたりにツチノコが逃げてこなかったかい？


    　──ツチノコ、ですか？


    　一つ上の勾玉は中学二年生だったが、その美少女は当時から既に破滅クラツシユしていた。


    　──そこの公園にツチノコ罠わなを仕掛けていたんだが、餌えさだけがなくなっていたのだよ。


    　──餌って？


    　──奴やつらの好物だ。ワンカップの日本酒と、味み噌そを塗って焼いたスルメなのだよ。


    　──それは、通りかかったホームレスの人か、酔っぱらいの人が持っていったのでは？


    　──君は本当に夢のないことを言うね。


    　そのときも、とても悲しそうな顔をされたことを覚えている。


    



    「ところで桜さくら井いくん。今日は、いつもの彼女と一緒ではないのかい？」


    　勾玉の言葉に、道隆は不毛な回想を中断した。


    「真さな田だのことですか。あいつは今、ほとんど学食には来てませんよ。なんでも、弁当の自作にハマっているそうで」


    　真田晴はる海みは最近、早起きして作った弁当を毎日クラスメイトに批評してもらっているらしい。


    　曰いわく、そろそろ本気で女子力を高めることにした──とのことだ。


    「……そういえば、今日は勾玉先輩も弁当ですよね」


    　少女の前に広げられた白米とおかずの二段重を見ながら、道隆は続けた。


    「どうして、わざわざ学食ここに？」


    「もちろん、君に用事があったからだよ」


    　横目で道隆を見ながら、勾玉はうっすらと微笑ほほえんだ。


    「僕にですか？　なんでしょう」


    「その前に一つ訊ききたいのだけれど。桜井くんは、あの彼女と異性交遊をしているのかい？」


    「はい？」


    　思わずカレーをすくう手が滑り、スプーンの先が無慈悲にジャガイモへと突き刺さる。


    「異性交遊？」


    「今ふうに言うと、君らはデキているのかい？」


    　道みち隆たかは、ジャガイモを皿に擦こすりつけてスプーンを抜いた。


    「勾こう玉ぎよく先輩。デキているという表現も大たい概がい、今ふうではありません」


    　若じやつ干かんの困惑と共に、道隆は諭さとす。


    　自分では慣れたつもりになっていたが、どうやらまだ『破滅的な美女クラツシユビユーテイ』を侮あなどっていたようだ。


    　思考回路が、何一つ読めない。


    「僕と真さな田だは……まあ縁あって最近は仲良くしていますが、そういう関係ではありませんよ」


    　半年ほど前に起こった忌いま忌ましい事件を思い返しながら、道隆は言った。


    「僕らの関係は、強しいて言えば……そうですね、『戦友』みたいなものです」


    「戦友」


    　ほぅと溜ため息をつき、勾玉は目を細める。


    「桜さくら井いくん。ひょっとしてそれは、『ドラスレ』的な関係というやつかい？」


    「はい？」


    　生まれて初めて聞く『関係』のかたちに、道隆はすぐさま返事ができなかった。


    「……『ドラスレ』というのは、あの、ＲＰＧの？」


    「その、ＲＰＧの、らしいね」


    　本当に──思考回路が、何一つ読めない。


    「まあ……王宮騎士と回復役魔物ホイミスライム的な関係、と言えば近いでしょうかね」


    「ふうん」


    　首の据わっていないような動きで、勾玉はぼんやりと頷うなずいた。


    「その一人と一匹のことは知らないけれど。まあ今度、愛する弟に訊きいておくよ」


    『破滅的な美女クラツシユビユーテイ』の弟さんも難儀なものだな、と道隆は思った。


    「で、勾玉先輩。急に僕と真田の間を勘ぐったりして、いったいどういうつもりですか？」


    「いやあ、ほら。もしも君らが異性交遊をしているのならば、私が君らの間に割って入るのはさすがにまずいかなと思ってね」


    　何もない宙に目をやりながら、勾玉は箸はしを持った右手の爪で頬ほおを掻かいた。


    「でも、戦友というのなら安心だ。むしろ『ドラスレ』的な関係なら、思わぬ僥ぎよう倖こうとも言える」


    「……何の話です？」


    　警戒しつつ、道隆は尋ねる。


    　黒髪の美少女の言葉は、一般的な常識と兼ね合わせて考えると、何かロマンスめいた方向に傾きそうな流れのように聞こえる。


    　しかし──道隆は知っている。


    　草くさ薙なぎ勾玉は──世間一般の常識など、第三宇宙速度で突破している人間であると。


    「なあ、桜さくら井いくん」


    　はたして、道みち隆たかの読みどおり。


    『破滅的な美女クラツシユビユーテイ』は、うっすらと微笑ほほえんで言った。


    



    「私と一緒に、異世界へ行ってみないかい？」


    



    「……勾こう玉ぎよく先輩」


    　道隆は眉み間けんを抓つまんで目を瞑ってみせる。


    「それは以前も言ってた、『異世界に行ける方法』の噂うわさとやらですか」


    　絶えず痙けい攣れん的で断片的だった勾玉の言葉が、やっと一つのかたちに繋つながった。


    「そりゃあ、行かないわけにはね」


    　勾玉は楽しそうに笑う。


    「こことは違う世界だよ。めくるめく異い形ぎようの世界。見ないわけにはいかないだろう。一緒に行こうじゃないか、桜井くん。なんだったら、戦友の彼女も連れてさ。きっと、わくわくするような異形の、名めい状じようしがたき冒険が待っているよ」


    「遠慮しておきます」


    　ジャガイモを頬ほお張ばって飲み込み、道隆は首を横に振った。


    「どうしてだい」


    「僕のセリフですよ。勾玉先輩、どうしてそんな世界に行きたいんですか」


    「決まってるだろう。この世界に飽きているからさ」


    　ゆらゆらと宙に視線を彷徨さまよわせながら、勾玉は言い切る。


    「ブードゥーの秘術をいくら唱えても、死者は生き返らない。地図に載っていない村なんて、探しようがない。夏休みを潰つぶして四国の山中を歩き回っても、くねくねは見つからない」


    　破滅の瞳ひとみで道隆を見ながら、勾玉は囁ささやく。


    「猿の脳みそは激ゲキ不味マズだ。『トミノの地獄』を何百回音読したところで死にはしない。即そく身しん仏ぶつなどただの木ミ乃イ伊ラだ。神や仏など八百万人どころか一人も居やあしないさ。日ポ本ン酒しゆと焼き味み噌そスルメを盗パクったのはツチノコなんかじゃなく、ただの酔っぱらいさ。すべて君の言うとおりだよ」


    『破滅的な美女クラツシユビユーテイ』は悲しそうに、破滅の言葉を紡つむぐ。


    「なんてつまらない世界だろう。すべてが科学的で、『正体不明オカルト』の不明な世界。こんなにも無ぶ粋すいな世界で生きていたって、愉たのしいことなんて何もない。桜井くん。『異世界に行ける方法』の噂に一いち縷るの望みを託すのも、これじゃあ仕方のないことだと思わないかい？」


    「……あまり、同意できる考え方ではありませんね」


    　道隆は正直に答えた。


    「僕は、この世界でもそこそこ楽しめる人間ですから」


    「そうかい」


    　勾こう玉ぎよくは寂しげに微笑ほほえんだ。


    「なら、仕方ないね。あの彼女も一緒かな？」


    「真さな田だも、勾玉先輩の境地には辿たどり着けないと思います」


    「そうかい」


    　勾玉は微笑んだままで頷うなずいた。


    「なら、仕方ない。私は一人で異世界に行ってみるとしよう」


    　それが道みち隆たかの、『破滅的な美女クラツシユビユーテイ』と交わした最後の会話だった。


    　──その、翌日。


    



    　草くさ薙なぎ勾玉は、失しつ踪そうした。
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    ●──草くさ薙なぎ慎しん一いち──


    



    「すみませんね、こんなものしかお出しできなくて」


    　そう言いながら、慎一の母は盆に載せたインスタント珈琲コーヒーを差し出す。


    「いえ、お母さん。そういうのはお構いなく」


    　鬼おに瓦がわらのような顔をした屈強な刑事は大おお仰ぎように手を振り、出された珈琲を断る。


    「まあ、せっかく忙しい中をお越し頂いたんですから」


    「はあ。では」


    　曖あい昧まいに頷うなずきながら、時とき田たと名乗った刑事はカップを受け取る。


    「お嬢さんも、どうぞ」


    「まぁどうも。頂きます」


    　時田と並んでやってきた、恩おん野のという女性の刑事もカップを受け取る。


    「いやもう、外は寒くて寒くて。ちょうど温かい飲み物が欲しかったんですよぉ」


    　刑事としてはいささか不安になる口調で言いながら、カップをありがたそうに口に運ぶ。


    「そうだ、お茶請けも出さなきゃ」


    　慎一の母親は思いついたように台所の奥に目をやる。


    「たしか、お饅まん頭じゆうとプリンがあったはずだわ。ええっと、刑事さんたちは和菓子と洋菓子、どちらがお好みかしら」


    「私は断然、洋菓子派ですねぇ」


    　恩野は、ぺろりと舌を出して唇くちびるの端を舐なめた。


    「和菓子はいけません。餡あんこはダサい。やはり菓子といえばクリームですよ」


    「恩野くん」


    　時田が、毛の硬そうな眉まゆをがちりと顰ひそめる。


    「仕事中だ。馬鹿な私語は慎め」


    「何を怒ってるんですか、先輩」


    　不ふ動どう明みよう王おうのような顔の先輩刑事を、恩野は流し目で見る。


    「せっかく一般市民さんがお菓子を出してくれるんですから、公務員としては受けなきゃ逆に失礼でしょうよ。あ、ひょっとして先輩、和菓子派なんですか？」


    「刑事デカの仕事は、市民さんから馳ち走になることじゃあない。あと、菓子の至高は粒あんだ」


    　本気か冗談かよくわからない声こわ色いろで、不動明王は答える。


    「あらあら、ではお饅頭もプリンも両方お持ちしましょうね」


    　慎一の母親が、これもまた能天気な提案をしている。


    　──何これ。


    　母親と二人の刑事の呆とぼけた会話を横で聞きながら、慎一はずっと呆あきれていた。


    「あのね、お母さん。警察に気遣いなんてしなくていいんですよ」


    　カップの端に少しだけ口を付けた後で、時とき田たは首を振る。


    「大事なのは我々の咽喉のどの潤いではなく、お嬢さんの行方ゆくえです。違いますか？」


    「はあ。ええ、それはまあもちろん」


    　慎しん一いちの母はぼんやりと頷うなずいた。


    「……あのね、お母さん。少し失礼なことを言いますが、危機感が足りないのでは？」


    　時田の語気が微かすかに荒くなる。


    「お嬢さんが急に姿を消してしまったというのに、どうしてそんなに冷静なんですか？　だいたい、通報が遅すぎます」


    　ただでさえいかつい視線が、咎とがめるような光を帯びた。


    　慎一の両親が警察に電話をかけたのは、姉が姿を消して五日後のことだった。


    「女子高生の娘さんですよ。世間体が気になるのもわかりますがね、一晩……せめて二日間も帰ってこなかった時点で通報すべきでしょう」


    　もっともな意見だ、と慎一は思った。


    　一般人として、至し極ごくまともな思考回路だ。


    「それはまあ、他のご家庭ならば、そうなんでしょうけれど」


    　慎一の母は申し訳なさそうに頷く。


    「でも、あの子だから。勾こう玉ぎよくのことだから、まあ二、三日くらいはと」


    　もっともな意見だ、と慎一は思った。


    　──草くさ薙なぎ勾玉の家族として、至極まともな思考回路だ。


    「これが、もし帰らなかったのが姉じゃなくて弟のほうだったなら、もちろん私も一晩で通報したんですけれどねえ」


    「え？」


    「はぁ？」


    　母が続けると、時田と恩おん野のの二人は揃そろって慎一の顔を見た。


    　──母ちゃん。それは、言い方が紛まぎらわしすぎるよ。


    「……あ、あのぅ。そういう意味じゃ、ないですよ」


    　二人の刑事の顔に浮かんだ微妙な表情に、その心中を察して慎一は口を開く。


    「別に、姉ちゃんが素そ行こうの悪い遊び人だとか、僕と姉ちゃんの血が繋つながってなくて家庭関係がギクシャクしてるとか、そういうんじゃないですからね」


    　慎一の言葉に、二人の刑事は顔を見合わせた。


    「……きみ、なかなか頭がいいと見たよ」


    　すぐさま慎一の顔に視線を戻した恩野が、目を細めて微笑ほほえむ。


    「先輩。彼にも話を伺うかがったほうがよろしいかと思いますねぇ」


    「君に言われなくとも、俺だってさっきからそう思ってたところだ」


    　鬱うつ陶とうしそうに言いながら、時とき田たも慎しん一いちに目を向けてくる。


    「ええと、いなくなった勾こう玉ぎよくさんの弟の、慎一くんだね？」


    　ちらりと手帳を見て情報を確認しながら、いかつい強こわ面もてで尋ねられる。


    「は、はい」


    　刑事というよりは任にん侠きように近い迫力に、慎一は怯ひるみながらも頷うなずいた。


    「じゃあ慎一くん、姿を消したお姉さんについて詳しく教えてくれ。お姉さんに最近、何か変わった様子はなかったかい？」


    「最近の姉ちゃんに……変わった様子、ですか」


    　時田の質問に、慎一は少し悩む。


    「最近も、いつもどおり変わってたから……特に変わった様子はなかった、ってことかな」


    「うん？」


    　玉虫色の返答に、時田は首を傾かしげる。


    「禅ぜん問答かな？」


    　恩おん野のも同じように首を傾げ、艶つややかな黒のショートヘアをさらりと揺らす。


    「姉ちゃん、昔から変わり者なんですよ」


    　二人の刑事に、慎一は草くさ薙なぎ勾玉という人間のことを説明した。


    　猿の脳みそを通販で手に入れた話。


    　音読したら死ぬ詩を何十回も耳元で音読された話。


    　地図にない村を探して山中を歩き回った話。


    　夏休みの半分を潰つぶして四国へ魔物探しの旅に出かけた話。


    『正体不明オカルト』のためなら、どこに行くのも何をするのも躊躇ためらわなかった姉の話。


    「……ロックなお姉さんなんだねぇ」


    　慎一の姉の、数々の破滅クラツシユエピソードを聞き終えると、恩野はしみじみと呟つぶやいた。


    「最近の女子高生ってのは、凄すごいものなんだな」


    　不ふ動どう明みよう王おうのような時田の顔にも、さすがに呆あきれが浮かんでいる。


    「あの、刑事さん。違いますよ。あくまでもうちの姉ちゃんだけの話です」


    　時田の脳に誤った認識が刷り込まれるのを恐れ、慎一は慌あわてて訂正した。


    　世間の女子高生が皆あんなのになったら、もう日本は終わりだ。


    「でも、そんなにロックなお姉さんなら、今までと同じように勝手な一人旅でもしてるんじゃないかな？　案外ひょっこり帰ってくるかもよ」


    「そう……だといいんですけど」


    　慎一の声が自然と小さくなる。


    「姉ちゃん、さっきも言ったように変な放ほう浪ろう癖へきはあったんですけど、家族に何も言わずに家を出たことは一度もなかったんです」


    　次の休みは新潟のどこそこという森に、チュパカブラを探しに行くだとか。


    　伝説のイタコに会いに行くだとか。


    　今から何日か空けるが、月曜日までには戻ってくるだとか。


    　行き先や目的はいつも奇き天て烈れつだったが、それでも姉は放浪の前に、必ず慎しん一いちや両親には一声くらい掛けていくはずなのだ。


    　しかし──今回は、無断での出しゆつ立たつ。


    　それが、慎一には少しだけ不安だ。


    「……なるほどねぇ」


    　慎一の説明を聞き終えた恩おん野のは、宙を見ながらぺろりと唇くちびるの端を舐なめた。癖くせらしい。


    「普段は一応の断りだけは入れてたお姉さんだけど、今回は何も言わずに五日間も帰ってきていない、と。それは確かに不ふ穏おんだわ。あまり迂う闊かつなことを言いたくはないけど、本人の意思による家出ではない可能性も充分にあるね。何かの事件に巻き込まれてしまった、とか。……先輩、どうやら慎重な捜査が必要な案件のようですね」


    「うむ。そうだな恩野くん」


    　時とき田たは、さも大おお仰ぎように頷うなずいてみせた。


    「まさに、俺もそう感じたところだったよ」


    　さっきから思っていたが、このコンビはどうやら見た目と中身の上下関係が逆らしい。


    「さて、慎一くん」


    　恩野は、猫の瞳ひとみで慎一の顔を見つめてきた。


    「もしも、お姉さんが自発的な家出だったとした場合、行き先に心当たりはない？　クラスで特に仲のいい友達とか」


    「……ありません」


    　しばらく逡しゆん巡じゆんし、慎一は答えた。


    　自分の知る限り、姉に『友達』と呼べるような知人はいない。草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよくはいつでも独りで、この世界を海月くらげのように揺蕩たゆたっていた。


    「なら、彼氏とか」


    「いません」


    　今度の質問には、慎一は即答できた。


    　姉に彼氏はいない。外見だけで一ひと目め惚ぼれする男たちは多いが、その全員が、『破滅的な美女クラツシユビユーテイ』と一度でも言葉を交わした瞬間に夢を打ち砕かれると決まっていた。


    　唯ゆい一いつ、『お気に入りの後輩』と呼んでいる男子生徒はいたが、姉曰いわく『そういう関係』ではないらしいし、慎一はその顔も名前も知らなかった。


    「そう」


    　恩おん野のはゆっくりと頷うなずく。


    「じゃあ、知人のところに限らず考えて。どこか、君のロックなお姉さんが行きそうな場所に心当たりはないかな？」


    　姉の行きそうな場所。


    　あの生きつ粋すいのオカルトマニアが今もっとも訪れていそうな場所。


    「……あ……」


    　慎しん一いちの頭に、一つの言葉が浮かんだ。


    　──なんでも、『異世界に行ける方法』とやらの噂うわさが存在するらしいのだね。


    　つい最近、姉が夢見るような目つきで言った言葉。


    　──確証が得られたら、ぜひ行ってみようと思っているよ。


    「……どうしたの？」


    　恩野の瞳ひとみが煌きらめいた。


    　慎一の表情に変化があったことに気づいたようだった。


    「……あの、刑事さん」


    　馬鹿馬鹿しい。


    　思い浮かんだ言葉を口に出すのを、慎一は躊躇ためらった。


    　そんなわけがない。


    　そんな『正体不明オカルト』など、荒こう唐とう無む稽けいな幻想だ。


    　実在するわけがない。


    　──でも、あの姉なら。


    　草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよくなら、そんな馬鹿馬鹿しいところにも率先して足を運ぶのではないか。


    「一つだけ、心当たりがあります。姉さんの行きそうな場所。最近、姉さんが行きたがってた場所。……笑わないで、聞いてもらえますか」


    「ええ。もちろん」


    　ぺろりと舌を出し、恩野は唇くちびるの端を舐なめた。


    「捜査の助けになることなら何でも聞くよ」


    　なんだかその瞳は、警察官のものとは思えなかった。


    　まるで──本当に、獲え物ものを見つけた猫のような。


    　捜査のためなどではなく、ただ自身の感情にのみ則のつとっているような。


    「どこなの？　君のお姉さんが行きたがってたところって」


    　剥むき出しの好奇に満ちた目で、恩野は慎一を見ていた。


    　──この人は、なんだか怪しい。


    　慎一は本能的に感じたが、同時にもう一つのことも予感した。


    　──この人なら、きっと笑い飛ばしたりはしない。


    「……『異世界』、です」


    　だから、慎しん一いちは言った。


    「……異世界？」


    　一瞬、ぽかんとした顔をして。


    「……慎一くん……」


    　すぐに、猫の瞳ひとみをきゅうと細めて。


    「君のお姉さん、本当にロックだねぇ」


    　恩おん野のは微笑ほほえんだ。

  


  
    ●──時とき田た英ひで臣おみ──


    



    「なあ、恩野くん」


    　韻いん雅が町まち警察西署への帰り道。


    「君さあ、いったい何を考えてるんだ」


    　パトカーのハンドルを捌さばきながら、時田は助手席の恩野美み奈なに文句を垂れていた。


    「なんだよ、異世界って」


    　一人の女子高生が行方ゆくえ不明になったとの通報を受けて事情を聞きに行ったまではいいものの、その女子高生の弟が『姉ちゃんは異世界に行ったのかもしれない』などと馬鹿げたことを言い始め、あろうことかこの後輩はその意見に食い付いたのだ。


    「君さあ、刑事ドラマだけじゃ飽き足らず、一昔前のアニメの観すぎか。『魔人英雄伝』か」


    「そこで咄とつ嗟さにそんな単語が出てくるあたり、先輩もなかなかディープですねぇ」


    　隣に座る恩野は、どこ吹く風といった顔で返事をしてくる。


    「馬鹿馬鹿しい。たしかに昔は俺も親父がコレクションしてたＤＶＤを観てたが、あんなのを真に受けるのは小学生までだろう」


    　確か、平凡な小学生がひょんなことから別の世界に召しよう喚かんされて、何やかやで悪と戦う、というようなファンタジーアニメだったはずだ。


    「ありゃ。先輩、知らないんですか？　中高生向けの漫画やアニメや小説で、最近また流は行やり出してるんですよ、そういう設定のが」


    「そうなのか」


    　ファッションや食い物の流行は十数年ごとにサイクルすると聞くが、フィクションの題材も然しかりというわけだろうか。


    「でもアレの本放送、たしか三十年近く前だぞ」


    「まあ、子供が生まれてから、成人するまでが二十年ですからね。確固とした精神的自立には更にプラス十年弱と考えたら、漫画やアニメなんかの未成年向けコンテンツは、ちょうどそれくらいで流行が循環するんじゃないですか」


    「ふうん」


    　あながち大きくは間違ってもいなさそうな考察に、時とき田たは渋い顔をして唸うなる。


    「じゃあ君も今の、そういうリバイバルブームにハマってたりするわけ？」


    「いえ、私は異世界モノはあまり。もともと昔も、『魔人英雄伝』より『魔導王』派でしたから」


    　それは異世界冒険譚たんではなく、月世界を舞台にしたロボットアニメだったはずだ。


    「さっきの和菓子洋菓子のときもそうだったが、君とはとことん趣味が合わないな」


    「光栄ですねぇ」


    　どこまでも失礼な部下は、おどけた調子で肩を竦すくめた。


    「というかね、昨今アニメの流行サイクル談義なんてどうでもいいんだよ」


    　赤信号にかかってブレーキを踏みながら、時田は渋い顔のまま続ける。


    「まさか君、あの子の言った話を真に受けているんじゃないだろうな」


    　どこかの町にある、『こことは別の世界』へ行けるという謎の場所。


    　その秘密の場所を訪れた者は、見たことのない『異世界』へ行ける。


    　きっと姉はそこに行ってしまったのだと、中学二年生の草くさ薙なぎ慎しん一いちは語った。


    「真に受けちゃダメですか？」


    「当たり前だろう。君がどれだけアニメにハマっても文句を言うつもりはないが、現実世界とフィクションの区別が付かないってのはマズいぞ」


    「私だって、現時点での日本に簡易転送テレポートドアが実在するだなんて思っちゃあいませんよ」


    　通りに建っている和菓子屋のウインドウを眺めながら、恩おん野のはのほほんと答える。


    「あいつの誕生日には、まだ百年近く時間がありますからね。あー、どら焼き美お味いしそう」


    「アニメの話はもういいと言ってるだろ。あと君、さっき餡あんこはダサいって……」


    「先輩。異世界やら、そんな荒こう唐とう無む稽けいなスポットが実在するか否いなかは、関係ないんですよ」


    　時田の言葉を無慈悲に切り捨て、恩野は唇くちびるの端を舐なめた。


    「重要なのは、行方ゆくえ不明になった女子高生……草薙勾こう玉ぎよくが、その存在を信じていたかどうか。この一点だけです」


    「……まあ、そうか」


    　言い返せず、時とき田たは押し黙る。


    　信号が青になったので、再びアクセルを踏み直す。


    「草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよくが、あの弟くんの言ったとおり、底抜けにロックな高校生だったとしたら。実際にその阿あ呆ほうな異世界への扉とびらを探して出しゆつ奔ぽんしちゃった可能性も十分にあるんですよ」


    　後方に去りゆく和菓子屋の看板を名な残ごり惜しそうに見つめながら、恩おん野のは続ける。


    「とりあえず、さっき家族から得られた情報の中で多少でも実になりそうなのは、その話だけですからね。ひとまずは調べてみる必要があるでしょう」


    「君の言うことは正論だし、調べる必要があるってのも理解はできるけどな」


    　ハンドルを切って交差点を曲がりながら、時田は溜ため息をついた。


    「どうやって調べればいいんだ、その『異世界に行ける方法』だなんて荒こう唐とう無む稽けいなもの」


    「そうですね。ひとまずネットでも漁あさってみましょうか」


    「ネット？」


    「えぇ。今どきは、噂うわさといえばとりあえずネットです」


    「ネットの情報なんて信用できるのか？」


    「できるわけないでしょ。嘘うそとデマがこれでもかと跋ばつ扈こしてます」


    「ひどいな」


    「でも、少しは真実も含まれてますからねぇ。猫も杓しやく子しもネットで情報を得る時代ですよ。先輩、まさかネットとかパソコンとかは疎うとい人ですか？　ガラケーですか？」


    「ば、馬鹿にするな」


    　図星を突かれ、時田は狼ろう狽ばいする。


    　昔ながらの硬派な刑事デカに憧れて意図的に電子機器を遠ざけてきたので、正直ＩＴには疎い。


    「携帯はちゃんとドコモだよ。それに首相の、ええとアレだ。ツイッターだって、ブラウザにお気に入り登録してるんだぞ」


    「うひゃぁ」


    　恩野は目を丸くして助手席のウインドウ側に仰のけ反ぞった。


    「私が西署の署長にまで昇りつめたら、先輩に『逆ぎやくサイバー刑事デカ』ってアダ名を付けます」


    「う、うるっさいなぁ！」


    　時田は声を上うわ擦ずらせる。


    「君みたいなのが署長になれるわけないだろ。なれたとしても順序的に俺が先だ」


    「逆ぎやくサイバー署長ボスには誰も付いていきませんよ」


    「本当に口が減らないな君は……」


    　思わず舌打ちをする。


    　薄々わかってはいたが、どうやら自分はこの部下に口では勝てないようだ。


    「……まあ、そっち方面は君に任せるか」


    　ぶっきらぼうに呟つぶやく。


    「俺は精々サイバー不器用らしく、現場で動くことにするよ。とりあえず草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよくの通っている高校に行って、聞き込みでもするさ。君は暖房の効いた署で悠々とネットサーフィンでもしてるんだな。優雅に蜜み柑かんでも食べながら」


    「鬼おに瓦がわらみたいな顔して、なかなかねちっこい拗すね方ですねぇ」


    　恩おん野のは猫の目を細めて揶や揄ゆの視線を向けてくる。


    「さては先輩、彼女いないでしょう」


    「仕事が伴はん侶りよだ」


    「典型的な、負け組の心構えです」


    　恩野はけらけらと笑った。


    　──俺が署長になった暁あかつきには、コイツのアダ名を『チェシャ猫』とかにしてやる。


    　心の中で毒づきながら、時とき田たはアクセルを踏み込んだ。

  


  
    ●──桜さくら井い道みち隆たか──


    



    「桜井。ちょっといいかな」


    　下校の準備をしていた道隆は、鞄かばんを片手に振り返る。


    「なんですか、宮みや本もと先生」


    　担任の宮本司し郎ろうが立っていた。


    「お前に客が来てる」


    「客？　誰です」


    「警察の方だ」


    　道隆は眉まゆを顰ひそめた。


    「悪いことはしていませんよ」


    「悪いことをしている奴やつは、皆そう言う」


    



    　　　　　　　　　　▲


    



    　宮本に連れられて職員室に入り、更に奥の応接室まで通される。


    　通常であれば、生徒が入室できる部屋ではない。


    　道みち隆たかが入ったとき、部屋には既に先客がいた。


    「桜さくら井い道隆くんだね」


    　えらくガタイのいい、鬼おに瓦がわらのような顔をした男は、道隆を見下ろしながら言った。


    　小さく頷うなずき、道隆は認める。


    「あなたは？」


    「韻いん雅が町まち西署の、時とき田た英ひで臣おみという」


    　懐ふところから取り出した警察手帳を見せながら、強こわ面もての男は名乗る。


    　その声もえらくドスが利いていて、まるで警察というよりは任にん侠きようの類たぐいを思わせた。


    「刑事さんが、僕に何の用で？」


    「お前に訊ききたいことがあるそうだ」


    　屈強な刑事の代わりに、道隆と一緒に入室してきた宮みや本もとが答える。


    　──なるほど。


    　用件を察し、道隆は内心で溜ため息をつく。


    「草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよく先輩のことですか」


    「えっ」


    　道隆がその名前を出すと、時田は目を丸くした。


    「どうしてわかるんだ？」


    　あまり頭の良い刑事ではないのだな、と道隆は思った。


    「僕自身は、警察の世話になるような案件に手を染めてはいません。なら用件は、あの頓とん珍ちん漢かんな先輩についてぐらいでしょう」


    　ここ数日にわたって無断欠席していた草薙勾玉の捜索願いが出されたのは、つい今朝がたのことだった。


    『破滅的な美女クラツシユビユーテイ』の謎の失しつ踪そうは、今日の韻雅高校ではトップニュースになっている。


    「わかっているなら話は早い」


    　時田は大おお仰ぎように頷いた。


    「そのとおり、俺は失踪した草薙さんの行方ゆくえを追っているんだ。……彼女の同級生を何人か当たったんだが、どうやら彼女には友人と呼べる人間がほとんどいなかったらしいね」


    「ええ」


    　道隆は頷いた。


    「彼女は、それはもう孤こ高こうの人でしたからね」


    「で、同級生たちが彼女の友人として挙げた唯ゆい一いつの人間が、君だ」


    「……それは知りませんでした。光栄ですね」


    　道隆は肩を竦すくめる。


    「なんでも、彼女の偏へん屈くつさに付き合えるような人間は、学校内で君だけだったとか」


    「……光栄ですね」


    　なかなか無神経な刑事だ、と道みち隆たかは思った。


    「そこで、草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよくさんの唯ゆい一いつの友人であるらしい君に訊ききたいんだが」


    　時とき田たは、いかつい顔で尋ねてくる。


    「彼女の失しつ踪そうについて、心当たりはないかな？　最近、特に何かを思い詰めていたとか」


    「ありませんね」


    　道隆は即答した。


    「あの人は……勾玉先輩は、向かう方角こそ秒刻みで出で鱈たら目めですが、いつもどこかに向けて、ぶっちぎっていました。立ち止まって何かに悩むような人間ではありません」


    「……ううん。やっぱりそうかい」


    　時田は溜ため息をついて頷うなずいた。道隆の返答は、予期していた範囲のものだったらしい。


    「同級生の誰に訊いても、同じようなことを言うんだよなあ。……じゃあたとえば、学内の誰かとトラブルになっていたとかは？」


    「ありません」


    　道隆は再び即答する。


    「さっきも言いましたが、勾玉先輩は本当に、清すが々すがしいくらい孤こ高こうの人です。他人との闘ト争ラ状ブ態ルというものは、両者が同じ地平に立っている条件下でしか存在し得ません。あの孤高の人が誰かと同じ土俵に立って争うなんてことは、恐らく死ぬまで存在しないと思います」


    「……そうかい」


    　時田は同じように頷いたが、その強こわ面もてには少し不快げなものが宿っていた。


    「どうしました？」


    　道隆は尋ねる。


    「何か気に障さわりましたか？」


    「いや……なんだか君の喋しやべり方、やけに回りくどいなと思って」


    「いけませんか、回りくどいと」


    「いけないとは言わないけどな」


    　時田はしかめっ面つらで不快感を露あらわにする。


    「俺の大嫌いな男が、ちょうどそんな感じの喋り方をするもんだから、つい」


    「はあ」


    　道隆は何も考えずに頷く。知ったことではない。


    「……そうだなあ。思えば、あの事件のときも」


    　そこで時田の視線が、ふと横に逸それた。


    「亜季ちゃんの事件のときも。あの男が町に住まわせていた、あの戸籍のない女の子も」


    　道隆の表情が強こわ張ばったが、それには気づかず、時田は続ける。


    「……今回の草くさ薙なぎさんと同じように、急に町から消えちゃったんだよなあ……」


    　様々な感情が綯ない交ぜになったような顔で独り言を呟つぶやく刑事の顔を、道みち隆たかは凝ぎよう視しする。


    「……ああ、悪い悪い」


    　見ていた夢から現実に帰ってきたように、時とき田たは道隆に視線を戻した。


    「刑事さん。今、何を言いました？」


    「いや、ただの独り言だよ」


    　鬼おに瓦がわらの顔に苦笑が浮かぶ。


    「君とは無関係のことだ。気にしないでくれ」


    「寺てら沢さわ亜あ季きを知っているんですか？」


    　道隆が尋ねると、すぐさまその顔から苦笑が消えた。


    「あの事件の捜査に関わっていたんですか？」


    「……君は……」


    　そこで時田も、初めて気づいたらしかった。


    「この高校の、二年生……。そうか。桜さくら井いくん。君、亜季ちゃんの同級生か」


    「物心ついた頃からの腐れ縁でしたよ」


    「……そうか」


    　無神経だった刑事の顔に、初めて友好的な表情が浮かんだ。


    「俺はあの子の父親の……寺沢警部の部下でね。あの親子には結構よくしてもらってたよ」


    「……そうですか」


    「思わぬ縁もあるもんだ」


    　時田はしみじみと頷うなずく。


    「……ああ、ちょっと話が逸それたね」


    　自分の職務を思い出したように、時田は言った。


    「いま大事なのは、失しつ踪そうした草薙勾こう玉ぎよくさんの話だった」


    　道隆との会話中、ずっとペンを走らせていた手帳に目を落とす。


    「……それじゃ、桜井くん。彼女の唯ゆい一いつの友人と思おぼしき君にも、彼女の行方ゆくえや失踪の原因は思い当たらないと。そういうことでいいんだな？」


    「ええ」


    「わかった、ありがとう。時間を取らせてしまって悪かったな」


    　道隆が頷くと、時田はペンと手帳を懐ふところに仕舞う。


    　恐らくその手帳には、有益なことなど何も書かれてはいないのだろう。


    「今日のところは、もう帰宅してもらって構わない。ただ、もしもこの先、草薙さんの失踪に関わる情報を思い出したら、いつでも西署に電話を……」


    「時田刑事」


    「んっ？」


    　道みち隆たかが初めて名前を呼ぶと、時とき田たは目を瞬しばたたいた。


    　顔はいかついが、瞳ひとみだけ見るとつぶらだな、と道隆は思った。


    「今日の同級生への聞き込みでおおよそは察したと思いますが。あの先輩は……草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよくは、とても一般的な女子高生と呼べる人間ではありません」


    「あ、ああ。どうやら、そうらしいね」


    「彼女の失しつ踪そうだなんて、恐らく一ひと筋すじ縄なわでいくような事件ではないでしょう」


    　時田は怪け訝げんな表情を浮かべた。


    　道隆の思惑が読めないのだろう。


    「時田刑事。もしご迷惑でなければ、なんですがね」


    　困惑する不ふ動どう明みよう王おうの顔を見つめながら、道隆は言った。


    「僕も、先輩の失踪事件の捜査に協力させてはもらえませんか？」


    「なんだって？」


    　時田は目を丸くする。


    「君、学生だろう。何を考えてるんだ。まさか君もアニメの観すぎか？　祖父が名探偵か？」


    「世代ではありません」


    　道隆は首を横に振る。


    「じゃあ、なんで」


    「なんだかとても、刑事さんに協力してみたくなったんですよ」


    「どうしたんだ、急に」


    「僕と刑事さんの間に、思わぬ共通項を見つけたもので。とても親近感が湧わきました」


    「共通項？」


    「ええ。刑事さん、さっき、回りくどい喋しやべり方をする大嫌いな男がいるって言ったでしょう？」


    　桜さくら井い道隆は、不敵な笑みを浮かべて言った。


    「僕も、その男が世界で一番嫌いなんです」

  


  
    ●──仙せん羽ば蘭らん──


    



    　デスクにスペードのエースを置いてロイヤルストレートフラッシュを完成させると同時に、カウンター脇に設置されている固定電話が外線着信を鳴らし始めた。


    　トランプゲーム『ポーカーソリティア』を中断した仙羽は、素早く受話器を取り上げる。


    「はい。韻いん雅が町まち中央学術研究所でございます」


    『あ、仙羽さん？　こんにちは』


    　受話器の向こうから、明るい声が響いてきた。


    「寺てら沢さわ真ま季き様。お久しぶりでございます」


    『……すごいね、今の一声だけでわかるんだ』


    　一拍の間を置いた後、感嘆したような声が返ってくる。


    『最後に話したの、二年前くらいだよね？』


    「はい」


    『……相変わらずだね、仙羽さんは』


    　電話の向こうで、少女は軽やかな笑い声を立てた。


    　寺沢真季。中学二年生。仙羽の主あるじの、『お気に入り』の一人。


    　高校生の姉がいたが、半年前に命を落としている。その事件に、仙羽と主も無関係ではない。


    「真季様も、一声でワタシと認識したようですが」


    『あたしは、そこの電話に出るのは仙羽さんしかいないって知ってるから』


    　寺沢真季は陽気に続ける。


    『でも、ほんとに久しぶりだね。元気？　今なにやってるの？』


    「ポーカーソリティアを」


    　唯ゆい一いつの趣味であるカードの束をデスクに置きながら、仙羽は短く答える。


    『あー、そうだった。仙羽さんて、なんか意味わかんないくらいトランプ強いんだったよね』


    「はい」


    『……ええと。〝教授〟も元気？』


    「はい。真季様、教授に御用でございますか？」


    『うん。電話つないでもらっていい？』


    「畏かしこまりました」


    　言われたとおり主の部屋へと通話を転送し、仙羽は受話器を置く。


    



    　数分後。カードを揃そろえ直し『スパイダー』のプレイを始めかけていた仙羽の手元で、再び内線電話が鳴った。仙羽に内線を掛けてくる人間は、この世にたった一人しかいない。


    「はい」


    『部屋へ』


    　普段どおり一切の無駄を排除した、主あるじからの喚よび出しだった。


    「畏かしこまりました」


    　普段どおりの返事と共に受話器を置き、仙せん羽ばはデスクから立ち上がる。
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    「寺てら沢さわ真ま季きくんに、相談したいことがあると言われた」


    　私室を訪れた仙羽へ、ソファに腰かけていた主──杜もり秋あき慈じ瑛えいは愉たのしそうに告げた。


    「相談、でございますか」


    　後ろ手にドアを閉めながら、仙羽は反復する。


    「なんでも、彼女の同級生の肉親が謎なぞの失しつ踪そうを遂げたそうだ」


    「……知人の失踪、でございますか。どうしてそんなことの相談を教授に？」


    「いなくなった人間というのが、世から逸いつ脱だつした変わり者らしい。同じような変わり者である私に事件への見解を訊ききたいと、堂々と宣のたまったよ。姉に似ておもしろい子だ」


    　きりきりと頬ほおを歪ゆがめ、心からの笑みを浮かべながら杜秋は続ける。


    「おもしろいといえば。先日ここを訪ねてきた、あの愛らしい刑事さんの正体は掴つかめたか？」


    「いいえ」


    　主に面と向かって楯たて突いてきた女性刑事の顔を思い浮かべながら、仙羽は首を振った。


    「決定的な情報は得られておりません。ですが、彼女の言っていた『組織』とやらの候補は、いくつかまでは絞り込めております。おそらく海外発祥の非合法組織の類たぐいかと」


    「そうか。まったく、愉しいなあ仙羽よ」


    　仙羽の返事に、杜秋は満足げに顎あご鬚ひげを撫なでた。


    「突然乗り込んできた秘密結社の手先。そして謎の失踪事件」


    　蛇へびの瞳ひとみが、窓の外の冬空に向けられる。


    「半年前の『華はな志し摩ま玲れい子こ』くん。一年前の『下水道の大鰐わに』。二年前の『人造ＵＦＯ』。そして三年前の『怪人赤マント』と『無人違法建築ビル』。この町は本当に、私を愉しませてくれる」


    「はい」


    　主の口から語られる事件の数々を思い返しながら、仙羽は答えた。


    　すべて、暗黒街のブローカーである主が斡旋し、ときには自みずから手を下してきた仕事だ。


    　厳密には、三年前に手掛けた『無人違法建築ビル』の案件だけは、それほど大した日の目も見ずに終わってしまい、少しばかり主の興を削いでしまったのだが。


    「教授が楽しめれば、何よりです」


    　余計なことを口には出さず、仙羽は恭うやうやしく頭こうべを垂れた。

  


  
    ●──草くさ薙なぎ慎しん一いち──


    



    　幼稚園のときには、ツチノコ探索に毎日町を引きずり回された。


    　お気に入りだった熊の縫いぐるみの腹に、姉の綺き麗れいな黒髪をみっしりと詰め込まれた。


    　小学生のときには夜の学校に連れていかれ、屋上で一晩中も「ベントラーベントラー」と謎の呪文を一緒に唱えさせられた。


    　居間の姿見に向かって『君は誰だね』と復唱する様子を、何時間も見せられ続けた。


    　中学生になって携帯電話を持つと、『怪人アンサー』とやらの連絡先を登録された。


    　いやいやながらかけてみると、電話に出たのは姉だった。


    　自分は料理下べ手ただから代わりにやれと、猿の脳みそのソテー作りを強要された。


    　思えば慎一の人生は、姉の勾こう玉ぎよくに振り回されっぱなしだった。


    　いや。正確に言うと、今も現在進行形で振り回されている。


    　──自分に無断で、一週間も姿を消すだなんて。


    　どんだけ迷惑なんだよ、姉ちゃん。


    「慎一。飲まないの？」


    「えっ？」


    　隣から声をかけられ、慎一は我に返った。


    「ココア。冷めちゃうよ」


    　寺てら沢さわ真ま季きが、怪け訝げんな顔で自分を見つめている。


    「ああ。そ、そうだね」


    　頷うなずいて、目の前のテーブルに置かれていたカップを持ち上げる。


    　口に含むと、既にかなり冷めていた。


    「どう？　美お味いしい？」


    　隣から慎一の顔を覗のぞき込みながら、幼おさな馴な染じみが尋ねてくる。


    「この店、かなり評判なんだよ。料理はもちろん美味しいし、珈琲コーヒーもマスターが直接どっかの有名な農園から豆を仕入れてるんだってさ」


    「ふぅん」


    　店の中を見回しながら、慎一は再びココアを口に含む。


    　この『エントロピー』という変わった名前の喫茶店は、駅前の大通りから少し逸それたところにあった。


    「言われてみると、確かに美味しいかも」


    　丁てい重ちように嘘うそをつく。


    　本当は気もそぞろで、口に入っているものの味などほとんどわからない。


    　仕方がないだろう。健全な中学二年生男子にとって、同い年の女子と二人っきりで、しかもお洒しや落れな喫茶店で隣り合わせに座っているというのは、一切の予断を許さない緊急事態なのだ。


    「あたしのお姉ちゃんも、来たことがあるんだってさ。マスターが超かっこいいとか言ってた」


    「ああ、そう」


    　中身のない相あい槌づちを打ちながら、カウンターを見やる。


    　真っ白な髪と口くち髭ひげを丁てい寧ねいに整えた、黒ジャケットの老紳士がグラスを磨いていた。


    　あれがその、超かっこいいマスターとやらだろう。


    「……そろそろ、時間だね」


    　壁に掛かった時計を見ながら、真ま季きは呟つぶやいた。


    「まあ見ててよ慎しん一いち。あの人、分針が０になった瞬間に入ってくるから」


    　慎一に顔を向け、なぜか得意げに言う。


    「ねえ真季。今から来るのって、いったいどんな人なの？」


    　いま慎一が幼おさな馴な染じみと二人で洒落た喫茶店に座っているのは、残念ながらデートの類たぐいではない。


    　慎一の姉──草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよくの失しつ踪そうに関して、真季が『相談できそうな人の心当たりがある』と言ってきたのだ。


    　真季の言によると、その人物は大変に博識で、世の様々なものごとに詳しいのだという。


    「もうすぐわかるよ」


    　悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべ、真季は再び壁掛け時計を見る。


    「３、２、１。はい、三時ちょうど」


    　真季の言葉と同時に、『超かっこいいマスター』の銀縁眼鏡めがねが店の入り口に向く。


    　重厚な樫かしの扉とびらが、ゆっくりと開く。


    　ちりんちりんと、鈴の音が鳴った。
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    　扉から姿を現したのは、驚くほど背の高い、壮年の男だった。


    　細長い長身に、ゆったりとした白衣を纏まとっている。


    　男はすぐに慎一と真季の姿を視認したらしく、慎一たちの座っているテーブルに向けて迷いなく歩き始めた。


    「……あれ？」


    　男の背後に目をやり、慎一は小声で真季に尋ねる。


    「真季が呼んだのって、一人だけじゃないの？」


    　やってきた男の後ろには、もう一人の付き添いの姿があったのだ。


    　ぴっちりと紺色のスーツを着こなした、若い女性。


    「ああ。あっちの人は、まあ、助手的な人」


    　真ま季きはもごもごと答える。


    「ほとんど喋しやべらない人だけど、気にしないでね。別に機嫌が悪いわけじゃないから」


    　なんだか、真季自身も彼女の存在を忘れていたような、曖あい昧まいな口調だった。


    　白衣の男とスーツの女性という、ちぐはぐな見た目の二人組は、慎しん一いちたちのテーブルの前に立った。


    「久しぶりだね、寺てら沢さわくん」


    　真季に向けて、男がよく通る声で言った。


    「直接会うのは二年ぶりかな。随分と大きくなったものだ。見違えたよ」


    「教授は、ほとんど変わってませんね」


    「この年だ。君ら若者とは違うさ。二年そこらで見た目が変わるものかね」


    　真季に向けて薄く笑うと、男は隣の慎一に顔を向ける。


    「君が草くさ薙なぎ慎一くんだね。初めまして」


    「あ、はい。どうも」


    　慎一がぎくしゃくとした返事をすると、男は白衣のポケットから名刺入れを取り出した。


    「杜もり秋あき慈じ瑛えいと申します」


    「は、はい」


    　席から立ち上がった慎一は、差し出された名刺をたどたどしい動きで受け取る。


    　他人の名刺を受け取るという行為は、中学二年生男子にはまだハードルが高い。


    　白地に黒字だけという簡素な名刺には、『韻いん雅が町まち中央学術研究所　所長　杜秋慈瑛』と表記されていた。


    「ええと。学校の先生とか、お医者さんですか？」


    　その肩書と、さきほど真季に『教授』と呼ばれたことを併せて考え訊きいてみる。


    「初めて会う人には、だいたいそう受け止められるが」


    　杜秋は薄い笑顔のまま答えた。


    「ただの老いた好こう事ず家かだよ。老後の道楽で、つまらん研究所を経営しているだけだ。それほど大層な人間ではない」


    「そうなんですか」


    『好事家』という単語の意味がわからなかったので、慎一は曖昧に答える。


    「そして彼女は、私の助手のようなものを務めてくれている仙せん羽ばくん」


    「はい」


    　杜秋が続けて紹介すると、その横に寄り添っていたスーツの女性は一言だけ返事をして慎一に頭を下げた。


    「ええと。草薙慎一です」


    　慎しん一いちも慌あわてて慣れないお辞儀を返す。


    「初めまして」


    「はい」


    「…………」


    　その後に何か自己紹介が続くのだろうと思って数秒ほど待ったが、仙せん羽ばという女性の口から次の言葉が発されることはなかった。


    　メタルフレームの眼鏡めがねの奥から覗のぞく瞳ひとみは、微動だにせず慎一を凝ぎよう視ししている。


    「よ、よろしくお願いします」


    「はい」


    　三たび、まったく装飾のない返事が繰り返された。


    　社会人って皆みんなこういうものなのかな、と慎一は思った。


    「さて、それでは失礼」


    　杜もり秋あきは椅い子すを引き、慎一の向かいに腰かける。


    「失礼いたします」


    　初めて三文字以上の言葉を発した仙羽も同じく椅子を引き、真ま季きの向かいへと座った。


    「杜秋様、仙羽様。ご注文は」


    　不意に横から声をかけられ、慎一はぎょっとして振り返る。


    　トレイに水とお絞りを載せた老紳士──真季の姉が言うところの『超かっこいいマスター』が、いつのまにかテーブルの隣に立っていた。


    「ダージリンを」


    「教授と同じものを」


    「畏かしこまりました」


    　二人は淀よどみなく答え、マスターはテーブルに水とお絞りを置きながら頷うなずいた。


    「天あま草くささん、店の入りはどうかね」


    　立ち去ろうとした老紳士の後ろ姿に、杜秋が問いかける。


    　どうやらそれが、超かっこいいマスターの名前らしい。


    「最近この店、なかなか繁はん盛じようしていると聞いているよ。タウン誌にも紹介されたとか」


    「おかげ様で、最近はお若い方々にもお越し頂いております」


    　振り返った天草マスターは、人の良さそうな笑顔を見せた。


    「それはよかった。しかしあまり若者が増えるのも、こういう店にとって困るのではないかね？」


    「とんでもございません」


    　杜秋の言葉に、天草は首を振る。


    「若いというのは素晴らしいことです。それだけで価値がある」


    　銀縁眼鏡の奥から覗く優しげな瞳が、慎一と真季に向けられた。


    「若いお二人には、特別にデザートのサービスです。プリンでもお持ちしましょう」


    「えっ、ほんとですか？　やったぁ！」


    　隣の席で、真ま季きが満面の笑みを見せる。


    　──なるほど、これは超かっこいい、と慎しん一いちは思った。
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    「それでは、そろそろ話を伺うかがわせてもらおうか」


    　いったいどうしたんだろうこれは、と思うほど甘くて濃厚なプリンを慎一たちが食べ終えると、杜もり秋あきが口を開いた。


    「草くさ薙なぎくん。失しつ踪そうしているのは君のお姉さんということだったね？」


    　落ち窪くぼんだ瞳ひとみが、ゆっくりと慎一へと向けられる。


    　表情を引き締め、慎一は頷うなずいた。


    「詳しく聞かせてくれるかな？　テレビや新聞報道で、私も幾らかの事情は聞き知っているが」


    「……はい」


    　そして、慎一は語った。


    　ブードゥーの秘術の話。


    『倫敦の不死公ロード・イモータル』サン・ジェルマン伯はく爵しやくの正体。


    　津つ山やま三十人殺しの裏に隠された真実。


    　魔物『くねくね』を探し、夏休みの半分をかけて独り四国アルプスを徒歩で旅した話。


    　通販で取り寄せた、猿の脳みそを食べたときの懇こん切せつ丁てい寧ねいな感想。


    　決して口に出して読んではいけない呪われた詩『トミノの地獄』の、静かな独唱。


    　即そく身しん仏ぶつの話。五時間にわたる、一人の神と八百万やおよろずの神と一人の仏とすべての仏の話。


    　慎一は語り尽くした。


    　自分の姉の話を。


    　自分を今まで振り回し続けてきた草薙勾こう玉ぎよくの話を。


    　周りから畏おそれられ、世界から孤立していた『破滅的な美女クラツシユビユーテイ』の話を。


    「……なるほど」


    　慎一の長い話が終わると、杜秋は頷いた。


    「どうやら君のお姉さんは、なかなか愉たのしい人物のようだ」


    　その言葉を聞いて、慎一は意外に思う。


    　──たのしい？


    　姉の数々の凶行と狂行を聞いて、そんな感想を述べた人間は初めてだった。


    「とても興味が湧わいたよ」


    　白衣の男は、片かた頬ほほを歪ゆがめて笑った。


    　──あれ？


    　その顔を見て、慎しん一いちは不意に思った。


    　──どこかで、見たような。


    　痩やせこけた骸がい骨のような顔。蛇へびのように細い瞳どう孔こう。


    　なぜか急に、男の顔に既き視し感かんを覚えたのだ。


    「あのぅ、杜もり秋あき……教授」


    　真ま季きがそう呼んでいたのを思い出しながら口に出す。


    「いきなりですけど。ひょっとして教授、前にも僕と会ったことがありますか？」


    「君と？　以前にも？」


    　真顔になり、杜秋が尋ね返してくる。


    「君と話すのは今日が初めてだと思うが。急にどうしたのだね」


    「い、いえ……」


    　慎一はもごもごと口ごもる。


    「ご、ごめんなさい。人違いかな？　たぶん、気のせいだと思います」


    「そうかね。それなら別に構わないが」


    　一瞬だけ怪け訝げんな表情を浮かべた後、杜秋は続ける。


    「では、状況を整理しよう草くさ薙なぎくん。君のお姉さんは昔から、怪談やら未確認生物やら陰謀論やらというものに知的好奇心を強く刺激され行動する、いわゆる『正体不明愛好家オカルトマニア』だった」


    「……はい」


    「お姉さんには突発的に家を飛び出して放浪してしまうという悪あく癖へきはあったが、それでも家族に行き先や戻りの時間を告げていくことだけは最低限していた」


    「はい」


    「ところが今回は、家族に行き先や戻り時間も告げず姿を消した」


    「はい」


    「お姉さんに、失しつ踪そうするような理由は見当たらない」


    「はい」


    「十九世紀後半。ポルトガル沖でメアリー・セレスト号という船からすべての乗員が消えた」


    「はい？」


    　慎一は思わず素すっ頓とん狂きような声をあげてしまった。


    「なんですか？　十九世紀？　ポルトガル？」


    　いきなり、話がわけのわからない方向に飛ばされた。


    「君のお姉さんの好きな『正体不明オカルト』の中でも、『失踪』という括りジヤンルの中では有名な事件だよ」


    　杜秋は蛇の瞳ひとみを細める。


    「一八七二年のある日。ニューヨークからイタリアへと航行中だったメアリー・セレスト号という船が、無人の状態で海を彷徨さまよっているところを発見された。セレスト号には船長と、その家族を含めて十名の乗員がいたはずなのだが、救助に乗り込んだ航海士たちがどれほど捜しても、船内から人間は誰一人として発見されなかったのだ。……草くさ薙なぎくん、どう思うかね？」


    「え？　え？」


    　どう思う、と言われても。


    「船が故障か遭そう難なんでもして、みんなで逃げ出したとかじゃないんですか？」


    「メアリー・セレスト号の船体に、航行を困難にするような故障は見当たらなかった。そして船内には多くの食料と飲料が、向こう半年分近くも保管されていた。乗員たちが絶望して船を放棄しなければならない要素など、一つもなかったのだよ」


    　急に、話の内容が講義めいてきた。慎しん一いちは隣の真ま季きと顔を見合わせる。


    「ええと……集団自殺、とか」


    　真季が何やら物ぶつ騒そうな説を繰り出してきた。


    「ただ航行しているだけの船の中で？」


    　杜もり秋あきは愉快そうに真季の顔を見る。


    「寺てら沢さわくん。来客などあろうはずもない海の真ん中で、十人の人間がある日、なんの外的要因もなく同時に自殺を図ったりすると思うかね？」


    　うーん、と真季は首を捻ひねる。


    「でも、人間の考え方なんて、けっこう行き当たりばったりですよ。太陽が眩まぶしかったから、なんて理由だけで殺人を犯しちゃうような人もいますし」


    「その年齢としで『異邦人』を読破しているというのは大したものだが」


    　杜秋は肩を竦すくめた。


    「なんと船内の食卓の上には、食べかけの朝食が残されていた。航海士が乗り込んだ朝、食卓の上に置かれた珈琲コーヒーカップからはまだ温かい湯気が立ち上っていたという」


    「そんな馬鹿な」


    　慎一は思わず口を挟む。


    「じゃあその船に乗ってた人たちは、救助がくる数分前にいきなり消えちゃったってことじゃないですか」


    「そういうことになるね」


    　杜秋は頷うなずいた。


    「……それで。その事件、結局どうなったんですか？」


    「どうもなっていないよ。どうにもならないだろう。それで終わりさ。真実は藪やぶの中だ」


    　白衣の男は、慎一と真季を交互に見つめる。


    「もっとも、後の人間が考えた勝かつ手て出で鱈たら目めな解釈は山ほどある。曰いわく、急な地震で船が大揺れして乗員全員がパニックを起こし海に飛び込んだ。曰いわく、全員がデッキにいるところを局所的な竜巻に襲われて吹き飛ばされた。曰く、全員がデッキにいるところを巨大な大ダイ王オウ烏イ賊カに捕食された。曰く、宇宙人の手で上空のＵＦＯへと学術的捕獲キヤトルミユーテイレーシヨンされた」


    「えぇ～……」


    　慎しん一いちの咽喉のどから、力の抜けた溜ため息が漏もれた。


    　後半の説が投げやりすぎるということは、さすがに中学二年生男子でもわかる。


    　わからないのは、目の前の男がこんな話をする理由だ。


    「あの……もしかして、姉ちゃんも宇宙人に攫さらわれたとか、言いたいんですか？」


    「そういうわけではないさ」


    　慎一が少し不機嫌に尋ねると、杜もり秋あきは宥なだめるように微笑ほほえんだ。


    「だが、そういう可能性も絶対にないとは言い切れないのだよ。何しろ君のお姉さんは生きつ粋すいの『正体不明愛好家オカルトマニア』だったわけだ。もしＵＦＯが地上に向けて吸引光線トラクタービームを発していたら、率先して飛び込んでいくタイプの人間だと推測するが」


    「……確かに」


    　慎一は項うな垂だれた。


    　その点に関してだけは、一片の反論も許されない。


    　姉が自みずから嬉き々きとして捕獲されに行く光景が、手に取るように思い浮かぶ。


    「教授の言うとおりです。姉ちゃん、とにかく破滅願望の強い人ですから。猿の脳みそ食べるとか、読んだら死ぬ詩を何度も読むとか、見たら頭のおかしくなる怪物を探すとか、異世界に行きたいだとか、もう無茶苦茶ですよ」


    「……異世界に行きたい？」


    　慎一は何気なくぼやいたが、杜秋はその言葉の端を聞き咎とがめてきた。


    「草くさ薙なぎくん、それはどういう『正体不明オカルト』だね？」


    「え？　何がですか？」


    「異世界に行きたい、とやらだよ。君のお姉さんが猿えん脳のう食しよくによる換身に興味を持っていたのも、『トミノの地獄』を朗読していたのも、くねくねを探していたのもわかる。しかし最後のそれだけは、私も寡か聞ぶんにして聞かない」


    　──寡聞どころじゃないだろ。前の三つを知ってるのが凄すごいわ。


    　大人を相手に大声で突っ込むのは憚はばかられたので、慎一は内心で思うだけに留とどめた。


    「……『異世界に行ける方法』の噂うわさ、っていう都市伝説があるらしいんです」


    　先日、家に事情聴ちよう取しゆに来た警官二人組にもした話を、慎一は繰り返した。


    　どこかに、こことは違う異世界へ行ける場所が存在するらしいこと。


    　そこである一定の手順を踏んだときのみ、異世界への入り口が開かれるらしいこと。


    　姉が最近、その新しく仕入れた『正体不明オカルト』にえらく執しゆう心しんしていたこと。


    「……ここではない、異世界」


    　慎しん一いちの話を聞き終えた杜もり秋あきは、蛇へびの瞳ひとみを細めた。


    「なるほど。草くさ薙なぎくん、それは」


    　骸がい骨のように痩やせこけた頬ほおが、ゆっくりと歪ゆがんでゆく。


    「なかなかに、愉たのしそうな『正体不明オカルト』じゃあないか」


    　──あれ？


    　白衣の男の顔を見ながら、慎一は再び妙な既き視し感かんを覚えた。


    　その顔は、やっぱり以前、どこかで見たことがあるような。


    「なあ仙せん羽ばくん」


    　蛇の瞳がきろりと、隣に座っている美人助手の顔に向けられる。


    「とても愉しそうな噂うわさだと思わないかね」


    「とても楽しそうな噂だと思います」


    　それまで一言も発さず無表情で話を聞いていた仙羽は、杜秋の問いかけに即答した。


    「草薙くん」


    　蛇の目が、緩ゆるやかに慎一へと向けられる。


    「君のお姉さんという人物が、何となく判わかったよ」


    　その顔は。


    　やっぱり、どこかで見たような。


    「君のお姉さんは、退屈しているのだね」


    　杜秋慈じ瑛えいは頬を歪めて嗤わらった。


    「彼女は、ただひたすらに退屈しているのだろう。変わらない日常に。何も起こらない毎日に。どこにも『正体不明オカルト』の存在しない、このつまらない世界に」


    　──ああ。


    　男の顔にちらついていた既視感の正体に、やっと慎一は気づいた。


    「彼女はこの世界に飽いている。すべてが予想できてしまうこの世界に。だから、自分の予想できないものを追い求めている。自分に理解できない非日常を。愉しい『正体不明オカルト』を。彼女は自分が愉しむためならどこにでも行くし、猿の脳も食うし、何者でも受け入れる。愉しみのためならば他人のことなどどうでもいいし、どう思われても構わない。それどころか、自みずからの破滅さえも厭いとわない。彼女は究極的に世界から孤立した人間なのだろう」


    　表情は違う。


    　性別も違う。


    　年齢も顔の作りも、何もかもが違う。


    　でも。


    　──その瞳の奥にあるものが、まったく同じなのだ。


    「……杜もり秋あき、教授」


    　白衣の男の顔を真正面から見返しながら、慎しん一いちはおずおずと口を開く。


    「僕も、なんとなく、わかりました」


    「何がだね？」


    　蛇へびの瞳ひとみを細め、男は愉快げに尋ねてくる。


    「あなた、姉ちゃんと同じタイプの人間なんですね」


    「よく判わかったね」


    　歪いびつに嗤わらったまま、杜秋慈じ瑛えいは言った。

  


  
    ●──桜さくら井い道みち隆たか──


    



    「君の先輩、本当にまったく友達がいなかったんだな……」


    　公園のベンチに腰かけ、韻いん雅が町まち西署の刑事・時とき田たは溜ため息をついた。


    「勾こう玉ぎよく先輩は、本当に孤こ高こうの人でしたからね」


    　凍えそうな寒空の下で、隣に座る道隆は平淡な口調で答える。


    「この世界で、彼女の目には二つのものしか映っていませんでした。自分か、自分以外か」


    　しぶとく校内の聞き込み調査を続ける時田に同行してみた道隆だったが、結果的に得られたものは何もないと言えた。


    　──いつもわけわかんないことばっか言ってた。


    　──休み時間もずっと一人っきりで、変な装そう丁ていの本ばっか読んでた。


    　──部活には入ってなかった。学校が終わったら、寄り道もせずにすぐ家に帰ってたみたい。


    　──友達？　『破滅的な美女クラツシユビユーテイ』には一人もいなかったと思うよ。


    　──何も知らずに話しかけてすぐ撃沈する男子は、結構いたけどね。


    　誰に訊きいても、要領を得た答えは返ってこない。


    　誰も、草くさ薙なぎ勾玉について実のある情報を持ってはいなかったのだ。


    　調査などせずとも道隆には最初からわかっていることばかりだったが、時田はかなり意い気き消しよう沈ちんしている様子だった。


    「君だけは、少し気に入られていたと聞いたぞ」


    　うらめしそうに言いながら、自動販売機で買った飲料缶を道みち隆たかに手渡してくる。


    「まあ、僕はこれでも勾こう玉ぎよく先輩のことを二パーセントくらいは理解していたつもりですが」


    　受け取った温かい飲料缶で掌てのひらを温めながら、道隆は続ける。


    「でも、その程度ですよ。先輩という人間を完全に理解していた人間なんて、一人もいません。たぶん家族でさえ。……何ですか、これは」


    　缶のプルタブを引こうとして、初めて道隆はそのパッケージを見た。


    　──『老舗しにせ伝承の味、粒入りお汁しる粉こ』。


    「なるほど。僕への嫌がらせですか？」


    「何が？」


    　時とき田たはきょとんとした顔で道隆を見返してくる。


    「お汁粉って……」


    　言いながら、時田の右手を見る。


    　武芸を嗜たしなんでいると思おぼしき節くれだった指の間からは。


    　──道隆が持っているのと同じ『老舗伝承の味』のパッケージが覗のぞいていた。


    「正気ですか？　こういうときは缶かん珈コー琲ヒーと決まっているでしょう」


    「そんな法律はない」


    　偉そうに言いながら、時田はお汁粉のプルタブを開ける。


    「むしろ、刑事デカの調査には甘かん味みが必須だ。脳に多くの糖分を与えなきゃいけない。張り込みのお供は餡あんパンと牛乳だと相場で決まっている」


    　さっきから思っていたが、えらく前時代的な刑事だ。


    「脳に多くの糖分を与えた結果がそれというのも悲しい話ですね」


    「なにっ！」


    　道隆が思わず本音をぶつけてしまうと、ただでさえ鬼おに瓦がわらのようだった時田の形ぎよう相そうが鬼き神じんのごとく変貌した。


    「君、俺を馬鹿にしてるのか」


    　それくらいは理解できるらしい。


    「怒らないでください。冗談ですよ」


    　自分もお汁粉のプルタブに指をかけながら、道隆は宥なだめる。


    「……なんだか最近、人との出会い運が悪い」


    　鬼神のようだった顔を鬼瓦程度に弱め、時田は毒づいた。


    「最近できた部下は口が悪いし、捜している行方ゆくえ不明者はわけがわからないし、その知人は性格が悪い。どいつもこいつも俺を馬鹿にしてる……」


    　ぶちぶちと、独り言のような愚ぐ痴ちを呟つぶやく。ごつい見た目に反し、心は神経質ナーヴアスらしい。


    　あなたの頭が良くないのも一因ではないか、と道みち隆たかは思ったが、状況が好転するわけもないので口には出さない。


    「……む」


    　冬の公園で男二人寂しくお汁しる粉こを啜すすっていると、道隆の隣でスピーディな音楽が鳴り始めた。


    　一昔どころか五昔くらい前の、往年の刑事ドラマのＢＧＭだ。


    　正気か、と道隆は再び思った。


    「……おぅ、俺だ。どうした？」


    　胸から携帯電話を取り出した時とき田たは、いかにも芝しば居いがかった動きで通話に出る。


    　本当に、昔ながらの刑事像というものに根っから憧れているらしい。


    「なんだって？　後あと楽らく駅で……？　おぅ、そうか。わかった、いま行くッ！」


    　いかにも芝居がかった口調で言いながら、時田は荒々しく通話を切った。


    「部下からの連絡だ。駅前で連続轢ひき逃げ事件が発生して、署が緊急で駒こまを集めているらしい」


    　お汁粉を一息に飲み干し、ベンチから立ち上がった時田は缶を脇わきのゴミ箱に投げる。


    「すまないが、今日はここまでだ。……桜さくら井いくん、明日からの捜査にも付き合ってくれるか？」


    「もちろんお供しますよ、時田刑事」


    　同じようにお汁粉を飲み干し、道隆も携帯電話を取り出した。


    「失しつ踪そうした勾こう玉ぎよく先輩の行き先に関する情報となれば、黙ってはいられません」


    　互いの連絡先を交換しながら、本音の半分を口に出す。


    「いつでも連絡をください、時田刑事」


    「おぅよっ！」


    　気合いを入れて歩き始める時田の後ろ姿を、道隆は冷めた目で見送った。


    『あんたに任せておいても埒らちが明かなそうだから』という、もう半分の本音は口に出さない。

  


  
    ●──真さな田だ晴はる海み──


    



    　放課後の校庭のグラウンドには、今日も細ささめ雪ゆきがちらついている。


    　──去年の夏、長年にわたる憎しみの呪じゆ縛ばくからとうとう解き放たれたあの子は、今頃何をしているのだろう。


    　半年前に起こった、自分の人生観を変えた一つの事件に、真田晴海は思いを馳はせる。


    　──自分の一番の親友は、あの世でも相変わらず元気に笑っているだろうか。


    　──身体からだの弱い子だったから、次の墓参りでは使い捨てカイロでも差し入れてやろう。


    「本当に、太陽というやつは不便にできている」


    　とりとめもないことを考えつつ帰り支度をしていると、横から声を掛けられる。


    「夏は暑すぎる。冬は寒すぎる。作った奴やつは何を考えてたんだろうな」


    　あの事件以来、少し仲の良くなった隣のクラスの男子生徒が突っ立っていた。


    「業者を責めちゃいけないよ。太陽のおかげで命が生まれたんだから」


    　桜さくら井い道みち隆たかの言葉に応えながら、晴海は鞄かばんを提げて椅い子すから立ちあがる。


    「どうしたの？　今日はお墓参りの日じゃないでしょ？」


    　親友の墓参り以外に、道隆が放課後に晴海を訪ねてくる用件はあまりない。


    「ひょっとしてデートのお誘いとか？」


    「まさか。僕とお前はそういう関係じゃないだろう」


    　道隆はいつもどおりの不敵な笑みを浮かべる。


    「そうよね。じゃあ、あたしと桜井くんっていったいどういう関係なの？」


    「戦友かな」


    「……ああ、なるほどね」


    　晴海も曖あい昧まいに笑って頷うなずく。


    「なんとなく、わかるよ」


    　最近、この奇き矯きような友人の思考回路が少しずつ理解できるようになってきた。


    「で、今日は戦友のあたしに何の用なの？」


    「実は今、勾こう玉ぎよく先輩の失しつ踪そうについて、警察と一緒に調べているんだ」


    　不敵な笑みを崩さず、道隆は切り出した。


    「警察と一緒に？」


    　晴海は目を丸くする。


    「何言ってるの桜井くん。漫画の読みすぎ？　お祖じ父いちゃんが名探偵なの？」


    「残念ながら祖父は鰻うなぎ屋だ」


    　道隆は首を横に振る。


    「まあ、ことの経緯については割かつ愛あいするが。……真田。勾玉先輩の失踪について、お前の意見が訊ききたいんだ。お前も、あの人とはそこそこ会話を成立させられる人間だっただろう？」


    『破滅的な美女クラツシユビユーテイ』──草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよく。


    　あの尋じん常じようでなく風変わりな二年生女子の謎の失しつ踪そうは、学校内でも話題になっている。


    「あたしに意見なんて訊かれても」


    　晴はる海みは肩を竦すくめた。


    「あんな人の思考回路が、あたしにわかるわけないでしょ」


    「そうか」


    　道みち隆たかは残念そうに首を横に振った。


    「だいたい、彼女と一番会話ができてたのは桜さくら井いくんじゃないの？」


    「まさか。あの人の思考回路は、僕にだって二パーセントくらいしか理解できてなかったさ」


    　晴海が尋ね返すと、道隆は両腕を組んで教室の天井を仰あおぐ。


    「都市伝説の怪物を求めて独りで四国を旅したり、猿の脳みそを食ったりする人だぞ。誰にも理解できる人間じゃない。あまつさえ『異世界』に行きたいとか……」


    「異世界？」


    　道隆の言葉に、晴海は思わず口を挟んだ。


    「桜井くん。異世界って？」


    「先輩が最近よく口にしていた言葉だ。ここではない異世界に行ける方法の噂うわさ、だとか」


    　道隆は首を捻ひねる。


    「先輩の行き先に一番直結しそうな単語ではあるんだが、いかんせん抽象的すぎる」


    「……その噂、聞いたことあるかも」


    　晴海の言葉に、道隆は片かた眉まゆを吊つり上げる。


    「どこで」


    「ネットで」


    　スマートフォンを取り出した晴海は、ネットブラウザを開く。


    「乗ったら異世界に行けるっていう……たしかエレベータか何かだったかな？　最近、少し流は行やりだしてる都市伝説なんだけど」


    「……そうなのか？」


    「うん。あたしとしては、桜井くんが知らなかったことのほうが意外だわ」


    「僕は現代までの情報収集で手一杯だからな。最新の流行には疎うとい。……というか真さな田だ」


    　晴海の手元を覗のぞき込みながら、道隆は怪け訝げんな顔をした。


    「お前、どうしてそんなアプリを登録してるんだ。僕にはそちらのほうが意外なんだが」


    「え？　あ、あぁ……」


    　晴海は、堂々とスマートフォンを見せてしまったことを後悔する。


    　小さなディスプレイには、最近ダウンロードしたアプリ、『最新・世界の都市伝説情報！』のタイトルがおどろおどろしいフォントで表示されていた。


    「……お前、そういうのは嫌いなはずじゃなかったか？」


    　道みち隆たかの言葉どおり、去年の夏まで、晴はる海みはそういう怖いものが大嫌いだった。


    「いや、まあ、その……」


    　──半年前の事件のときに、とあるネットの都市伝説を調べて以来。


    　──なんだか、世の中の『正体不明オカルト』を調べずにはいられなくなっちゃって。


    　とても口には出せず、晴海はもごもごと口ごもった。

  


  
    ●──桜さくら井い道隆──


    



    「しかし、驚いたな」


    　韻いん雅が町まち西署の入り口で道隆を出迎えた時とき田たは、開口一番に言った。


    「まさか本当に、一般人の君から事件の手がかりを得られるなんて」


    「正確には僕の手柄ではありませんがね」


    　時田に連れられて署に入りながら、道隆は答える。


    「同級生の女子が、最新の都市伝説に傾倒しているという意外な一面を持っていまして」


    「……そりゃあまた、楽しそうな女子高生だな」


    「今度、会わせてあげますよ。なんだか刑事さんとならいい友達になりそうな気もします」


    　受付を横切り、二人して奥へと向かう。


    「ところで桜井くん、呼び出しておいてなんだが、本当に学校はよかったのか？」


    「構いませんよ。一日ぐらい休んだところで死にはしません」


    　学校には、風邪を引いたという名めい目もくを伝えてある。


    「それで時田刑事。有益そうな情報が得られたということですが、いったいどういう？」


    　のしのしと人を掻かき分けて進む巨漢に向けて、道隆は尋ねる。


    　真さな田だ晴海から聞いた『異世界に行ける方法』の噂うわさの情報を時田に連絡した、次の日。


    　君のおかげで新しい情報が得られたから一緒に見てほしいと、署に呼びだされたのだった。


    「それが実は、俺もまだその情報を直接知らされてはいないんだよな」


    　恥ずかしそうに言いながら、時とき田たは鬼おに瓦がわらのような顔を掻かいてみせる。


    「ネットでその新情報とやらを発見したのは、うちのチェシャ猫ってやつでね」


    「チェシャ猫？」


    「俺が勝手につけたアダ名だ。チェシャ猫刑事デカ」


    　正気か、と道みち隆たかは思った。


    「とにかく、今からそいつのところに案内するよ」


    　幾人もの警察官たちとすれ違うが、時田と並んで歩く道隆に注意を払う者はいない。


    　補ほ導どうされてきた不良高校生程度にしか思われていないのだろう。


    「……ここに来るのも、久しぶりだな」


    　エレベータに乗りながら道隆が独り言を呟つぶやくと、横を歩いている時田が目を向けてくる。


    「なんだ君、来たことがあるのか？」


    　──しまった、と道隆は舌打ちした。


    「言っておきますが、補導されてきたわけではありませんよ」


    　階層表示を見上げながら、何でもないことのように答える。


    「亜あ季きの親父さんに、何回か呼び出されたことがありましてね」


    　その言葉に、時田は虚きよを突かれたような顔をした。


    「君。亜季ちゃんだけじゃなく、寺てら沢さわ警部とも知り合いだったのか」


    「……そりゃあね」


    　もう二度と会えることのない幼おさな馴な染じみの笑顔を思い出し、道隆は少し表情を翳かげらせる。


    「しかし、何の用で署にまで？」


    「まあ、荷物運びとか、書類整理とか」


    　道隆は適当な嘘うそをついた。この刑事なら、いくらでも誤ご魔ま化かせるだろう。


    　本当は犯罪者の心理分析や、童どう謡よう見立て殺人の元ネタ暴きなどに駆り出されていたのだが、今そんな話をしても仕方がない。


    「なんてことのない、雑用ですよ」


    「……雑用で一般の高校生を署に呼びつけるなんて、警部は何を考えてたんだ……」


    　時田のいかつい顔が、気弱げに歪ゆがんだ。


    　自分の知らない上司の一面を見せられて動揺しているのだろう。


    「そんなの、俺に言ってくれればいつでも手伝ったのに。……おい桜さくら井いくん。でも俺は、この署内で君と会った記憶はないぞ」


    「僕が呼ばれるのは、だいたい皆さんが出払ってるようなときでしたから。親父さんも、雑用の手伝いに一般の学生を署に呼んでるなんて後ろめたかったのでしょう。恐らく時田さんと僕も何度か接近遭遇ニアミスはしてると思いますよ」


    「ふぅん」


    　自分でも言いながら苦しいとは思ったが、愚ぐ直ちよくな刑事は道みち隆たかの言葉に納得したようだった。


    



    　　　　　　　　　　▲


    



    　エレベータを降りた道隆と時とき田たは、『刑事課』とプレートの掲かかげられた部屋に入った。


    　そこら中に積まれた乱雑な資料を掻かき分けながら、時田はずんずんと廊下を進む。


    　道隆も黙って後を付いてゆく。


    　進んだ奥には、デスクに座ってパソコンを弄いじっている一つの後ろ姿があった。


    　艶つやのある黒髪のショートヘア。ほっそりとしたシルエットから、女性だとわかる。


    「おぅ、俺だ。いま戻ったぞ」


    　座っている女性の背に向けて、時田がやはり芝しば居いがかった声をかけた。


    　その言葉を受け、女性は黒髪を揺らしながら振り返る。


    　明るそうで健康的な顔立ちの、若い女性だった。年の頃は二十代だろう。


    　彼女が、時田のいうところの『チェシャ猫刑事デカ』とやらだろう。


    「お帰りなさい、逆ぎやくサイバー刑事デカ。存分に冬空へ吠ほえてきましたか？」


    　薄く開かれた女性の口から、道隆の予想を超えた冷徹な言葉が発せられた。


    「だから恩おん野のくん、上司を侮ぶ辱じよくするのはやめろ」


    　時田は苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔をした。


    「俺は時代遅れなんじゃない。古き良き刑事デカの矜きよう持じを、現代に取り戻そうとしてるんだ」


    「現代は現代で、新しい刑事デカの矜持もあると思いますよ」


    「そんなものは存在しない。今どきの刑事デカには美学がない。最近の連中はたるんでいる」


    「カッコイイですねぇ。まあ、実力のある刑事デカが言えばもっとカッコイイんですけど」


    「君とは一度、腹を割って話さないといけないようだな」


    　時田が憮ぶ然ぜんとそっぽを向くと、恩野と呼ばれた女性はけらけらと笑った。


    「……ところで時田先輩、そちらの方は？」


    　ひとしきり笑い終えると、恩野は時田の隣に立っている道隆の顔を見る。


    「彼は、失しつ踪そうした草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよくさんと同じ学校の生徒だ」


    　そっぽを向いたまま、時田は横目で道隆を見ながら答えた。


    「どうも。桜さくら井い道隆です」


    「巡査の恩野美み奈なです」


    　道隆が頭を下げると、恩野は胸のポケットから警察手帳を覗のぞかせる。


    「恥ずかしながら現在はまだ、階級的に時田巡査部長の部下にあたります」


    「おい恩おん野のくん！　何だその含みのある言い方は！」


    「先輩。どうして高校生なんて連れてきたんです？　ひょっとして重要参考人？」


    　時とき田たの言葉を無視し、恩野は興味深そうに道みち隆たかの顔を見つめてきた。


    「まさかねぇ。先輩の捜査で、参考人なんか引っ張ってこられるわけないものね」


    「恩野くん！」


    　時田の言葉を徹底的に無視し、恩野はじろじろと道隆を観察してくる。


    　目の奥に宿る好奇の光を隠そうともしない。


    　なるほど、まるで猫のようだ、と道隆は思った。


    「草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよくさんと最も親しかったらしい子だよ」


    　時田は苦々しげに唸うなっていたが、やがて諦あきらめたように肩を落とす。


    「君が発見した新情報とやらの手がかりをくれたのも彼だし、本人に捜査協力の意志があるというので連れてきた」


    「捜査協力の意志があるから、って……」


    　恩野は目を丸くして時田を見た。


    「時田巡査部長。そんな理由で、一般の高校生を署に連れてきたんですか？　正気ですか？」


    　この女性とは気が合うかもしれない、と道隆は思った。


    「う、うるっさいなぁ」


    　少し気け圧おされたように、時田は呻うめいた。


    　よく考えたら常識的な警察官の行動ではないと、自分でもようやく気づいたらしい。


    「いいんだよ。どうやら彼は、寺てら沢さわ警部とも顔見知りらしいからな」


    　明らかに今思いついたであろう、即興の言い訳を口にする。


    「寺沢警部って、先輩が崇すう拝はいしてる、あの？」


    「そうだ。警部に呼ばれて、この署に来たことも何度かあるようだ」


    「呼ばれて署に？　へぇぇ。いったいどんな用事で？」


    　恩野は時田ではなく、道隆に向かって尋ねてきた。


    「まあ、荷物運びとか書類整理とかで」


    「ふぅん？」


    　道隆の言葉に、恩野は小さく首を傾かしげる。


    「なんか怪しいなあ」


    　疑われて当然だ。そんな言い訳、そもそも頭から信じ込むほうがおかしい。


    「恩野くん。今そんなことはどうでもいいだろう」


    　苛いらついたように、時田が声を荒らげる。


    「署に一般人を連れ込むくらいなんだ。要は、捜査が少しでも進めばいいんだよ。そんなことより、早く君が見つけた情報とやらを見せてもらおうじゃないか」


    「清すが々すがしいほどに開き直りましたねぇ」


    　呆あきれた口調で言いながら、恩おん野のは自身の操作していたパソコンに目を戻した。


    「まあ、とりあえずコレを見てください。とあるマイナーな、都市伝説収集サイトです」


    　マウスを操作する恩野の両脇わきに立ち、道みち隆たかと時とき田たはディスプレイを覗のぞき込んだ。


    



    『Ｕｒｂａｎアーバン　Ｌｅｇｅｎｄレジエンド　～古今東西怪奇譚たん～』


    



    　そこは、日本中の怪談・都市伝説を収集しているサイトだった。


    　全国の投稿者から寄せられた様々な怪異が、ずらりと羅ら列れつされている。


    



    『ぼぎわん』


    『ＳＣＰファウンデーション』


    『赤い眼の女』


    『ダムダムゾンゲルゲ』


    『ぬわいえいるれいとほうてぃーぷ』


    『スレンダーマン』


    『闇と混こん沌とんの申し子にして恐怖の使者パイライフ』


    



    「……なんだよ、これは」


    　画面いっぱいに表示された文字列に、時田は眉まゆを顰ひそめる。


    「わけのわからん単語ばっかり。何かの暗号か？」


    　オカルトや都市伝説に精通している道隆にも、見たことのない名前が散見される。


    　ましてやその手のものに疎うとそうな時田には、すべてが意味不明な言葉の羅列だろう。


    「違いますよ。すべて、世界各地から集められた都市伝説。近代怪異です」


    　ちちち、と恩野が人差し指を振る。


    「近代怪異って、なんだ。妖怪みたいなものか？」


    「まあ、その解釈でも大きく間違ってはいません。ネットの噂うわさやらをもとにして最近生まれた、新あら手ての妖怪たちみたいなものですよ」


    　ほっそりとした人差し指が、すらすらとディスプレイを撫なでてゆく。


    「この怪異は、人の頭を齧かじってきます。この怪異は、自分の素顔を見た人間を地の果てまでも追いかけて殺します。この怪異は、その姿を見たり名前を聞いたりしたらとりあえず死にます」


    「なんだそれは」


    　時田は理解できないという顔をした。


    「どうしてみんな、そんなに物ぶつ騒そうなんだよ」


    「妖怪というのは昔から、人を襲ってナンボの商売ですから」


    　よくわからない理屈で時とき田たの疑問を切り捨て、恩おん野のはスクロールバーをスライドさせる。


    「さて、今回のメインはここです。この項目を見てください」


    　そう言いながら、数あま多たに表示された項目の一点を指し示す。


    



    『異世界に通じるエレベータの噂うわさ』


    



    　道みち隆たかと時田が覗のぞき込んだディスプレイの中央に、その項目は確かに表示されていた。


    「……なるほど」


    　時田は頷うなずいた。


    「桜さくら井いくんから提供された情報と、ほぼ同じ内容の名前だな」


    「では、詳細を見てみましょう」


    　得意げに言った恩野は、その項目にカーソルを合わせる。


    



    『Ｆｉｌｅフアイル　Ｎｏナンバー．93　「異世界に通じるエレベータの噂」


    　【読み方】　　　　　いせかいにつうじるえれべーたのうわさ


    　【分布地域】　　　　北関東全般


    　【怪異の外見】　　　世間一般的なエレベータのイメージとほぼ同じ


    　【知名度】　　　　　Ｄ


    　【怪異例発生時期】　１９××年頃


    



    　　　　　　　　　　～解説～


    



    　乗り込むと『この世界とは別の場所に転てん生せいできる』と噂されているエレベータ。とある町のとあるビルに存在していると言われる。


    　普段は通常のエレベータとして機能しており、乗った人間がその正体に気づくことはない。


    　ただし、その箱の中に入り、特定の順序で階層を移動することによって、件くだんのエレベータは『異世界への転生装置』として機能するようになる』


    



    「……なるほど。普段は何の変へん哲てつもない場所だが、一定の手順を踏むことで機能する……か。聞いた話と非常に似通ってはいるが……」


    　頷きながらも、時田は胡散うさんくさそうな顔になった。それがどうした、と思っているのだろう。


    　道隆に異論はなかった。


    



    『当とう該がい怪異に乗って異世界へと転てん生せいする方法は以下である。


    



    ●そのエレベータの箱に乗る。


    ●エレベータを操作して、特定の順序で階層を移動する。


    ●指定した階層にエレベータが上下するが、開いた扉とびらから出てはいけない。


    　注！　もし扉から出てしまうと、失敗する。


    ●×階に到着して扉が開くと、一人の女性が箱に乗ってくる。


    　注！　その人には、決して話しかけてはいけない。


    ●女性が入ってきたら、１階のボタンを押す。


    ●そうすると、エレベータは１階には降りず、最上階へと上昇を始める。


    ●この間、パニックになって他のボタンを押してはいけない。押してしまうと失敗する。


    ●最上階に着いて扉が開く。そこには、見たことのない異世界が広がっている。』


    



    「……意味がわからん」


    　時とき田たは唸うなった。


    「そんな話が、あるわけないだろう」


    「もちろん、ないでしょうねぇ」


    「ふざけてるのか？」


    　平然と頷うなずく恩おん野のを苦み走った顔で見ながら、時田はディスプレイを指さした。


    「こんな冗談みたいな妄もう想そうスポットが実在したとしてだ。草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよくが馬鹿正直に、こんな子供騙だましの都市伝説を信じ込んだとしてだ。俺たちは何を捜せばいいんだ？」


    　珍しく正論を吐いたな、と道みち隆たかは思った。


    「怪談として成立してはいるかもしれんが、肝心の『とあるビル』の場所や、移動する階層の『特定の順序』について、何も触れてないじゃないか。実質ノーヒントだ」


    「落ち着いてください先輩。この解説にはまだ続きがあるんですよ」


    　ぶうたれる時田を宥なだめながら、恩野刑事は更に画面をスクロールさせる。


    



    『　　　　　　　　　　筆者補足


    　さて。ここではない異世界に旅立てるという、現実逃避しがちな我々にはとっても魅力的なエレベータであるが、残念ながらこの夢の箱がどこに存在しているのか、未いまだ誰にもわかっていない。しかし、広大なネットの海の中には、自分は確かにこのエレベータの存在を確認したという目撃情報が幾つか存在する。以下にその一例を記載する』


    



    　管理人の宣言どおり、解説欄の最後には多くの別ページへのリンクが存在していた。


    　恩おん野のは無言で、その幾つかをクリックする。


    



    『　　　　　　　　　　──絶対にあそこ！──


    　和歌山県●●市に住む者です。私は、異世界へと通じるエレベータの場所を知っています。◆◆アミューズメントパークにあるのがそれです。知り合いの知り合いが、そのエレベータに乗って姿を消しました。もう半年も帰ってきていません。彼は異世界へ旅立ったのです』


    



    『　　　　　　　　　　──従兄弟いとこから聞いたんだけど──


    　新潟のとある廃村に、異世界エレベータがあると聞いたわ。ある廃病院の、一番北東にあるのがそうなんですって。ただ、今は電気が通っていないから動かないとか……』


    



    『　　　　　　　　　　──世界を司つかさどる者たちの運命──


    　沖縄県在住です。ここだけの話をします。米軍基地の奥に、そのエレベータがあるのです。沖縄の地下で秘密実験を続けていた米軍は、偶然にも並行世界へ通じるワームホールを開いてしまったのです。それこそが異世界エレベータの正体。真実を知ってしまった僕は、ああ』


    



    『　　　　　　　　　　──ああ、儂わしが作った奴やつか──


    　儂は昔、凄すご腕うでのエレベータ業者じゃった。そりゃあもう色んな箱を作ってきたよ。速いやつ、遅いやつ、木製のやつ、六本足のやつ、卑ひ猥わいなやつ、明めん太たい子こマヨ味のやつ。中でもあの異世界転てん生せいエレベータは、儂の作った箱の中でも傑作じゃ。そうか、今あいつがネットで評判に……』


    



    「……恩野くん」


    　時とき田たは冷たい眼をした。


    「わかってますよ」


    　その顔を横で見ながら、恩野は肩を竦すくめる。


    「誤情報ガセだらけですよ。明らかな嘘うそや冗談ネタも混じってます。まあ、九十九パーセントは外はずれでしょうね。いえ、もしかすると百パーセント外れかもしれない」


    「だったら」


    「けれど、当たりが混じってるかもしれない」


    　恩野は静かに言った。


    　──そのとおりだ。


    　道みち隆たかは、恩野の指から離れて放置されているマウスを横から握った。


    　黙ってカーソルを動かし、無数に表示される様々な投稿に目を通し続ける。


    「この多くの情報の中に、ひょっとしたら真実が見つかるかもしれない。いえ、もしその情報自体は真実でなかったとしても、草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよくが『これは』と信じ込み、当とう該がいの場所に向かいそうな投稿が見つかるかもしれない。現地調査で得られるものがないのなら、これらの情報に注目してみるのも一つの手でしょう。彼女がこれらの投稿のどれかに目を付けて、そこに示された場所に向かった可能性は充分にあります」


    「そうは言ってもだよ恩おん野のくん。じゃあどうすればいいってんだ？　この馬鹿げた投稿の一つ一つを、すべて実際に洗えっていうのか？　今からすぐ和歌山や新潟に飛べってか？」


    「そんな愚ぐ直ちよくなことをしろとは言いませんよ。ただ、この中からすぐに洗えそうな、もしくは信しん憑ぴよう性せいの高そうな投稿をピックアップして……」


    「六本足のエレベータを作った元凄すご腕うで業者の話は、どれくらい信憑性が高いっていうんだ？」


    「本当に先輩は、見かけに似合わず陰湿な拗スね方をしますねぇ！」


    「なんだと！」


    　時とき田たと恩野は口論を始めた。


    　二人の不毛な会話を右から左に流しながら、道みち隆たかはカーソルと両目を動かし続ける。


    　恩野の言葉どおり、ディスプレイには多くの馬鹿げた目撃談が表示されている。


    「だいたいさあ。沖縄米軍基地を調べるのに、どういう申しん請せいをしたら令状が取れるんだ？　俺には見当も付かないぞ」


    「そんなもん、あたしにも付きませんよ。先輩が署長に直じか談だん判ぱんしてください」


    「君、本当に俺を何だと思ってるんだ」


    「脳みそ筋肉」


    「おい！」


    「なんですか！」


    「そろそろ肉体言語に訴えるぞ！」


    「受けて立ちましょう！」


    「……この中から選ぶとしたら、これかな」


    　道隆がぽつりと呟つぶやくと、二人の刑事の口論が止まった。


    「これが一番、あの人の目を引きそうな気がする」


    　顔を見合わせた刑事たちは、揃そろって道隆の横顔を見つめる。


    　二人の視線を無視し、道隆はカーソルを一つの投稿に重ねた。


    



    『　　　　　　　　　　──心から異世界を求める君へ──


    
      本当にこの世界に飽きているのなら、こちらのアドレスまで。

    


    
      https://www.●●●●●●●●●●.zzz

    


    
      ※●には、山や羊ぎの血を吸うものの名前を。』

    


    



    「……何、それ？」


    　先に口を開いたのは恩おん野のだった。


    「桜さくら井いくん、だっけ？　どうしてそんな投稿を？」


    「この中で一番、勾こう玉ぎよく先輩が食いつきそうな内容だからです」


    　道みち隆たかはディスプレイを見つめたまま答える。


    「もし先輩がこのサイトを見ていたとしたら、たぶん『破滅的な美女クラツシユビユーテイ』はこれを選ぶ」


    「ど、どうしてそんなことがわかるんだ」


    　続いて時とき田たが尋ねてくる。


    「……言ったでしょう。これでも僕は、勾玉先輩の考え方の二パーセントくらいは理解してるつもりです」


    　道隆は確信していた。


    　この中からあの人が選ぶとしたら、きっとこれだ。


    「でもこれ、なんかクイズみたいよ？」


    　伏せられたアドレスを見ながら、恩野が眉まゆを顰ひそめる。


    「山や羊ぎの血を吸うもの？　……なに？　ドラキュラ？」


    「違いますよ。プエルトリコの『正体不明オカルト』です」


    　答えながら、道隆はアドレスバーに文字列を打ち込む。


    



    『チュパカブラchupakabra』


    



    　エンターキーを押すと、ページが切り替わった。


    



    『　　　　　　　　　　──心から異世界を求める君へ──


    
      本当にこの世界に飽きているのなら、こちらのアドレスまで。

    


    
      https://www.●●●●●●●●●●●●●.zzz

    


    
      ※不死の伯はく爵しやくの名前を。』

    


    



    「……さっきと同じページじゃないか」


    　時田が拍子抜けしたように呟つぶやく。


    「よく見てください。アドレスの文字数と、ヒントが変わってます」


    　恩野が目ざとく気づいた。


    「二問目ですね」


    　薄々、道隆は予感していた。


    　もしもこの投稿が本物なら、あんな小こ手て調べ一つで異世界に辿たどり着けるわけがない。


    「……不死の、伯はく爵しやく？」


    「昔から、世界各地で目撃されている『夢の男』ですね。13文字ということは、─ハイフンも込みか」


    　首を捻ひねる恩おん野のに答えながら、キーボードに文字列を入力する。


    



    『サン・ジェルマンsaint-germain』


    



    　エンターキーを押すと、またページが切り替わった。


    



    『　　　　　　　　　　──心から異世界を求める君へ──


    
      本当にこの世界に飽きているのなら、こちらのアドレスまで。

    


    
      https://www.●●●●●●●●●.zzz

    


    
      ※蛇へび。鹿屋野比売神かやのひめの化け身しん。』

    


    



    「……また、違うページね。何だろ、この鹿しかなんとかって。……桜さくら井いくん？」


    　言いながら道みち隆たかの横顔を見た恩野は、小さく首を傾かしげた。


    「何が可お笑かしいの？」


    「いえ」


    　思わず笑みを浮かべてしまった道隆は、軽妙にキーボードを叩く。


    「きっと、勾こう玉ぎよく先輩は喜んで答えただろうなと思って。……鹿屋野比売神ね。マイナーすぎる」


    



    『ツチノコtsuchinoko』


    



    　エンターキーを叩くと、またページが切り替わる。


    



    　──心から異世界を求める君へ──


    



    



    『女め狐ぎつねの堕おちた石』


    「殺生石sesshouseki」


    



    『双子を追う冥めい府ふの王』


    「ミクトランテクトリmictlantecuhtli」


    



    『あの世で煮炊きしたものを食べる』


    「黄泉戸契yomotsuhegui」


    



    『赤い切り裂き魔』


    「アンドレイ・チカチロandrey-Chikatilo」


    



    　次々と現れるページに迷いなくアドレスを打ち込み、画面を静かに切り替えてゆく道みち隆たかを、二人の刑事は呆あつ気けに取られた顔で眺めている。


    「……あのさぁ」


    　ブラウザが三十回目ほどのページ更新をした頃、ようやく恩おん野のが口を開いた。


    「君、なんで全部わかるの？」


    「僕も、悪趣味なものにはそこそこ興味がありまして」


    　絶え間なくキーボードを叩きながら、道隆は答える。


    「犯罪心理や未解決事件、各国の神話や、各種『正体不明オカルト』など。だから亜あ季きの親父さん……寺てら沢さわ警部にも、よく難解な事件の捜査協力に呼びつけられましたよ」


    「祖父が名探偵かっ！」


    　恩野が右手の甲で肩をはたいてきた。


    「……どうやら、最後の問題みたいですね」


    　無視してカーソルを動かす手を止めると、二人の刑事の視線が再びディスプレイに戻る。


    



    『　　　　　　　　　　──心から異世界を求める君へ──


    
      ようこそ。

    


    
      https://www.●●●●●.zzz

    


    
      ※この世で最も怖くないもの。』

    


    



    「……この世で、最も、怖くないもの？」


    　表示された文字列を、時とき田たは棒読みで反復する。


    「この世で最も怖いもの、ならわかるが。怖くないもの、じゃあ候補が多すぎるだろう。子猫とか林りん檎ごとかスリッパとか、まったく怖くないものなんて世の中には腐るほどある」


    「……ああ」


    　しかし恩野は、得とく心しんしたように頷うなずいた。


    「そういうことか」


    「どういうことだ」


    「最後の最後は、知識を問う問題じゃないんだ。本当に覚悟があるのかの確認ってことね」


    　時田の問いかけを無視して、恩野は静かに呟つぶやく。


    「そういうことらしいですね」


    　この女性となら友達になれるかもしれない、と道みち隆たかは思った。


    「なんだ、正解がわかるのか君ら。俺だけ仲間はずれか」


    　時とき田たは合が点てんの行かない様子で、道隆と恩おん野のの顔を交互に見比べている。


    「桜さくら井いくん。一回ぐらい、あたしに打たせてもらってもいい？」


    「どうぞ」


    　道隆が頷うなずくと、恩野は細く綺き麗れいな指をキーボードに這はわせる。


    



    『死death』


    



    　エンターキーが押されると、新たなページが表示された。


    　道隆と二人の刑事の目が、簡素な文章に吸い寄せられる。


    　そこには、異世界に行けるエレベータの場所と、その操作手順が記されていた。

  


  
    ●──宮みや本もと司し郎ろう──


    



    　今日も宮本は、韻いん雅が高校のしがない一国語教師として教きよう鞭べんを振るっている。


    「……この部分から、主人公は叔お父じに対して昔から精神的な負い目を感じているということがわかる。よって、正解は②の『気負い』だ」


    　チョークで黒板に大きな円を描いている途中で、授業の終了を告げるチャイムが鳴った。


    「……では、今日はここまでとする。続きは来週。次回は１７３ページあたりまで進めるつもりだから、皆そこまではきちんと予習しておくように」


    　宮本が告げると、生徒たちはめいめいの休み時間を満喫し始める。


    　教科書を脇わきに抱え、宮本は教室を出た。


    　──いつまで続くんだ、このふざけた茶番は。


    　職員室へと歩を進めながら、内心で毒づく。


    『組織』の裏切り者を追ってこの町にやってきたが、見つけられる目め処どは一向に立たない。


    　このままでは、宮本の本業は教師になってしまう。


    　馬鹿馬鹿しい。自分は子供ガキに国語を教えるためにこんな身体になったのでは──。


    「……と」


    　胸のポケットで、携帯電話が震え始めた。


    　相手はわかりきっている。素早く取り出し、宮みや本もとは通話ボタンを押す。


    『どうも宮本さん。今日も文学してますか？』


    　予想どおり、スピーカーからは人を食ったような調子の声が響いてきた。


    「お前こそ、今日も能天気に交通違反の切符でも切ってるのか」


    　周りの人間に自分の言葉を聞かれないよう、宮本は渡り廊下から中庭に移動する。


    『ご慧けい眼がん。今日は生意気な外車を一台パクッてやりましたよ』


    　警察官に扮ふんして町に紛まぎれている宮本の同僚、恩おん野の美み奈なは得意げに言った。


    「なかなか仕事が板についてきたみたいだな。その調子で地道に点数を上げてけ」


    『嘘うそです。お茶目な冗談ですよ。いつも真ま面じ目めに働いてる先輩への、一服の清涼剤です』


    「そうか。残念だが驚くほどつまらないし癒されなかった」


    『何をぴりぴりしてるんですか』


    「お前と違って、俺は忙しい」


    『ありゃま。ひょっとして授業中でした？』


    「今は休み時間だ」


    『知ってますよ。あたしも先輩の勤務時間くらい把握してます』


    　恩野はけらけらと笑った。


    『授業中に自分の携帯が鳴りだすなんて、教師としては恥ずかしすぎますもんね』


    「いいかげんにしろ」


    　苛いら立だちを抑えきれず、宮本は口調の怒気を強める。


    「用件は何だ」


    『そろそろ本気で怒られそうですね』


    「俺はお前に対しては、だいぶ前から本気で怒っている」


    『そんな先輩の怒りもぶっ飛んでしまう朗ろう報ほうです。どうやら標的の居場所が掴つかめそうですよ』


    「……なに？」


    　予想もしていなかった恩野の言葉に、宮本は一瞬言葉を失った。


    「……どういうことだ？」


    『そのままの意味です。あの裏切り者……矢や生お比ひ沙さ子この居場所が掴めたかもしれないんですよ』


    　能天気な声こわ色いろを消し、恩野は真面目な口調で言ってきた。


    　さすがに、冗談ではないらしい。


    「……詳しく説明しろ」


    　中庭から渡り廊下に戻って校庭へと抜け、校門に向かって移動する。


    　悔くやしいが恩野の言葉どおり、宮本の頭から怒りなどは霧む散さんしていた。


    　次のコマは受け持ち授業がないから、恩野の報告を聞く時間は充分にある。


    「確かな情報だろうな。誤情報ガセだったら許さんぞ」


    『気が早いですよ先輩。かもしれないって言ったじゃないですか』


    　校門を抜け大通りへと出て、腰のポケットから取り出した煙草タバコに火を点つける。


    『あっ、今ライターの音がしましたよ。駄目じゃないですか校内で喫すっちゃあ』


    「外だよ。いいから早く説明しろ」


    『最初から詳しく話すと、けっこう長くなっちゃいますよ』


    「なら手短に端折はしよって、要点だけを説明しろ」


    　煙草を咥くわえ、強いメンソールの効いた煙を大きく吸い込む。


    『ええとですね。異世界に行ける方法、って都市伝説がありまして』


    「……………………」


    　息を止めてしばらく考えた後で、宮みや本もとは大きく紫し煙えんを吐き出す。


    「……恩おん野の」


    『はい』


    「端折りすぎだ」


    『わざとです』


    　恩野はけらけらと笑った。


    



    　　　　　　　　　　▲


    



    「……だいたいわかった」


    　同僚の説明を聞き、宮本はひとまず頷うなずいた。


    　ここではない『異世界』とやらに通じている、謎のエレベータが存在するビル。


    　恩野はそのビルが、この韻いん雅が町まちの郊外に存在しているという事実を突き止めたらしい。


    「で、お前はその妙な都市伝説に、あの裏切り者が関わっていると言いたいわけだ」


    『ご慧けい眼がん』


    　スピーカーの向こうで、恩野は得意げに答える。


    『もちろん、確証はありませんが。この町に存在する謎の都市伝説と、あたしたちの追う所在不明の裏切り者。こんなに怪しい二つの要素が、まったく無関係だとは思えないでしょう？』


    　その推測には、宮本も同意できる。


    「お前の言う『異世界』とやらが、社会から切り離された、ある種の隔かく離り空間のことを指しているとして……俺たちの追う裏切り者は、矢や生おはその先に潜せん伏ぷくしていると思うか？」


    『一概には言えませんが、可能性は大だと思いますね』


    「なるほど」


    　再び頷きながら、宮本はふと疑問に思う。


    「……しかしお前、よくそんな情報を仕入れたな。この町の警察ってのはそんなに優秀なのか？」


    『いえいえ、並ですよ。むしろ、あたしの身近な脳みそ筋肉を例に出すと並以下の以下です』


    　恩おん野のはおちょくるような口調で言った。


    　宮みや本もともたびたび話を耳にする、恩野の仮かり初そめの上司にあたる男のことだろう。


    「じゃあお前、どうやってそんな情報を」


    『実はですね、警察の力じゃないんですよ。件くだんのエレベータの場所を突き止めたのは、一般人パンピーの高校生なんです』


    「……また、脈みやく絡らくの掴つかめない話になったな」


    　何本目かになった煙草タバコの吸すい殻がらを、路上の灰皿に押し付ける。


    『これも、最初から説明するとかなり長くなるんですけどねえ』


    　恩野はスピーカーの向こうで考える様子を見せる。


    『元々あたしたちは、最近起こったとある失しつ踪そう事件の捜査をしてたんですが』


    「……失踪事件？」


    　宮本は片かた眉まゆを吊つり上げた。


    　──最近、とてもよく聞く単語だ。


    『ええ。で、その失しつ踪そう者しやである女子高生が、何やら大変にロックな正体不明愛好家オカルトマニアでしてね。彼女が失踪する直前にハマっていたのが、異世界に通じるエレベータとやらの都市伝説だったわけです。その捜査の中で、うちの脳みそ筋肉がひょんなことから署に連れてきた、失踪者の後輩だっていう男子生徒が、これもまあ大変ロックな子で。その男子高校生が、なんか気持ち悪いくらいの知識を披露して異世界エレベータの所在を突き止めたという』


    「待て。おい、ちょっと待て」


    　次の煙草に火を点つけるのも忘れ、宮本は恩野の言葉を遮った。


    「おい恩野。もしかして」


    　話の流れはわからない。


    　脈絡は一つも掴めない。


    　しかし宮本の頭には、妙な確信が浮かんでいた。


    「失踪した女子高生って……草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよくのことか？」


    『およっ？』


    　スピーカーの向こうから、間の抜けた声が響いてくる。


    『なんだ先輩、彼女のこと知ってるんですか？』


    　こっちの台詞せりふだ。


    「お前のいつも言ってる脳みそ筋肉って、ごつい大男……時とき田たって刑事か？　エレベータの場所を突き止めた草薙の後輩って、まさか桜さくら井い道みち隆たかのことか？」


    　そういえばあの珍奇な男子生徒は、今日は風邪を理由に欠席している。


    『……あ、そっか。宮本さん……』


    　少しだけ黙った後で。


    『そういえば先輩って、あの高校の教師でしたもんね。いやぁ、世間って狭い』


    　恩おん野の美み奈なは、けらけらと笑った。


    



    　　　　　　　　　　▲


    



    　──どんな偶然だ。


    　終業後の、午後十時近く。


    　侘わびしい夜道を独り歩きながら、宮みや本もとは溜ため息をつく。


    　仮かり初そめの教え子である生徒の失しつ踪そう事件に、本当の標的である矢や生お比ひ沙さ子こが関わっているとは。


    　偶然にも程があるだろう。


    　恩野は、捜査令状が取れ次第、件くだんのビルへ乗り込む算段らしい。


    　──待てよ。


    　懐ふところから手帳を取り出した宮本は、恩野との電話中に書いたメモを凝ぎよう視しする。


    　そこには噂うわさのビルの場所と、『異世界』に行くためのエレベータの操作手順が記されている。


    　捜査令状が取れるのは恐らく明日だろうと、恩野は言っていた。


    　ならば。


    　ひょっとして──今なら、抜け駆けできるんじゃないか？


    　夜道を歩く宮本の胸に、突とつ如じよとして黒い考えが浮かんだ。


    「痛ッ！」


    　何かに肩を当てた感触と同時に、小さな呻うめき声が聞こえた。


    「……おい、兄ちゃん。ボケッとしてんなや！」


    　見ると、高級そうなスーツを着た中年の男が宮本を睨にらみつけていた。


    「兄貴、大丈夫ですか」


    　隣を見ると、パーカーを着てフードを目ま深ぶかに被かぶった若い男が立っている。


    　どうやら、考え事をしながら歩いていたせいでぶつかってしまったらしい。


    「ああ、失礼」


    　この時間にこの辺りをうろつく通行人はほとんどいないと油断していたのがいけなかった。


    　二人組に一礼した宮本は、そのまま立ち去ろうとする。


    「……おいテメー、それだけかよ？」


    　言われて振り向くと、若いほうの男が目を吊つり上げて宮本の顔を見ていた。


    　ガンを付けながら凄すごんだ男の拳こぶしが、ゆっくりと握られる。


    　現代にまだこんな古臭いチンピラがいたのか、と宮本は内心で嘆息する。


    「そう言われてもな、別に大怪け我をさせたわけでもないし」


    　言いかけた宮みや本もとの腹に、男の拳こぶしがめり込んだ。


    　──ああ。


    　これは一切の手加減抜きの、相手の命を度外視した本気の拳撃だな、と宮本は分析する。


    　──そうだ。腑ふ抜けた国語教師なんかじゃあない。


    　──こういうのこそが、俺の世界だろう。


    「おいおい、やめてやれや」


    　スーツの男が、鼻で笑いながらパーカーの男を諭さとす。


    「カタギの人に手ェ出すな。悪気があったわけじゃねェだろ。まあ兄ちゃん、手持ちの札でも何枚か出したら堪かん忍にんして……」


    　慣れた演技で恐きよう喝かつ行為に出ようとしていたスーツの男の言葉は、しかし途中で飲み込まれる。


    　パーカーの男の一撃を受けたはずの宮本が、微動だにしていなかったからだ。


    「……あぁ？」


    　パーカーの男が怪け訝げんな表情で、宮本の顔と、骨折して垂れ下がった自分の指を見る。


    「え？　あ……え……痛いッ」


    　ようやく折れた指の痛みを知覚したパーカーの男が悲鳴を上げる前に、宮本はその顔面に拳を叩き込んだ。


    　ぐしゃりと音を立て、パーカーの男の身体からだが吹き飛ぶ。


    「あぁ？」


    　男の身体が眼球と脳のう漿しようをフードに撒まき散らしながら通りの壁に激突する姿を、スーツの男はぼんやりと見つめる。


    「え、なんだ、お前。今、何して」


    「ありがとう」


    　スーツの男の頭に拳の焦しよう点てんを合わせながら、宮本は呟つぶやいた。


    「やっと目が醒さめた。良いきっかけになったよ」


    　その頬ほおに向けて、再び拳を叩き込む。


    　パーカー男と同じように赤いものをぶち撒けながら、スーツの男の身体も吹き飛んだ。


    「……やっぱり、こっちのほうが性しように合う」


    　二つの死体に目もくれず、宮本は歩き出す。


    　──草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよく。


    「……確か、弟がいたはずだな」


    　独りごちながら、宮本はこれからの動き方を考える。


    　何かあったときのために、人質を確保しておくのもいいだろう。


    　組織の処理班イレイザー──宮本司し郎ろうは、やっと教師を辞められた。

  


  
    ●──矢や生お比ひ沙さ子こ──


    



    　こんな僥ぎよう倖こうがあって、本当にいいものだろうか。


    　矢生比沙子は朝から、胸が浮うわついて落ち着かない。


    　この辺へん鄙ぴな町に越してきてから数年間、自分がずっと追い求めていた夢。


    　前の職場の退職金と餞せん別べつのすべてを注ぎ込んで、矢生が叶えたかった夢。


    　なかば諦あきらめかけていた夢。


    　その夢を叶えてくれる人間が。


    　──こことは違う世界に選ばれた人間が、この数日で続けて二人も現れるなんて。


    　両手を握り合わせ、矢生は恍こう惚こつの表情でパソコンのディスプレイを見つめる。


    　とうとう、自分の本ほん懐かいを遂げられるときが来た。


    　人類が異世界への門をくぐる日が、遂にやってきたのだ。


    　──行かなくては。


    　立ち上がった矢生は、部屋を出る準備をする。


    　異世界に転てん生せいする資格を得た人間を、迎えてやらなければ。


    　鏡台の前に立ち、久しぶりに化粧を整える。


    　クローゼットを開け、着ていく服を吟ぎん味みする。


    　福音の日にふさわしい清せい楚そな服装に着替え。


    　最後にお気に入りの、真っ赤な外がい套とうを羽織り。


    　矢生比沙子は、オフィスビルの十階にある、自室のドアを開けた。

  


  
    ●──草くさ薙なぎ慎しん一いち──


    



    　家族の一人欠けた、静かな夕食の後。


    　慎一はリビングの炬こ燵たつの中で、黙ってテレビを見つめていた。


    　最近までハマっていた携帯ゲームはＳレア装備をコンプリートするのにあと一歩だったが、やる気が起きない。


    　──慎一はこの世の真理を知ることより、毒どく海かい龍りゅうポイズゴラスを倒すことのほうが大事らしい。


    　テレビでは芸能人がどこかの郷土料理を食べて何やらコメントしているが、耳には入らない。


    　姉の行方ゆくえは、依い然ぜんとして知れない。


    　ゆっくりと身体からだを傾け、炬燵に頬ほおを押し付ける。


    　──もし、あのとき自分がもう少しだけでも姉に構っていたら。


    　ひょっとして、姉が失しつ踪そうすることはなかったのだろうか。


    　ぼんやりと考えていると、不意に部屋のインターフォンが鳴った。


    　誰か来たらしい。慎一は素早く身体を起こし、炬燵から這はい出て一階へと走る。


    　まさか──姉ちゃん。


    　階段を駆かけ下りた慎一は、体当たりするような勢いで玄関に飛びつき、ドアを開ける。


    「……こんにちは」


    　しかし、そこに立っていたのは姉ではなかった。


    「草薙慎一くんだね」


    　青空の下に立っていたのは、一人の若い男だった。


    「……どなた、ですか」


    「お姉さんの……草薙勾こう玉ぎよくさんの通っている高校の者だ」


    　慎一の問いかけに、男は微笑ほほえみながら答える。


    「……先生、ですか？」


    「ああ、国語教師の宮みや本もと……だった」


    　男はなぜか過去形を使ったが、慎一にとってそんなことはどうでもいい。


    「何のご用ですか？　ひょっとして、姉ちゃんが」


    「ああ。勾玉さんの居場所がわかったんだ」


    　慎一は目を見開いた。


    「勾玉さんの、行きたがっていた場所。知っているだろう？」


    「まさか」


    「……『異世界へと通じる場所』」


    　宮本は囁ささやくように言った。


    「その場所が、わかったんだ。……慎しん一いちくん、冗談だと思うかい？」


    「思いません」


    　慎一は即答する。


    「他の人なら、とても信じられないけど。姉ちゃんなら、信じます」


    「そうか」


    　宮みや本もとは満足げに頷うなずいた。


    「俺は今からそこに行く。ただ、できれば彼女のことをよく知っている人間に同行してほしい」


    　宮本は、慎一の目を見ながら言った。


    「慎一くん、一緒に来てくれないだろうか」


    　慎一は頷いた。

  


  
    ●──草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよく──


    



    　空を見上げる。真っ赤な雲が、ごうごうと流れている。


    　煌きらびやかな光が四方八方から降り注いでいる。しかし、太陽はどこにも見当たらない。


    　遥はるか彼方かなたに聳そびえる山脈の上では、金色の龍りゆうが鈍にび色いろの炎を吐きながら踊り回っている。


    　足下を見下ろす。引っこ抜かれたマンドラゴラが、きぃきぃきぃぃぃと悲鳴を上げている。


    　──結局、ニンジンを食べようが食べまいが、人間は馬鹿になるのだね。


    　七色の草花に爛らん々らんと彩いろどられた、広大な草原を眺める。


    　右目が四つ、左目が九つある山や羊ぎの群れが、ぼぉぉ、ぼぉぉ、と鳴きながら疾しつ走そうしている。


    　──あの山羊たちは、たぶんチュパカブラに血を吸われるのだろうね。


    　そう思った瞬間、どこかから飛び出してきたチュパカブラが山羊の群れにとびかかる。


    　──ここに、他の人間はいるのかな？


    　マンドラゴラと山羊たちの悲鳴が混ざり合う中、一人の紳士が草原の向こうから歩いてくる。


    　その男は、夢で何度も何度も出会った顔をしている。


    　──サン・ジェルマン伯爵Comte de Saint-Germain？


    　はいSi。


    　だが、返事をしながら会え釈しやくした男は、いきなり呻うめきだしてその場に倒れる。


    　──ああ、マンドラゴラの悲鳴を聞いてしまったものね。


    　──でも、不死の男だからじきに目を覚ますだろう。


    　草原の向こうでは、何やら白い人形ひとがたをしたものが、くねくねくねくねと踊っている。


    　──なんだい。実際に見てみると案外、可愛らしいものじゃあないか。


    　ひらひらと手を振りながら、山脈の麓ふもとの大きな湖に視線を移す。


    　──そろそろ、旧支配者くりとるりとるでも出てきそうな気がするね。


    　そう思った瞬間、湖から何本もの触しよく手しゆが這はいずり出てきた。


    　蝙蝠こうもりの羽根と牙きばを持つ巨大な蛸たこが、空を切り裂くような咆ほう哮こうをあげる。


    　いつのまにか山や羊ぎとマンドラゴラの悲鳴はやみ、代わりに聖女たちが闇の喇らつ叭ぱを吹いている。


    　大蛸が滝のような水飛沫しぶきをあげながら飛び上がり、金色の龍に向けて羽ばたいてゆく。


    　名めい状じようしがたき有う象ぞう無む象ぞうが空を舞い、混こん沌とんの者どもが七色の草原を這い寄っている。


    　──なるほど、これは。


    　歓声と共に渡りを始める異い形ぎようの百ひやつ鬼き夜や行こうを、破滅の瞳ひとみで見つめながら。


    　──少し、愉たのしいね。


    　めくるめく異世界の中で、草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよくは思った。

  


  
    [image: ]

  


  
    ●──草くさ薙なぎ慎しん一いち──


    



    　十四年間の人生でたった一度だけ、姉の泣く姿を見たことがある。


    　蒸し暑い夏の夜──慎一が、小学二年生のときだった。


    　様々な怪奇現象を誘発させるという禁じられた遊び、『一人かくれんぼ』に興じていた姉が、降霊の小道具に準備していたコップ一杯の塩水を、幼い慎一はうっかり飲んでしまったのだ。


    　次の日、八歳の慎一は原因不明の高熱に倒れた。


    　今にして思えば、幼い子供が謎の高熱に襲われるのはそれほど珍しいことでもなく、実際に数日もすると熱は退いたのだが、姉の勾こう玉ぎよくは『弟が倒れたのは自分の塩水を飲んだせいだ』と信じ込み、慎一の寝かされた布ふ団とんの横で一晩中も泣き続けたのだった。


    　──ごめんね、慎一。わたしのせいで。


    　──こんな姉ちゃんで、本当にごめんね。


    　熱に浮かされながら聞いた姉の啜すすり泣きは、今でも鮮明に覚えている。


    　思い返してみると、姉は『正体不明オカルト』探求のためにずっと自分を引っ張りまわしてきたが、慎一の身に危険が及びそうな行為を犯したことは一度もなかった。


    　自分は『音読したら死ぬ詩』を何百回も唱えたが、慎一が唱えることは絶対に許さなかった。


    　鏡に向かい何時間も『君は誰だね』と問い続けたが、慎一には一度も真ま似ねをさせなかった。


    　夏休みをあげて敢行した『見ると心の壊れる怪異』探求の旅には、慎一を同行させなかった。


    　猿の脳みそのソテー作りを強要はしたが、慎一には一口も食べさせなかった。


    　たしかに滅め茶ちや苦く茶ちやで破滅して世界に飽きてはいたが、姉は自分のことを本当に愛してくれているのだと、慎一は昔から知っている。


    



    　　　　　　　　　　▲


    



    「……さあ、着いたよ」


    　隣から声を掛けられ、俯うつむきながら無言で歩いていた慎一は顔を上げた。


    　姉の学校の教師と名乗った宮みや本もとに連れられ、慎一は韻いん雅が町まちの外はずれに建つ十階建てのビルを訪れた。


    「……何の変へん哲てつもないビルだな」


    　慎一の隣で、宮本が胡散うさんくさそうに呟つぶやく。


    　自動ドア前のプレートを見ると、それぞれの階にテナントとして入っている企業の名前が羅ら列れつされていた。やはり、ただのオフィスビルにしか見えない。


    「……本当に、姉ちゃんがここに？」


    　隣に立つ宮本を見上げながら、慎一は尋ねる。


    「……恐らくね」


    　一拍の間を置いて、宮みや本もとは答えた。


    　どうやら男も、未いまだ半はん信しん半はん疑ぎらしい。


    「とにかく、入ろうか」


    　宮本が歩き出し、慎しん一いちもその後に続く。


    　自動ドアをくぐって中に入るが、辺りに人の気配はない。


    　十階建てのビルでこの侘わびしさは不自然だ。


    　通路を進むと、突き当たりには三基のエレベータがあった。


    「……これが？」


    　慎一は再び尋ねる。


    「……ああ」


    　ポケットから取り出した手帳を捲めくりながら、宮本は頷うなずいた。


    「ここで間違いない。エレベータが三基あって……問題の箱は、向かって左側のやつらしい」


    　言いながら、左側の箱の呼び出しボタンを押す。


    　数十秒待っていると、重厚な低音と共に箱が到着し、エレベータの扉とびらがゆっくりと開いた。


    　宮本と慎一は箱に乗り込む。


    　慎一は箱内部の横壁を見た。


    　当然のように、一から十までの階層ボタンが配置されている。


    「さて……ここからだ」


    　大きく息を吐き、宮本はもう一度手帳を確認する。


    「まず、三階、七階、九階の順に移動する。そのまま二階、十階と続けて、次に六階を押すと、エレベータはなぜか六階ではなく一階に停とまる。ここで外に出ずに、もう一度六階を押す。すると今度は、エレベータは最上階に到着する……と」


    　手帳を見ながら階層ボタンを押す宮本の指先を、慎一は黙って見ていた。

  


  
    ●──仙せん羽ば蘭らん──


    



    　珈コー琲ヒーカップの乗ったトレイを片手に、仙羽は主あるじの私室の前に立った。


    　無言でドアノブに手をかける。自分と主の間に、入室の伺うかがいは要らない。


    　部屋に入ると、椅い子すに腰かけてデスクトップパソコンを操作している主の後ろ姿が目に入る。


    「教授。珈琲をお持ち致しました」


    　仙羽は白衣の背に呼びかけた。


    　返事はない。いつものことだ。仙羽は静かに主の背後へと歩み寄る。


    「何をなさっているのですか？」


    　その手元にカップを置きながら尋たずねる。


    　主の見つめる先のディスプレイには、質素な作りのウェブサイトが表示されている。


    「ただの暇ひま潰つぶしだ」


    　隣に立った仙羽に目を向けないまま、主──杜もり秋あき慈じ瑛えいは愉たのしげに答えた。


    「左さ様ようでございますか」


    　小さく頷うなずき、仙羽は杜秋の視線を追う。


    



    『　　　　　　　　　　──心から異世界を求める君へ──


    
      本当にこの世界に飽きているのなら、こちらのアドレスまで。

    


    
      https://www.●●●●●●●●●●.zzz

    


    
      ※不吉な数字の呪術師の村。』

    


    



    「なぞなぞでございますか」


    　仙羽は小首を傾かしげる。


    「不吉な数字の、呪術師の村？」


    「アフリカの奥地にある集落だ。愉しいところだった」


    　躊ちゆう躇ちよなく、杜秋は痩やせさばらえた指をキーボードに這はわせる。


    「クミナタトゥkuminatatu」


    　エンターキーが押されると同時にページが切り替わり、新しい問題が表示された。


    「最初は児じ戯ぎと思っていたが、これがなかなかおもしろい。年とし甲が斐いもなく嵌はまってしまった」


    　仙羽の置いた珈琲を一口啜すすり、杜秋はキーボードを叩き続ける。


    「最後まで解くと、景品でも貰えるのですか」


    「ここではない異世界に行けるらしいぞ」


    　仙羽が尋ねると、杜秋は頬ほおを歪ゆがめて答えた。


    「先日、草くさ薙なぎ様という方から相談を受けた件でございますか」


    　自分たちを喫茶店に呼び出した中学生たちの姿を思い浮かべながら、仙せん羽ばは続ける。


    「恐らくな」


    　杜もり秋あきはエンターキーを叩く。次のページが表示される。


    「そろそろ、あの愉快な刑事さんの正体は掴つかめたか？」


    「はい」


    　仙羽は頷うなずいた。


    「ダァバール、という組織でございました」


    「神は語ったダアバール？」


    　キーボードを叩く手を止め、杜秋は初めて仙羽の横顔を見上げた。


    「発祥は恐らく中東。世界規模で展開している非合法結社のようです。この世界に出回っている超常現象や未確認生物、いわゆる『正体不明オカルト』を蒐しゆう集しゆうして研究しているとか」


    　世界の各地に張り巡らされている主あるじの網から探り出した情報を、仙羽は端的に報告する。


    「活動資金源は、その蒐集・解明した『正体不明オカルト』技術の売買が主おも。本拠地は不明。活動記録を見るに、日本では四国のどこかに支部が存在するようです」


    「ふざけた組織だ。まるでショッカーだな」


    　杜秋はゆっくりと頬ほおを歪ゆがめた。


    「まったくどこの国にも、酔すい狂きような輩が居るものだ。……私が言えたことでもないが」


    「はい」


    　主が同意を求めているとわかったので、仙羽は頷いた。


    「あの恩おん野のくんとやらは刑事などではなく、その秘密結社ダァバールの手先だというわけか」


    「韻いん雅が町まち西署の名簿に登録はされておりますので、一応は正規の警察官でもあります」


    「なるほど。華はな志し摩ま玲れい子こくんが韻雅高校の生徒であったように、か」


    　蛇へびの瞳ひとみを細め、杜秋は愉たのしそうに囁ささやく。


    「他の情報は？」


    「数年前、その秘密結社ダァバールの日本支部で、揉め事があったようです」


    　仙羽はメタルフレームの眼め鏡がねを持ち上げた。


    「その資産と『正体不明オカルト』研究資料の一部が、どこかに流れるという事件が起こったようで」


    「資産と情報が、流れた」


    　杜秋は仙羽の言葉を反復する。


    「同じく非合法な、他の結社に横取りされたということか」


    「詳細は不明ですが」


    　仙羽は首を横に振った。


    「同時期に他の結社が動いたような形跡は、見つからなかったそうです」


    「ならば、構成員による個人的な横領か」


    　珈琲コーヒーを飲み干し、杜もり秋あきはカップの乗ったソーサーを寄せる。


    「その線が濃いと思われます」


    　ソーサーを受け取りながら、仙せん羽ばは答える。


    「流れた資産とやらの規模は？」


    「情報が少なかったので試算ですが、恐らく一三〇億円ほどかと」


    「退職金としては破格だな」


    　そう言った杜秋は再びディスプレイに向き直り、キーボードを叩き始める。


    「数年前、ある秘密結社に裏切り者が出た。その人間は組織の莫大な資産を横領してどこかに消えた。今、その組織の構成員がこの韻いん雅が町まちにやってきている。そして同時に、一人の少女が『異世界』を求めて失しつ踪そうした。……さて、どうやら最後の問題のようだ」


    　主の言葉に、仙羽はディスプレイに表示された質素な画面を覗のぞき込んだ。


    



    『　　　　　　　　　　──心から異世界を求める君へ──


    
      ようこそ。

    


    
      https://www.●●●●●.zzz

    


    
      ※この世で最も怖くないもの。』

    


    



    「……これが、最後のなぞなぞでございますか」


    「最後は単なる意思確認らしい」


    　一切の迷いなく、杜秋はキーボードに指を這はわせた。


    



    『死death』


    



    　画面が切り替わり、どこかの地図と、そこに存在するエレベータの操作方法が表示される。


    　それがどういう意味で何を指しているのか、仙羽にはわからない。


    「ゲームクリアだな。ここが『異世界』への入り口というわけだ」


    　しかし杜秋は、すべてを理解したように満足げな口調で言った。


    「では、早速お邪魔しようじゃないか」


    　長い白衣を揺らし、杜秋がゆっくりと立ち上がる。


    「今から、でございますか」


    　自分より頭一つ分ほどの高さになった主あるじの顔を見ながら、仙羽は尋ねる。


    「もちろん今すぐにだ。車を出せ」


    　当然のように答え、杜秋は白衣を翻ひるがえしてドアのほうへと歩き始める。


    「畏かしこまりました」


    　仙せん羽ばは恭うやうやしく頭こうべを垂れた。


    「……教授。ワタシには、今一つ状況が把は握あくできておりません」


    　ドアノブに手を掛ける主あるじの背に向けて、尋ねてみる。


    「その、『異世界』というところには、いったい何があるのですか？」


    「決まっている」


    　振り返って仙羽の顔を見た、絶対の主は。


    「ゲームクリアの景品だ」


    　杜もり秋あき慈じ瑛えいは、愉たのしげに嗤わらった。

  


  
    ●──桜さくら井い道みち隆たか──


    



    「……ここだな」


    　目の前に聳そびえる十階建てのビルを見上げながら、時とき田たが呟つぶやいた。


    「間違いありません」


    　手帳とスマートフォンで番地を確認しながら、恩おん野のが答える。


    「えらく近場にあったものですね」


    　二人の刑事の後ろで、道隆は言った。


    『異世界へと通じるエレベータ』。


    　刑事たちに同行し、道隆はそれが存在するビルにやってきていた。


    「一見、ごく普通のオフィスビルだな」


    　入り口のプレートを眺めながら、時田が呟く。


    「どのフロアも一般企業で埋め尽くされてるみたいだが」


    　道隆もプレートに目をやる。


    　時田の言葉どおり、プレートには何とか株式会社やら何とか製薬やらという企業名がずらりと並んでいる。


    「……いえ」


    　しかし、スマートフォンを弄いじりながら、恩おん野のが首を横に振った。


    「そこに書いてある幾つかの会社名で検索してみましたが、いずれもヒットしません。恐らくすべて、実在しない企業名でしょう」


    「なんだって？」


    　時とき田たが目を丸くする。


    「じゃあ、このビルは」


    「……件くだんのエレベータの存在を偽ぎ装そうするためだけに作られたダミー、ということですか」


    「みたいね」


    　道みち隆たかが言葉を引き継ぐと、恩野は用心深く頷うなずいた。
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    　道隆と二人の刑事は、静かにビルへと足を踏み入れた。


    　道隆の予想どおり、一階ロビーには全く人の気配がない。


    「まさか、これで無人ビルだってのか？」


    　辺りを見回しながら、時田は信じられないという顔をする。


    「エレベータ一基の偽装のためだけに、どれだけ金をかけてるんだよ……」


    　時田は呆あきれて鬼おに瓦がわらのような表情になった。


    「まあ、異世界に行けると考えれば、それくらいの労力もかけていいんじゃないですか」


    　言いながら、恩野はロビーの奥に向けて歩き出す。道隆と、次いで時田が後に続く。


    「……ここ、みたいですね」


    　三人が歩を進めた突き当たりには、三基のエレベータが存在していた。


    　灰色の扉とびら。上に点灯している階層表示。横に備え付けられた呼び出しボタン。


    　一見する限り、どこにでもある平々凡々なエレベータだ。


    「……これが……」


    　薄気味悪いものでも見るような目で、時田は三つの灰色扉を見比べる。


    「該がい当とうの箱は、向かって左側らしいです。右側と真ん中はダミー。さあ、乗りましょう」


    「えっ」


    　恩野が手帳を確認しながら言うが、時田は怯おびえたような表情になった。


    「も、もう行くのか？」


    「当たり前ですよ。ここで突っ立ってても仕方ないでしょう。それとも、せっかくだから三人並んで記念写真でも撮っときますか？」


    「いや、そういうことじゃないけどさ。一応ほら、踏み込む前に心の準備が」


    「……ひょっとして先輩、ビビってるんですか？」


    「ま、まさかぁ」


    　恩おん野のに冷たい視線を向けられ、時とき田たはぶるぶると首を横に振る。


    「俺がビビるわけないだろう。舐なめちゃあいけないぜ」


    　ビビっているのだな、と道みち隆たかは思った。


    「それじゃ、押しますよ」


    「ああっ」


    　恩野は躊躇ためらいなくエレベータの呼び出しボタンを押し、時田は情けない声をあげた。


    　一分ほど後。重厚な低音と共に箱が到着し、灰色の扉とびらが音を立てて開いた。


    「入りますよ」


    「はい」


    「あわわ」


    　まず恩野が堂々と乗り込み、道隆が黙って後に続き、最後に時田が恐る恐るといった様子で乗り込む。


    　箱に入った道隆は、内装を観察する。定員は七名。積載重量制限は５００㎏。


    　記載の上部には、道隆もよく知っている全国的な建設企業の社名とロゴが張り付いている。


    　少なくとも見た目には、ごくごく一般的なエレベータとしか思えない。


    「では、操作を開始します」


    　手帳を確認しながら、恩野が宣言する。


    「まず、三階、七階、九階の順に移動する。そのまま二階、十階と続けて、次に六階を押すと、エレベータはなぜか六階ではなく一階に停とまる。ここで外に出ずに、もう一度六階を押す。すると今度は、エレベータは最上階に到着する。そこで降りずに再び一階ボタンを押すと、箱は下降。しかし一階ではなく、存在しないはずの地下へと到着。扉が開くと、そこにはこことは異なる世界が」


    「今さら改めて説明なんていいよ、ぜんぶ君に任せるから」


    　手順を復唱する部下に、時田は早口で攻め立てる。


    「……どこまでビビリなんですか」


    　呆あきれ果てたといった顔で、恩野は溜ため息をつく。


    「じゃあ、押しますよ。三、七、九……」


    　恩野が手帳に記された手順で階層ボタンを押す。


    『異世界に通じるエレベータ』は、ゆっくりと上昇を始めた。
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    　まず、エレベータは操作どおり三階に到着した。


    　ぴぽんと音を立て、灰色のドアが開く。


    　道みち隆たかと二人の刑事は身構えたが、そこには何の変へん哲てつもない『オフィスビルの三階』の光景が広がっていた。


    　箱の中から視認できる範囲の様子を、道隆は観察する。


    　少し前方に、鉄製と思おぼしきドアが見える。その脇わきには観葉植物を植えた鉢が置かれている。


    　ドアには何の表示も記載されていない。


    　──その程度だ。特に見るべきものはない。


    　数秒ほど待っていると目の前のドアが閉まり、次は七階に向けて上昇を開始する。


    「……なあ。疑問なんだが」


    　独特の浮遊感が漂う中で、時とき田たが口を開いた。


    「へんてこなエレベータなんて作って、そのカモフラージュのためだけにビルを丸々一棟まで建てて。……作った張本人がどんな奴やつなのかは知らないが、いったい目的は何なんだろうな？」


    　それは、最初の最初から道隆も疑問に思っていた。


    　どれほどの資金がかかったのか知らないが、こんな妙な施設を作りあげた意味。


    　そして、ネットにあんな凝こった仕掛けをした意味。


    　ダミーにビル一棟を建てるということは、世間からは、何が何でもこのエレベータの存在を隠いん蔽ぺいしたいという意味だ。


    　しかし同時に、ネットにあんな仕掛けをするということは、あのページを突破したものにはこのエレベータに辿たどり着いてもらいたいという意味でもある。


    　七階に到着し、ドアが開いた。目の前には先ほどと同じように、何の変へん哲てつもないオフィスビルの光景しか映らない。数秒待つとドアは再び閉じ、移動を開始する。


    「……人間を、選別してるってことでしょうね」


    　箱上部で順番に点滅してゆく階層表示を見上げながら、恩おん野のが呟つぶやく。


    「あのサイトに出てた問題クイズ、すべて現実離れした超常や神話、『正体不明オカルト』に関わるものでした。このエレベータを作った人間は、とにかく『現実離れ』した感性の人間をここに呼び寄せたかったのではないでしょうか」


    「現実離れ、っていうのは？」


    　時田が怪け訝げんな顔をする。


    「現実逃避ってことか？」


    「逃避、とは違うでしょう」


    　道隆が割って入る。


    「辛つらい現実から逃げたいというような、そんな後ろ向きな意志ではない」


    　草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよくは、いつもずっと遠くを見ていた。


    　しかしそれは自分の背後ではなく、必ず前方。


    　彼女はその水晶のような瞳ひとみで、世の中の人間の誰よりも、遥はるか彼方かなたを見つめていた。


    『破滅的な美女クラツシユビユーテイ』は、ただひたすらに彼ひ岸がんを追い求めている人間だった。


    「現実から逃げるのではなく……そう、もう世の一切を俯ふ瞰かんして、現実に飽きているような」


    　道みち隆たかは続けた。


    「これを作った人間は、そういう人間を探しているんじゃないでしょうか」


    「……観念的すぎる」


    　時とき田たは諦あきらめたように溜ため息をついた。


    「俺には理解できない世界だ」


    「まあ、先輩には敷居が高いでしょうね」


    　恩おん野のが小馬鹿にした口調で言うと、時田はいきり立つ。


    「偉そうに言うけどな、君はわかるのか？　こんな馬鹿げたもんを作る奴やつの神経が」


    「神経は永遠にわからないと思いますが」


    　そう言って、小さく首を傾かしげ、恩野は続けた。


    「そいつの正体は、何となく見当が付いてきました」


    「なに？」


    　いきり立っていた時田は、ぽかんとした顔になって部下を見た。


    　同じく虚きよを突かれた道隆も、ショートヘアの女性刑事の横顔を見る。


    「恩野くん、どういうことだよ」


    「きっと、このエレベータを作ったのは、どこかの秘密組織の人間ですよ」


    　時田の顔を見ながら、恩野は囁ささやくように言った。


    「あるいはどこかの秘密組織から逃げてきた人間。そいつは組織の金や技術を持ち逃げして、何年も前からこの町に潜せん伏ぷくしている。そして、持ち逃げした莫ばく大だいな資金でこんな阿あ呆ほうなビルを建てて、阿呆なエレベータなんか作って、阿呆なウェブサイトまで作っちゃって、何か壮大に阿呆な計画を立ててるんです。その計画とは……そうですね。たとえば組織にいた時代に諦めきれなかった阿呆な研究を続けているとかは、どうでしょう」


    　そう言って、恩野は黙った。


    　時田は返す言葉に困っているようで、複雑な表情をしたまま口を開かない。


    　道隆も同じだった。


    　緩ゆるやかに移動している箱の、低い駆く動どう音おんのみが聞こえている。


    「……なんちて」


    　しばらくの沈黙の後、恩野はぺろりと舌を出し、唇くちびるの端を舐なめた。


    「どうでした、今の話？　即興にしてはうまくできてたでしょう」


    「……恩野くん。何度でも言うけどな」


    　部下の顔を見ながら、時田は苦々しげに首を振る。


    「あまり、上司をからかうのはやめろ」


    「そう簡単にはやめませんよ」


    　恩おん野のはけらけらと笑った。


    　その笑顔を、道みち隆たかは複雑な表情のままで見つめていた。
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    「さあて、そろそろ終盤です」


    　エレベータが何度目かの上下運動を繰り返した頃、恩野が口を開く。


    「いよいよ待っていますよ、異世界とやらが」


    「……そ、そうだな」


    　うきうきとした様子の恩野に、時とき田たが上うわ擦ずった声で相あい槌づちを打つ。


    　鬼おに瓦がわらの顔が、情けなく歪ゆがんでいる。


    「もうすぐ最上階の扉とびらが開きます」


    　他ひ人と事ごとのように、恩野が解説する。


    「恐らくそこにもこれまでどおり、何もありません。そしてドアが閉まり、一階のボタンを押すと箱は下降。しかし一階を通り過ぎて地下へと潜り、そこに異世界が待っていると」


    　道隆は頷うなずき、階層表示ランプを見上げる。


    　七、八、九と、点灯が切り替わってゆく。


    「では、気合いを入れていきましょう。……はい、まずは最上階に着きましたー」


    　十のランプが点灯し、ゆっくりとドアが開いた。


    「まあ、まだ前座ですねぇ。ココにはまだ何も……」


    　得意げに解説を続けていた恩野の言葉が、止まった。


    「……え……」


    　ぽかんとした表情のまま、恩野は凍り付いたように固まる。


    　それは時田も、道隆も同じだった。


    　質素な廊下。鉄製の扉。脇わきに置かれた鉢植え。


    　最上階の、ドアの外に広がる光景は、それまでと全く同じだった。


    　しかし。


    　最上階にはたった一つだけ、他のフロアと違っていた点があった。


    　灰色のドアが開いた、その先には。


    



    　──赤い服の女が立っていた。


    



    ●×階に到着して扉とびらが開くと、一人の女性が箱に乗ってくる。


    　注！　その人には、決して話しかけてはいけない。


    



    　道みち隆たかと、恩おん野のと、時とき田たの顔を順繰りに眺めながら。


    　真っ赤な外がい套とうを羽織ったその女は、ずるりと箱の中に這入はいってきた。


    「わ、わああぁぁぁっ!!」


    　叫んだのは、時田だった。


    　体当たりするような勢いで、箱の壁へと縋すがりつく。


    　赤い服の女は、ゆるゆると時田の顔を見た。


    「な、なんだお前はーッ!!」


    　甲高い悲鳴をあげながら、時田は懐ふところに右手を入れようとする。


    　拳けん銃じゆうを取り出すつもりなのだろう。


    　しかしその動きよりも、『赤い服の女』がその手に持つ缶のようなものを時田に向ける動きのほうが素早かった。


    「うがっ……!?」


    　スプレー缶の先端から噴射した霧を顔面に浴びた途端、時田の身体からだが大きく傾かしぐ。


    「とっ、時田刑事っ！」
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    「先輩ッ！」


    　道みち隆たかと恩おん野のは揃そろって声を上げる。


    「うぅ……」


    　間の抜けた表情になって白目を剥むき、不ふ動どう明みよう王おうのような巨きよ躯くが床に崩れ落ちた。


    　直後、エレベータのドアがゆっくりと閉まり、箱は静かに閉ざされる。


    「……………………」


    　道隆と恩野は、左右から赤い服の女を囲んだまま微動だにしない。


    「……せっかくここまで辿たどり着いたのに、無ぶ粋すいな真ま似ねをしないでもらいたいわね」


    　倒れた時とき田たを見下ろす赤い服の女の口から、しわがれた声が漏もれた。


    「死にはしないから安心しなさい。……ああ。もう喋しやべってもいいのよ。ゲームは終わり」


    　一言も発さず自分を凝ぎよう視ししている道隆と恩野に、赤い服の女は交互に告げる。


    「だから、貴方あなたたちも無粋な真似はやめてね」


    　そして、女は時田を昏倒させたスプレー缶を懐ふところに仕舞った。


    「さて。あとはこれを押すだけ」


    　そう言いながら、後ろ手で階層の一階ボタンを押す。


    　エレベータは静かに下降を開始した。


    「まさかこの短期間で、こんなに多くの人間が、自力でここに辿り着いてくれるだなんて」


    　ねっとりとした声で言いながら、女はうっすらと笑った。


    「凄すごいわ。本当に凄い。何年もかけて作った甲か斐いがあったわ」


    「……あ……あなた……」


    　赤い服の女に向け、恩野がようやく口を開く。


    「矢や生お……比ひ沙さ子こ……ッ！」


    「あら」


    　意外そうに目を細め、矢生と呼ばれた女は恩野の顔を見た。


    「どうして私の名前を？　……ああ。貴女あなたも『組織』の人間なのね。昨日の男と同じように」


    「え……？」


    　恩野の表情が強こわ張ばる。


    「昨日の男、って……？」


    「まあ、いいわ」


    　さして興味のなさそうな声で言いながら、矢生は階層表示ランプを見上げる。


    「組織の人間だからって、ここまで辿り着いた功績を認めないわけにはいかないからね」


    　釣られて道隆もランプを見る。


    　点灯するランプは一階に到着したことを指し示していたが、エレベータが止まる様子はない。


    　──存在するはずのない地下に向かって、まだ下降しているのだ。


    「…………ッ！」


    　道みち隆たかの視界の隅で、恩おん野のが小さく動きかけた。


    「ちょっと。無ぶ粋すいな真ま似ねはやめてと言ったでしょう？」


    　落ち着いた声で言いながら、矢や生おは恩野に向けて手をかざす。いつの間に取り出していたのか、今度はその手に小型の拳けん銃じゆうが握られている。


    「くっ」


    　スーツのポケットに右手を入れようとしていた恩野は、黙って動きを止める。


    「危ないものは、没収ね」


    　冷静な微笑ほほえみを浮かべながら、矢生は空いた手を恩野のスーツの内側に突っ込む。


    「もう少しで着くからね」


    　恩野の胸元からオートマチック拳銃を取り出した矢生は、子供に言い聞かせるように囁ささやいた。


    　そして、更に数十秒ほど後。


    　ぴぽん、と音がして、エレベータが停止すると、灰色のドアがゆっくりと開かれる。


    　その先は今までと違い、薄暗い明かりによって仄ほのかに照らされていた。


    「ゲームクリアよ。楽しんでもらえたかしら」


    　道隆と恩野の顔を見ながら、矢生はうっすらと微笑んだ。


    「ようこそ、『異世界』へ」

  


  
    ●──宮みや本もと司し郎ろう──


    



    　ぼぉぉ、ぼぉぉ。


    　どこからか、不快な鳴き声が聞こえてくる。


    　辺りには、腐った臓ぞう物もつのような異臭が立ち込めている。


    　真っ暗闇の空には、同じく真っ黒な色をした太陽が浮かんでいる。


    　真っ暗闇のはずなのに、なぜか辺りの様子が見える。


    　見えてしまう。


    　──なんだ、ここは。


    　自分の足下を見る。


    　ニンジンに人の顔を張り付けて足を生やしたような奇怪な生き物が、ぼんやりと自分を見上げている。


    　──なんだ、こいつは。


    　なんだか恐ろしくなり、その生き物を足で踏みつぶす。


    　きぃきぃきぃぃぃ！


    　奇怪な生き物は、この世のものとは思えないような悲鳴をあげる。


    　たまらず耳を塞ふさぐが、その張り裂けるような不ふ協きよう和わ音おんは一向に小さくならない。


    　頭ず蓋がいを貫通して脳まで揺らされそうな阿あ鼻び叫きよう喚かんに、思わずその場へと倒れこむ。


    　ぼぉぉ、ぼぉぉ。


    　奇怪な生き物の悲鳴に混じり、またあの音が聞こえた。


    　激痛に悶もだえながら目を開けると、右目が四つ、左目が九つある獣けものたちがいた。


    　醜しゆう悪あくな獣臭を放つ何十匹ものそいつらは、ぐるりと自分の周りを囲んでいる。


    　ぼぉぉ、ぼぉぉ。


    　──やめろ。やめろ。


    　獣たちの口から漏もれる粘ねばついた涎よだれが、ぼたぼたと自分の顔に垂れてくる。


    　四つの右目と九つの左目から流れる白はく濁だくした涙が、どろどろと自分の身体からだを穢けがしてゆく。


    　──助けて。誰か。


    　腐った草原の向こうから、一人の見知らぬ男が歩いてくる。


    　──助けてくれ。助けて。俺を。


    　しかし歩いてきた見知らぬ男は、自分の目の前で立ち止まる。


    　腕を組んで顎あごに指を当て、自分を見下ろしながらにやにやと笑う。


    　喘あえぎながら別の方角を見ると、草原の向こうに、なにか白い人形ひとがたのようなものが見えた。


    　それは踊っている。くねくねくねくねと踊っている。


    　──なんだ、あれは。なんで、あんなものが。どうしてそんな形を。そんな動きは。


    　視神経を根こそぎ千ち切ぎられたような激痛が走るが、目を逸そらすことができない。


    　白いくねくねの背後の湖が飛沫しぶきをあげ、巨大な化け物が這はい出してくる。


    　蝙蝠こうもりのような羽と牙きばを備えた小山のような巨きよ躯くをした蛸たこの怪物は、暗黒の大空を切り裂くような凄すさまじい咆ほう哮こうをあげる。ぼぉぉ、ぼぉぉ！　きぃきぃきぃきぃぃぃ！　毛むくじゃらの獣と人面植物の悲鳴が重なる。襤ぼ褸ろ切れを羽織った老婆たちが金色の喇らつ叭ぱを吹きつつ金切り声をあげ、自分を見下ろしていた紳士がげらげらと笑い始める。鼓こ膜まくが破れそうになる。いや破れたほうがましだ。吐き気を催すような内臓の腐臭が強くなる。違う。獣たちが自分の内臓を食らっている。真っ黒な龍りゆうが紫色の酸を吐き出して自分の身体を溶かす。生まれて初めて見る形をした混こん沌とんの生き物が這い寄ってきて自分に頬ほお擦ずりし、暗黒の空では黒い太陽が光を放たず、すべての名めい状じようしがたき有う象ぞう無む象ぞうが自分を見ている。


    　──ああ、そうか。ここは。


    　異い形ぎようの百ひやつ鬼き夜や行こうの中心で、その身と心のすべてを蹂じゆう躙りんされながら。


    　──地獄か。


    　めくるめく異世界の中で、宮みや本もと司し郎ろうは思った。

  


  
    ●──恩おん野の美み奈な──


    



    　後ろから拳けん銃じゆうを突きつけられたまま、恩野は道みち隆たかと薄暗い廊下を進む。


    「もう少しで着くからね」


    　背後から、矢や生お比ひ沙さ子この静かな、しかし油断のない声が聞こえる。


    「……先輩は、本当に大丈夫なんでしょうね」


    　歩かされながら、恩野は用心深く尋ねた。


    「大丈夫よ、致死性のものじゃないから。何もしなくても、半日もすれば目を覚ますわ」


    　矢生は興味のなさそうな声で答える。


    　──失神した時とき田たの巨きよ躯くは、今もエレベータの箱の中に独り放置されている。


    　図体だけが取り柄の脳みそ筋肉が倒され、拳銃も奪われ、目下のところ反撃の手はない。


    「……一つ、伺うかがいたいんですが」


    　恩野の隣を歩いている道隆が口を開いた。


    「あなた……矢生さん、でしたっけ。いったい何者なんです？」


    　いつ後ろから撃たれてもおかしくない状況にもかかわらず、その口調は落ち着いている。


    「あなたと恩野刑事は状況をある程度理解しているようですが、僕はまったく蚊か帳やの外です。なんだか悔くやしいので教えていただけませんか」


    　さっき錯乱してあっさり気絶させられた阿あ呆ほうに爪の垢あかを煎せんじて飲ませたい、と恩野は思った。


    「私はね。昔、ある非合法な組織に所属していたの」


    　道隆の言葉に気分を害した様子もなく、矢生は語り始めた。


    「世間の『正体不明オカルト』を蒐しゆう集しゆうして研究解明し、その技術を切り売りしてお金を稼かせぐっていう、とっても馬鹿馬鹿バカバカしい組織。その名も秘密結社ダァバール」


    「『神は言ったダアバール』？」


    　矢生の言葉を、ゆっくりと反復し。


    「なるほど。それは大たい概がい、馬鹿馬鹿しいですね」


    　背中に銃口を向けられながら、道隆は不敵に唇くちびるを歪ゆがめた。


    「今から三年前。私はお金を稼ぐことしか考えていない組織の幼稚な考え方に嫌気がさしてね、組織を辞めることにしたの。餞せん別べつとして、組織の技術とお金の少しだけを頂いて」


    「少し、じゃないでしょう」


    　恩野は口を挟んだ。


    「辞めたのでもありません。あなたは組織の技術の粗方のコピーと、資金の三分の一をちょろまかしてドロン。完全に裏切りです。そりゃあ組織も血ち眼まなこになって行方ゆくえを追いますよ」


    「退職金は多いに越したことはないからね」


    　悪びれもせず、矢生は嘯うそぶく。


    「で、この町に隠れた私は本ほん懐かいである『正体不明オカルト』研究に明け暮れていたというわけ」


    　矢や生おはくつくつと笑った。


    「ねえ君。こんな話、冗談だって笑う？」


    「笑いませんよ」


    　真ま面じ目めな顔で、道みち隆たかは答えた。


    「この町はね、昔っからそうなんです。ＵＦＯは落ちてくるわ、吸血鬼が引っ越してくるわ、旧世界の邪じや神しんが眠っているわ、犯罪界のナポレオンが棲すんでるわ、とにかくいっつも馬鹿げた事件ばかりが起こるんですよ。まったく、磁場か風水か陰おん陽ようか龍りゆう脈みやくか波動関数か、あるいはそれらすべてが悪いのかは知りませんがね。半年ほど前には凶悪な怨おん霊りようがやってきた上に、連続殺人も起きました。僕の何より大切だったものも壊されましたよ」


    　淡々とした調子で言う道隆の横顔を、恩おん野のは黙って見つめる。


    　嘘うそや冗談を言っている表情ではなかった。


    「だから、矢生さん。僕にとって、この町にとって、今さらショッカー紛まがいの秘密結社どうのこうので驚くようなことは、何一つないんですよ」


    「……なかなかおもしろいわね、君」


    　背後から聞こえる女の声は、心から楽しそうだった。


    「うん。君なら、きっと順応できる」


    　弾はずんだ調子で囁ささやくが、恩野にその言葉の意味はわからない。


    「さて、そろそろ着くわ」


    　矢生の言葉と同時に、通路の終わりが見えてくる。


    　突き当たりには、金属製の大きなドアが佇たたずんでいた。


    「自動だから、遠慮せずにそのまま進んで入ってね」


    　背後から拳けん銃じゆうを突きつけたまま、矢生はやんわりと言った。


    　恩野と道隆は、黙ってドアの前に立つ。


    　矢生の言葉どおり、金属製のドアが自動で開いたと思った瞬間。


    　人間のものとは思えない悲鳴が聞こえた。


    



    　　　　　　　　　　▲


    



    　その部屋は一瞬だけ、どこかの大病院の医療室を連想させた。


    　各所に大小様々なモニタが設置され、至るところで赤と緑のランプが点灯している。


    　天井には幾つもの大型スポット電球がせり出しており、部屋の中を煌こう々こうと照らしている。


    　隅に置かれたガラス棚には様々な薬品が陳列されている。


    　部屋の中央には電動式の、大きな診療台が三つ並んでいる。


    　しかし恩おん野のの瞳ひとみに、その部屋が医療室のように映ったのは本当に一瞬だけだった。


    



    　恩野は言葉を失っていた。


    　その部屋の壁には緑や赤や紫の、様々な色の液で満たされたパイプが縦じゆう横おう無む尽じんに走っていた。


    　部屋の天井からは、何十本ものゴムホースが下の診療台に向けて伸びていた。


    　そして──中央の診療台に拘こう束そくベルトで縛しばり付けられた人間の頭には、どす黒い色をした、金属製の、棘とげだらけのヘルメットが被かぶせられていた。


    「おあぁぁぁぁ！　あああああおおぉぉぉ……！」


    　悲鳴をあげる男の全身は絶え間なく痙けい攣れんし、拘束ベルトを激しく軋きしませていた。


    　醜しゆう悪あくなヘルメットのせいで顔の上半分は見えないが、その口からは嘔おう吐と物ぶつの混じった泡がぶくぶくと噴き出していた。


    「み……ッ」


    　悪夢のような光景に十秒近く釘くぎ付けになった後、ようやく恩野の咽喉のどから震える声が漏もれる。


    「宮みや本もとさんッ……!?」


    　だが、悲鳴を上げながら診察台を軋ませる男の耳に、恩野の声が届いた様子はない。


    　届くわけがない。


    「……宮本先生……!?」


    　隣の道みち隆たかも、呆ぼう然ぜんとした声で呟つぶやいた。


    「やっぱりこの男、組織ダアバールの人間だったのね」


    　部屋に入ってきた矢や生おがゆっくりと前に出て、診療台に歩み寄る。


    「あ、あんた……宮本さんに何を……」


    「見てのとおり。連れていってあげてるのよ、異世界に」


    　激しい痙攣を続ける男のヘルメットを、玩がん具ぐのように撫なでる。


    「ど、どうやって。宮本さんは処理班イレイザーのはずなのに……」


    　目の前の光景が信じられず、恩野は茫ぼう然ぜんと呟く。


    　組織により抹まつ殺さつ者しやとしての人体改造を施ほどこされた処理班イレイザーは、とても常人では太刀打ちできないほどの身体能力を持っているはずだ。


    「さっきの彼と同じよ。ここに来るなり暴れようとしたから、薬で黙らせただけ」


    　赤い服の女は、懐ふところから先ほどのスプレー缶をちらりと見せる。


    「懐かしい響きだわ、処理班イレイザー。……でも、身体能力が突出していたところで、神経の作りは人間すべて一緒よ。組織で技術屋をやっていたわたしの前では、俎まな板いたの上の鯉こいよ」


    　恩野の心中を読んだように、矢生は薄く笑った。


    「でも……なぜかしら。彼の脳は、異世界を拒絶してる。おかしいわね、あの試験をクリアしたのなら、この電脳換身リインカネーシヨンに成功するはずなのに……」


    　咽喉のどが裂けそうな絶叫を続ける宮みや本もとの身体からだを、実験動物を見るような冷たい目で観察する。


    「転生リインカネーシヨン……？」


    　恩おん野のの隣で、道みち隆たかがその単語を反復する。


    「ふざけるな。今、その人がされていることの、どこが転生リインカネーシヨンだというんだ」


    　拳けん銃じゆうを突きつけられてなお平然としていた少年の表情も、今は青ざめていた。


    　──転生リインカネーシヨン。


    　その単語が輪りん廻ね転てん生せいを意味するということぐらいは、恩野も知っている。


    「彼の意識は今、無限の世界に旅立とうとしているのよ」


    　歌うような調子で、矢や生おは言った。


    「肉体に縛しばられる不完全な物質世界から、思ったことが何でも叶う万能の電子世界へと」


    　手に持った拳銃の銃口で、部屋の一角を指さす。


    　恩野と道隆は、同時にそちらへと目を向けた。


    　そこには巨大なドラム缶のような、銀色の筒が何本も聳そびえていた。


    　それが何なのかを瞬時に察し、恩野は再び、診療台に縛り付けられた人間の姿を見る。


    　宮本の頭に被かぶせられたヘルメットから伸びたいくつもの管は、すべて銀色の筒たちの一本に集約されて直結していた。


    「あれこそが、人類の次なる舞台ステージ」


    　矢生はうっとりとした視線で筒たちを眺める。


    「一つ一つが、一人一人が７５０ゼタバイトの世界を持つ、夢の世界。あれに成った人間は、エネルギー供給の続く限り、あらゆる知識と快楽を取捨し続けられる」


    　恩野の背筋が怖おぞ気けだった。


    　人間の知識を、心を、魂を機械に移す。


    　それが──この女にとっての、異世界転生リインカネーシヨン。


    「これが、……こんなものが、あなたの研究の本ほん懐かいだというのか」


    　銀の筒と、部屋の中央で絶叫しながら痙けい攣れんする男を見比べ、道隆は吐き捨てる。


    「そうよ。でも、まだまだ不完全な部分が多い」


    　矢生は少しだけ表情を翳かげらせる。


    「ほぼすべての人間の脳が、拒絶反応リジエクシヨンを起こすのよ。ここの彼みたいに。私も今まで何十人か繋いできたけれど、全員ショック死してしまった。どうやっても、途中で脳波が乱れてしまうのよ。理論上は問題ないはずなのに」


    　その言葉に、罪悪感など微み塵じんも感じられない。


    「けれど私は、とうとうその原因を突き止めた」


    　矢生は、唇くちびるを歪ゆがめて嗤わらった。


    「人間が電脳換身リインカネーシヨンを拒絶するのは、この世界に未練があるからなの。異世界に行ってみたいと、本気で思っていないから。完全な電脳換身リインカネーシヨンを受け入れられるのは、この世界に何の未練もない、この世界に完全に飽きている人間だけなの」


    　その言葉で、恩おん野のは気づいた。


    「まさか……それで、あのサイトを作ったと……？」


    「あら、物わかりのいい子ね」


    　矢や生おは満足げに微笑ほほえむ。


    「あのサイトは、私が結論づけた適性試験の究極。あのサイトに辿たどり着いて、あの量の問題にすべて解答し、最後に『この世界での死など怖くない』と覚悟を表明できた人間なら、電脳換身リインカネーシヨンに必ず順応できると思った……でも」


    　言いながら、診療台の上で痙けい攣れんを続ける宮みや本もとに目を落とす。


    「でも、なぜか彼は駄目みたい。どうしてかしら？　……ああ」


    　そこで真実を悟ったように、矢生は微かすかに目を見開いた。


    「わかった。きっと彼、イカサマしてここに来たのね。……考えてみれば当然だわ。今までに一人も辿り着けなかったあの適性試験をクリアできる人間が、この数日でいきなり何人も出てくるわけがない……」


    　途端に冷たい眼になり、その手を宮本の頭に被かぶせられたヘルメットにかける。


    「異世界に行く権利を持たない偽にせ物ものが、よくも騙だましてくれたわね！」


    　指に力を込めた矢生は、その禍まが々まがしい物体を力任せに引き剥はがした。


    「おおぁ！　あおぉぉ！」


    　ぶちぶちと音を立て、宮本の頭から何本ものチューブが千ち切ぎれる。


    　中には頭ず蓋がいに直結されていたものもあったらしく、その両りよう側そく頭とうからどろりと血が滴したたった。


    「み、宮本さんッ」


    　その光景に、恩野の顔から血の気が引く。


    「あ……ああ……ぁ……」


    　しかし宮本の身体からだからは、それまで絶え間なく続いていた痙攣がぴたりとやんでいた。


    　先ほどまで咽喉のどから迸ほとばしっていた絶叫も薄れ、次第に呼吸が浅くなってゆく。


    　頭からの出血こそ大怪け我だろうが、その身体は明らかに落ち着きを取り戻していた。


    　まるで──さっきまでの苦痛に比べれば、こんなのはなんてことないとでも言うように。


    「……う……ぐ……」


    　小さく呻うめいた宮本の腕が、よろよろと宙に掲かかげられた。


    　意識を取り戻したらしい。


    「宮本さん！」


    「……お……」


    　恩野が叫ぶと、その瞳ひとみが緩ゆるやかに開かれた。


    「恩おん野の……か……？」


    「宮みや本もとさん！　大丈夫ですかッ」


    　駆かけ寄りたかったが、診療台の隣では矢や生おが用心深く拳けん銃じゆうを握っている。


    「あ……あぁ……」


    　息も絶え絶えながら、宮本は診療台から起き上がった。


    「なんとか、助かった……もう少しで、あいつらに……、……え……？」


    　恩野に向けて何かを言おうとしたが、不意にその瞳どう孔こうが収縮した。


    「う……嘘うそ……だ……」


    　ぶるぶると、その全身が震え始める。


    　宮本の瞳ひとみは釘くぎ付けになったように、恩野が立っている少し横の辺りを凝ぎよう視ししていた。


    「…………？」


    　恩野と道みち隆たかは釣られて横を見てみるが、その空間には何もない。


    「いる……」


    　泣き出しそうな声で、宮本は呟つぶやく。


    「あ、あいつらが……目玉だらけの獣けものが……白いくねくねしたやつが……蛸たこの化け物がッ！」


    　何もない空間を見つめながら身を引きずり、診療台から転げ落ちる。


    「や……やめろ……もう来るな……ひぃッ」


    　その顔は、まるで幼おさない子供が暗闇を怖がるような。


    「やめろ……ッ！」


    　百パーセントの、純粋な恐怖に歪ゆがんでいた。


    「来るなアアアァァァッ!!」


    　さっきまでと同じ絶叫をあげ、宮本は駆け出した。


    　恩野の横を走り抜け、ドアから一いち目もく散さんに飛び出す。


    　すれ違いざま、恩野が最後に見たその横顔からは、完全に正気が失われていた。


    「情けない男。きっと、電脳換身リインカネーシヨンの途中で見た異世界の欠片かけらが脳に残ってしまったのね」


    　つまらなそうに言いながら、矢生は逃げ去る宮本の後ろ姿を冷たい眼で見送った。


    「自我の弱い半はん端ぱ者もの。死ぬまで不完全な異世界に寄生されていればいいのよ」


    　──異世界の欠片が、死ぬまで脳に残る。


    　酷こく薄はくに言われたその言葉がどれだけ恐ろしい状態を指すのか、恩野には想像できない。


    「では、次に行きましょうか」


    　銃口を恩野と道隆に交互に向け、矢生は何の問題もないといった顔をする。


    「次……？」


    　道隆が怪け訝げんな目を向ける。


    「当然でしょう。時間は有限よ。せっかく優れた人材が残っているのだから、実験はどんどん続けないとね」


    　矢や生おは三つの診療台のうち、宮みや本もとが寝かされていたものの隣の台に歩み寄る。


    　その診療台には、真っ白なシーツが掛けられている。


    「……まさか……次は僕らってことか？」


    　道みち隆たかが呟つぶやき、その言葉の意味を察した恩おん野のも表情を強こわ張ばらせる。


    　──次は、自分か桜さくら井いのどちらかを、あの診療台に乗せて実験するつもりなのだ。


    「違うわ」


    　しかし恩野の予想に反し、矢生は持っていた拳けん銃じゆうを立てて横に振ってみせる。


    「もちろん、後で貴方あなたたちにも協力してもらうけど。ものごとには順序がある」


    　拳銃を持ってないほうの腕が、診療台に掛けられているシーツに伸びた。


    「実験の再開は、この子からよ」


    　純白のシーツが勢いよく剥はぎ取られる。


    「な……」


    　恩野と道隆は絶句した。


    　頭に禍まが々まがしいヘルメットを被かぶせられた少年が、診療台に縛しばり付けられていた。


    



    　　　　　　　　　　▲


    



    「あの男の子……まさか」


    　小さな体たい躯くを見ながら、道隆は呻うめくように言った。


    　確認するまでもなく、恩野は知っている。


    　ほんの数日前に話したことのある少年だった。


    　──草くさ薙なぎ慎しん一いち。


    「あんた、本当に頭がおかしいのッ!?」


    　なぜ少年がここにいるのかなど、考える余裕はなかった。


    　診療台横の操作盤コンソールに指を伸ばす矢生に向け、恩野は叫んだ。


    「子供よ！　中学生！　順応なんて、できるわけないでしょうがッ！」


    「年齢の問題ではないの」


    　手際よく操作盤コンソールのボタンを押してゆきながら、矢生は淡々と答える。


    「大事なのは資質。いくら成熟していてもこの世界に未練があれば無駄だし、いくら若くてもこの世界に飽きていれば順応。とりあえず数をこなせば、下へ手たな鉄砲も当たるかもしれないし」


    「ふっざけ……ッ！」


    　激高した恩野は診療台に向かって駆かけ出したが、乾いた音がした瞬間その場につんのめる。


    　撃ち抜かれたパンツスーツの太ももから血が流れ、じわりと床に広がってゆく。


    「ほら、こんな風に」


    　銃口を恩おん野のに向けたまま、矢や生おは小首を傾かしげてみせた。


    「ぐっ……」


    　なんとかして診療台まで近寄ろうとするが、這はって辿たどり着ける距離ではない。


    「恩野さん！」


    「大丈夫よ、殺しはしない」


    　恩野のもとに駆け寄ろうとした道みち隆たかに銃口の先端を移しながら、矢生は静かに言う。


    「殺すのは、貴方あなたたちが電脳換身リインカネーシヨンに適していないと判明した後だから」


    　もう片方の手を、そろりと操作盤コンソールに這わせる。


    「それでは、次の実験を行いましょう」


    　そう言って、矢生比ひ沙さ子こは躊躇ためらいなくボタンを押した。


    　診療台に縛しばり付けられた少年の身体からだが、びくりと痙けい攣れんした。

  


  
    ●──草くさ薙なぎ慎しん一いち──


    



    「……う……うん……？」


    　目ま映ばゆい光の中で、慎一は目を覚ました。


    「……こ……ここは……？」


    　頬ほおには軟らかな土の感触があり、何かの花の匂においが鼻び孔こうをついた。


    　どうやら自分は、どこかの草原に寝転んでいるらしい。


    「な……なんで、こんなとこに」


    　あのエレベータが到着して扉とびらの開いた先にとても怖い女の人がいて、何かのスプレーのようなものを噴射されたことまでは覚えている。


    「……え……」


    　もぞもぞと立ち上がって辺りの様子を見回した慎一は、絶句して凍り付いた。


    　空には、真っ赤な雲がごうごうと流れていた。


    　天からは多くの光の柱が降り注いでいるが、太陽はどこにも見当たらない。


    　遥はるか彼方かなたに聳そびえる山脈の上では、金色の龍りゆうが鈍にび色いろの炎を吐きながら踊り回っていた。


    「な……なに、ここ」


    　きぃ、きぃ。


    　何やら奇妙な鳴き声が聞こえ、足下を見下ろす。


    「わぁっ!?」


    　ニンジンのお化けのような生き物が、もぞもぞと動き回っていた。


    「わ、わ、わ……っ」


    　こちらの顔を見ながら恨めしそうに鳴き続けるニンジンお化けから、じりじりと後ずさる。


    　ぼぉぉ。ぼぉぉぉ。


    「ひっ！」


    　背後から別の鳴き声が聞こえて振り返ると、そこには目玉が十個以上もある山や羊ぎがいた。


    　音楽の教科書でしか見たことのないような、古くさい服装の外国人紳士が笑っていた。


    　ぼんやりと人の形をした白いものが、くねくねくねくねと踊っていた。


    　蝙蝠こうもりのような羽と牙きばを生やした巨大な蛸たこの化け物が、どろりと濁にごった眼で慎しん一いちを見ていた。


    　この世の何にも似ていない形をした生き物が、ずりずりとこちらに這はい寄ってきていた。


    「こ、ここって、まさか」


    　ひょっとして、ここは。あの。


    「や、やだ」


    　ぐるぐると視界が回る。


    　どっちを向いても化け物がいる。


    　きぃ、きぃ、きぃぃぃ。ぼぉぉ、ぼぉぉ。げらげら、げらげら。くねくね、くねくね。


    　耳を塞ふさいでも、鳴き声や笑い声は止まらない。


    　異い形ぎようの百ひやつ鬼き夜や行こうが、ぐるりと慎一を取り囲む。


    



    「やだあぁぁぁ──っ!!」


    



    　めくるめく異世界の中で、慎一は悲鳴をあげた。


    



    　──おや、おや。


    



    　どこかから、声が聞こえた。


    



    　──何やら大きな叫び声が聞こえたから、誰かと思えば。


    



    「えっ……」


    　幻げん聴ちようかと思った。


    　その声は。


    



    　──ああ、そうか。もう、こんな時間なのだね。


    



    　慎しん一いちの、目の前に立っているのは。


    　七色の草花に爛らん々らんと彩られた広大な草原で、ひらひらとスカートをはためかせているのは。


    



    　──少しだけ愉たのしかったものだから、時が経たつのを忘れてしまっていたよ。


    



    「……ひどいよ。どこまで自分勝手なの」


    



    　──ごめんよ。


    



    「僕が、どれだけ心配したと思ってんの」


    



    　──本当にごめんよ。お前を泣かせてしまうつもりなんて、なかったのだけれど。


    



    「……泣いてなんか、ない」


    



    　──そうだね。


    



    「……晩ごはんまでには帰ってきてねって、言ったじゃん」


    



    　──そうだね。


    



    　懐かしい声は、慎一に優しく告げた。


    



    　──そろそろ、この少し愉たのしい夢も終わりにしよう。

  


  
    ●──矢や生お比ひ沙さ子こ──


    



    　絶え間なく痙けい攣れんを続ける少年の姿を、矢生はうっとりとした顔で見つめる。


    　──目の前でまた、一人の人間の魂が異世界に導かれようとしているのだ。


    　昔から、ここではない世界に旅立つのが夢だった。


    　異世界はきっと、人間が生なま身みを超えた先の電脳にある。


    　そう信じた矢生はひたすら、脳科学と電子工学を研究し続けた。


    　倫理も良心もかなぐり捨て、非合法な組織にも身を売った。


    　そうまでして追い求めた矢生の本ほん懐かいが、今また一つ遂げられようとしている。


    「……？」


    　だが、診療台に縛しばり付けた少年の様子を観察していた矢生は、ゆっくりと眉まゆを顰ひそめた。


    　びくびくと痙攣を続けていた小さな身体からだが突然、震えるのをぴたりと止めたのだ。


    　──精神シヨツク死？


    　違う。横たわった少年の薄い胸は、微かすかな上下を続けている。


    　ならば、これは。


    　──順応？


    　反射的に、研究室の隅に聳そびえる銀の筒を見やる。


    　──電脳換身リインカネーシヨンに、成功した？


    　──少年の魂は完かん璧ぺきに、異世界に移った？


    「……やったわ」


    　その口から笑みが漏もれる。


    「素晴らしい。なんてこと。こんな短期間に、二人も異世界への資格を得るだなんて」


    　高笑いしながら、矢生は立ち尽くす女性刑事と男子高校生を睥へい睨げいする。


    「見なさい。これこそが人類の次なる高みよ。脳の新たなるステージ。これこそが……」


    　しかし矢生の哄こう笑しようは、すぐに小さくなってゆく。


    「……どうしたの」


    　人類の歴史的進歩の瞬間を目まの当たりにしたはずの二人は、矢生の顔を見ていなかった。


    　二人は、矢生の本懐である電脳の筒も見ていなかった。


    　二人の目はただ、立っている矢生の隣の診療台だけを見ていた。


    「何を……」


    　その視線を追って診療台に目を落とした矢生は、言葉を失う。


    　麻ま酔すいを打ち寝かせていたはずの少年が、いつのまにか起き上がっていた。


    　その両手がゆっくりと掲かかげられ、自身の頭部に伸びる。


    　側頭部に伸びた両手の指が、迷いのない動きでヘルメットの拘こう束そく具ぐを弄いじり始めた。


    「な……」


    　かちりかちりという金属音が一瞬だけ聞こえ、少年はいとも簡単にヘルメットを脱いだ。


    「なんで……外はずせるのよ」


    　矢や生おは茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。


    　返事をする代わりに、少年は矢生の顔を見上げた。


    　その両目は、溢あふれた涙で潤んでいた。


    　その表情は、なぜかとても晴れ晴れとしていた。


    「なんで……自力で戻ってこれるのよッ！」


    　その顔がとても恐ろしくなり、矢生は叫ぶ。


    「自力じゃ、ない」


    　微かすかに首を横に振りながら、草くさ薙なぎ慎しん一いちはヘルメットを診療台の脇わきに置く。


    「姉ちゃんが、助けてくれた」


    　言いながら、おぼつかない足取りで診療台から降りる。


    　まだ、麻ま酔すいは残っているようだ。


    「弟くんッ！」


    「……あれ。あのときの刑事さん」


    　恩おん野のの呼びかけに、ぼんやりと顔を向ける。


    「どうして、こんなとこに……」


    「そいつから離れて！　早くこっちに！」


    　言われた少年は夢む遊ゆう病びよう者しやのような足取りで、恩野のもとにふらふらと歩き出す。


    「ま、待ちなさいッ！」


    　その背に銃を向け、矢生は金切り声をあげた。


    「説明しなさいよッ！　いったい何が起こったというの？　順応もショック死もせずに戻ってくるなんて、あなた、あの『異世界』で何を」


    　だが、矢生の声は途中で掻かき消される。


    　突とつ如じよとして、部屋中のスピーカーから極大の警告音アラートが鳴りだしたからだ。
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    『警告Alert。警告Alert。機構に異常を感知Detecting abnormality in system。警告Alert。警告Alert』


    　矢生の作り上げた牙が城じように、耳をつんざくような電子音が鳴り響く。


    「こ、これは……？」


    　自分から離れゆく少年の後ろ姿に銃口を向けることも忘れ、矢生は辺りを見回す。


    　恩野も道みち隆たかも、呆あつ気けにとられたように視線を彷徨さまよわせている。


    『警告Alert。警告Alert。機構に異常を感知Detecting abnormality in system。警告Alert。警告Alert』


    「し……システムに異常、ですって？」


    　こんなときに？


    　こんなタイミングで？


    　偶然にも？


    　──そんなわけが、あるか。


    　慌あわてて部屋の奥に駆かけ出し、矢や生おは施設の管理システムを操作しようとする。


    「……どういう、ことよ」


    　だが、どのキーを叩いても、システムは矢生の制御を受け付けようとはしない。


    



    『警告Alert。警告Alert。──そろそろ、愉しい夢から醒めようじゃないかWhy don't we wake up from the crazy dream soon?』


    



    　ぎょっとして、矢生は天井を見上げた。


    　──なんだ、今の警告メッセージは。


    　部屋中に設置されたディスプレイが、突とつ如じよとして七色に発光した。


    　矢生は言葉を失ったまま、それらに映し出されたものを見る。


    　ある画面では、ニンジンのような形をした人面の化け物が叫び声をあげていた。


    　ある画面では、多くの目玉を持った山や羊ぎが吠ほえていた。


    　ある画面では、どこかで見たような顔をした外国人の男がにやにやと笑っていた。


    　ある画面では、人の形をした白いものがくねくねくねくねくねくねくねくねと踊っていた。


    　ある画面では、蝙蝠こうもりの羽と牙きばを持った大蛸だこが巨大な湖から這はい出てきていた。


    　そして、ある画面では。


    「あ……あなた……」


    　そこに映る、セーラー服の少女の顔は。


    「……そんな、馬鹿な」


    　その顔は、もうこの世に存在しないはずだ。


    　人類で初めて電脳換身リインカネーシヨンに成功した少女の生なま身みは、とっくに焼却処分したはずだ。


    「姉ちゃん！」


    　少女の顔を見た慎しん一いちが叫ぶ。


    『──おはよう、慎一』


    　矢生の知っている電子音ではない。


    　天井のスピーカーから、限りなく肉声に近い声が響いた。


    『ようやく、夢から醒さめたよ』


    　少女は、うっすらと微笑ほほえんだ。


    「……勾こう玉ぎよく先輩……？」


    　少女の顔を見ながら、道みち隆たかは呆ぼう然ぜんとした顔で呟つぶやいた。


    『やあ、桜さくら井いくん』


    　微ほほ笑えんだまま、少女はディスプレイの中で道隆に振り返る。


    「な、何をやってるんですか、あなた」


    『見てのとおり、こんなものになってしまったよ』


    　少女はゆっくりと掌てのひらを掲かかげ、自分の顔を指して見せる。


    『自分の姿を仮想化というのは初めてなのだけれど、うまく似せられているかな？　なんならもう少し美化してもいいのだけれど』


    「……本当に、あなたって人は」


    　道隆は、心の底から呆あきれたような顔をした。


    「あなた……いったい、何をしたの！」


    　矢や生おが叫ぶと、少女はディスプレイの奥から真っ直ぐに瞳ひとみを向けてきた。


    『こんなものを作るほど賢いあなたなら、わかるだろう？』


    　その焦点が自分の目と合っていることで、矢生は気づく。


    　──自分の立っている場所を、完かん璧ぺきに把握している。


    　施設内に設置されたカメラで、自分を見ているのだ。


    『お察しのとおり、あなたの作ったものをすべて乗っ取ったのだよ』


    　天井からの声に合わせて、少女の唇くちびるが滑なめらかに動く。


    　合成などではない。どう見ても、ディスプレイの中の少女が喋しやべっているとしか思えない。


    　矢生は部屋に聳そびえる銀の筒──７５０ゼタバイトの世界を持つ、少女の本体に目をやる。


    　そこから伸びた無数のケーブルは、施設の管理システムにも直結している。


    『もう、この愉たのしい魍もう魎りようの匣はこの、このビルのすべてのシステムはわたしの支配下にある』


    　静かに、少女は言った。


    『すべてが自分の作り出した、閉じた電脳の球エレクトロスフイアとはいえ、少しは用心しておくべきだったね』


    「わ、私の世界を……ッ！」


    　少女の本体に銃を向け、矢生は引き金を引く。


    「返しなさいッ！」


    　乾いた破裂音が弾はじける。


    『錯さく乱らんしているのかい。そう簡単に壊れないように作ったのは、あなただろうに』


    　銀の筒には、傷一つ付かない。


    「あなたッ！　何をするつもり……」


    『さっきも言っただろう。わたしの、あなたの夢を終わらせるのだよ』


    　ひらひらとスカートを振り、セーラー服の少女はディスプレイの中で踊った。


    『夢はいつか醒さめるものだ。どんなに良い夢でも、どれほどの悪夢でも。いつかは必ずね』


    　電子の海を泳ぎながら、少女は歌うように告げる。


    　ばつん、ばつん。


    　辺りのディスプレイが、音を立ててブラックアウトしてゆく。


    　マンドラゴラが、サン・ジェルマン伯が、くねくねが、くりとるりとるが、消えてゆく。


    「まさか……すべてのシステムを強制終了シヤツトダウンしようと……」


    　矢や生おは震える声で呟つぶやいた。


    　終わりだ。それは、矢生の築いてきた世界の終しゆう焉えんだ。


    『あなたに、多少の感謝はしているよ。あなたの見させてくれた夢は、とても愉たのしかった』


    　少女は小首を傾かしげて微笑ほほえむ。


    『現実世界に飽きていたわたしに、あなたは極上の異世界を見せてくれた』


    「だったら！」


    『でもねぇ。あなたのせいで、わたしの愛する弟が泣いてしまったのだよ』


    　少女の頬ほおから笑みが消える。


    『少しばかりの快楽の代だい償しようが、愛する人間の涙というのは釣り合わない。……あなたの所しよ業ぎようは、決して許されないことだ。あなたに作られたわたしが、責任をもって終わらせる』


    「そいつを殺すぞッ！」


    　慎しん一いちに銃口を向け、矢生は怒鳴った。


    「強制終了シヤツトダウンを中断しろッ！　私の世界を壊すのをやめろッ！」


    「ひっ！」


    　銃を向けられた慎一は、怯おびえた顔で後ずさる。


    『大丈夫だよ、慎一』


    　ディスプレイの中から弟を見ながら、少女は優しく声をかける。


    『決してお前を死なせはしない。なんたって今この空間で、わたしは無敵チートの存在だからね』


    「とんだ思い上がりだわ」


    　矢生は獰どう猛もうに笑った。


    「お前が全能なのは、そっちの世界でだけよ。実体を持たないお前には、今ここにいる現実の私を止めることなんてできない！」


    『それはどうかな』


    　少女は、うっすらと微笑んだ。


    『異世界の力を得たわたしを、舐なめてはいけないよ』


    「ふざけるなッ！　狂バグった機械がッ！」


    　矢生比ひ沙さ子こは、慎一の眉み間けんに銃口を合わせた。


    　銃声が響いた。

  


  
    ●──恩おん野の美み奈な──


    



    　銃声が響いた。


    　床を這はいずってなんとか慎しん一いちのもとに近づこうとしていた恩野は、その動きを止めた。


    　震えて立ち尽くしていた慎一の両膝ひざが、すとんと落ちた。


    　ごとりと、重いものが床に落ちる音がした。


    「が……ッ!?」


    　握っていた拳けん銃じゆうを弾はじき飛ばされた矢や生おが、たまらず手首を押さえて呻うめく。


    「動くな」


    　恩野の背後から、やたらとドスの利いた低い声が聞こえた。


    「え……？」


    　部屋の入り口──自動ドアの開いた先に目をやり、恩野は目を丸くする。


    「少しでも不審な動きをしたら、今度は身体からだを撃つ」


    「せ……っ」


    　赤い服の女に、まっすぐ拳銃を向けながら。


    　鬼き神じんのような形ぎよう相そうをした大男は、ゆっくりと部屋に入ってきた。


    「先輩っ!?」
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    「時とき田た刑事!?」


    　恩おん野のに続き、道みち隆たかが唖あ然ぜんとした顔で叫ぶ。


    「恩野くん、無事か？」


    　ゆっくりと歩いてきた時田は、硬い声で言いながら恩野を見下ろした。


    「……時田巡査部長……」


    　たちまち、恩野の全身から力が抜けた。


    　激動する状況の中で麻ま痺ひしていた太ももに、再び激痛が戻ってくる。


    「その目をひんむいてよく見てください。これが無事に見えますか？」


    「わかってる。一度言ってみたかっただけだ」


    　脱力しながら言うと、時田は真ま面じ目めな顔で答えた。


    「……あなた……気絶してたはずじゃ」


    　血走った目で時田を睨にらみつけながら、矢や生おは濁にごった声で呻うめく。


    『エレベータの中で目を覚ましたのが、監視カメラ越しに見えたからね』


    　ディスプレイの中で、が可お笑かしそうに言った。


    『わたしの無敵チートの力で、この地下にご招待したよ』


    「何だ君は……？」


    　電脳世界で微笑ほほえむセーラー服の少女を見た時田は、一瞬だけ怪け訝げんそうな顔をする。


    「まあ誰でもいいか。とにかく、クライマックスだな」


    　矢生に銃口を向けながらゆっくりと部屋の一角に歩み寄り、時田は矢生の手元から落ちた拳けん銃じゆうを取り上げる。


    「両手を上げろ。容疑はよくわからんが、とりあえず逮たい捕ほだ」


    「そんな……馬鹿な……！」


    　拳銃を構えた不ふ動どう明みよう王おうの巨きよ躯くを前にして、矢生は呆あつ気けに取られた表情で呟つぶやく。


    「どんな人間でも……たとえダァバールの処理班イレイザーでも、半日は昏倒させる薬なのに……」


    「何のアニメの話か知らないが、あいにく身体からだの頑丈さには自信があるんでね」


    　時田は拳銃を持っていないほうの腕で力ちから瘤こぶを作ってみせた。


    「よく学べ、恩野くん。このとおり、刑事デカは身体が資本だぞ」


    「……ふざけないでよ……」


    　矢生は理解できないという顔をした。


    「いきなり現れて、私の世界をぶち壊しにして。あんたいったい、何者なの」


    「だから刑事デカさ。時田英ひで臣おみ。韻いん雅が町まち西署の巡査部長だ。……教えてやろう」


    　恩野の、脳みそ筋肉の上司は。


    　にやりと笑って。


    「ヒーローは、必ず遅れてやってくる」


    　芝しば居いがかった口調で宣言した。


    「……鬼おに瓦がわらみたいな顔してるくせに……」


    　道みち隆たかが小声で言った。


    「……ビビリの脳みそ筋肉のくせに……」


    　恩おん野のも小声で言った。


    　少しだけカッコイイと思ってしまった自分に、無む性しように腹が立った。


    



    　　　　　　　　　　▲


    



    『さて。もうあなたの企たくらみも完全に終わりのようだね』


    　ディスプレイの中から、少女が声をかけた。


    「……そうね」


    　ディスプレイに映る少女と、自分を取り囲んだ恩野たちを見ながら矢や生おは答える。


    「もう、終わりだわ。何もかもが」


    　その表情には既に、怒りも焦りも浮かんでいない。


    　赤い服の女は、もはやすべてを諦あきらめているようだった。


    「正直、まだ状況は一つも飲み込めていないが」


    　銃口は油断なく矢生に向けたまま、時とき田たはぐるりと部屋を見回す。


    「詳しい話は署で訊きこう。とりあえず、救急と増援だな」


    　もう片方の手で携帯電話を取り出し、ボタンをプッシュし始める。


    「署ですって？　冗談じゃない」


    　だが、矢生は自じ嘲ちようめいた笑みを浮かべた。


    「ここで終わりよ。これが、私の終わり。……もう、いいわ。こんな、くだらない世界」


    　そう言いながらゆっくりと、真っ赤な外がい套とうの懐ふところに手を入れる。


    「おいっ！　勝手な動きを……」


    「……ねえ、貴女あなた。一つだけ教えて」


    　慌あわてて声をあげる時田を無視して、矢生は小さく首を傾かしげた。


    　眼がん窩かにぽかりと空いた深しん淵えんのような瞳ひとみで、矢生はディスプレイを見つめる。


    「そこに居るのって……いったい、どんな気分なの？」


    『……そうだねぇ』


    　セーラー服の少女は、少しだけ思案する素そ振ぶりを見せる。


    『ここはね。とても愉たのしいけれど、それ以上に、とても寂しい世界だよ』


    「ふうん」


    　納得した、とでもいうように赤い服の女は頷うなずく。


    「……ねえ。今から私が行くのは、異世界と地獄の、どっちかしら？」


    　それが最さい期ごの言葉だった。


    　懐ふところから素早く取り出した恩おん野のの拳けん銃じゆうを、自みずからのこめかみにあてる。


    「お、おいっ!?」


    　状況を理解した時とき田たよりも早く、矢や生おは躊躇ためらいなく引き金を引いた。


    　乾いた破裂音が弾はじけ、矢生比ひ沙さ子この身体からだは床に崩れ落ちた。


    『……わたしは、恐らく後者だと思うね』


    　ディスプレイからその姿を見下ろしながら、少女は寂しそうな顔で呟つぶやいた。

  


  
    ●──宮みや本もと司し郎ろう──


    



    　きぃぃ。きぃぃぃ。


    　ぼぉぉ。ぼぉぉ。


    　げらげら。げらげら。


    　くねくね。くねくねくねくね。


    　ふんぐるいむぐるうなふくとぅるふるるいえうがふなぐるふたぐん。


    「あああ。ああぁぁぁ」


    　地下室から逃げ出した宮本は、エレベータの中で膝ひざをついて震えていた。


    　いくら目を閉じても、耳を塞ふさいでも、化け物どもの姿と声は消えない。


    　異い形ぎようの百ひやつ鬼き夜や行こうは自分の目や耳ではなく、脳そのものに巣食っているのだ。


    　どうして、自分が、こんな目に。


    　ただ、少し魔が差しただけなのに。


    　組織の裏切り者──矢生比沙子の持ち出した技術と金を、少しだけちょろまかそうとして小さな抜け駆がけをしただけなのに。


    　──異世界の欠片かけらが、脳に残ってしまったのね。


    　部屋から逃げ出す際に聞こえた、赤い服の女のおぞましい言葉が頭を離れない。


    　厭いやだ、厭だ、厭だ、厭だ。


    「ああああぁぁぁぁぁ」


    　ちぃんと音がして、エレベータのドアが開いた。


    　しゃがみこんでいた宮みや本もとは、弾はじかれたように箱から転がり出る。


    　──逃げないと。こいつらから逃げないと。


    　百ひやつ鬼き夜や行こうに追われながら走り出す。


    　──そうだ、組織なら。


    　ダァバールの技術なら、この脳に巣食う化け物どもを排除できるかもしれない。


    　閃ひらめいた一いち縷るの望みに縋すがりつき、宮本はロビーを駆かける。


    「おや」


    　前方から、小さな声が聞こえた。


    　無人だと思っていたロビーには、二人の人間が立っていた。


    　白衣を纏まとった長身の男と、紺のスーツを着た若い女。


    　──誰だ。


    　宮本は一瞬だけ思ったが、すぐにそんなことはどうでもいいと気づく。


    　誰でもいい。邪魔だ。俺の前から退どけ。


    　お前らが退かないと──あいつらに、追いつかれるじゃないか。


    「さっさと退けぇッ！」


    　口から泡を吹きながら、宮本は奇声を上げる。


    　しかし、二人の男女は道を開けようとはしなかった。


    　どちらも表情を変えず、突進してくる宮本の表情をじいっと見ている。


    「教授。如何いかがなさいますか」


    「観察するか」


    「畏かしこまりました」


    　短い言葉が交わされた後、スーツの女が、ずるりと男の前に身を乗り出した。


    　まるで、自分を迎げい撃げきしようとするように。


    「ふっざけるなぁッ！」


    　半狂乱で叫んだ宮本は、大きく振りかぶった拳こぶしをスーツの女の頬ほおに叩き込んだ。


    　組織ダアバールの処理班イレイザー、宮本司し郎ろうの剛ごう拳けんはたちまち女の頭部を粉砕し、辺りに血と脳のう漿しようが飛び散る。


    　──はずだった。


    「……お……？」


    　一瞬だけ、宮本は正気を取り戻した。


    　コンクリートの壁も難なく突き破る自分の拳が直撃したはずの女の顔は、その空間から微動だにしていなかった。


    　メタルフレームの眼鏡めがねの奥から、無機質な瞳ひとみが宮みや本もとを凝ぎよう視ししていた。


    　そこには苦痛も怒りも、冷徹さも存在していない。


    　女の右手が、ゆっくりと宮本の首に伸びてくる。


    「うぐッ」


    　頸けい部ぶを鷲わし掴づかみにされ、宮本の身体からだは軽々と宙に持ち上がる。


    「お……ご……ッ」


    　凄すさまじい膂りよ力りよくで咽喉のどを締め上げられ、呼吸ができない。


    　首に回された指を振りほどこうとするが、そのほっそりとした掌てのひらは万まん力りきのような頑強さで固定されており、宮本の抵抗の一切を受け付けない。


    　きぃきぃ。ぼぉぉ。げらげら。くねくね。いあいあ、はすたあ。


    　口から泡を溢こぼして悶もだえる宮本の姿を、異い形ぎようたちは愉快そうに眺めている。


    「教授。如何いかがなさいますか」


    　片手で宮本の身体をぎりぎりと宙に揺らしながら、女は感情のない声で白衣の男に尋ねる。


    「強度はどうだ？」


    　言われた男は、無機質な瞳で宮本の顔を見ながら尋ね返す。


    「一般人からは逸いつ脱だつしていますが、その程度です。華はな志し摩ま様の足下にも及びません」


    「そうか」


    　女の言葉に、無感動に答える。


    　その瞳は、まるで観察者のような。


    　目の前の獲え物ものの旨うまさを見定める蛇へびのような。


    「それほど愉たのしいものでもなさそうだな」


    　数秒間だけ宮本の顔を眺めた後で、白衣の男は静かに宣告した。


    「処分だ」


    「畏かしこまりました」


    　女が答える。それが最さい期ごだった。


    　──俺は、死ぬのか。


    　宮本は一瞬だけ、怖い、と思った。


    　──ああ。でも。まあ、いいか。


    　きぃきぃ。ぼぉぉ。げらげら。くねくね。いあいあ、はすたあ。


    　──永遠に、こいつらに追いかけられる恐怖と比べたら。


    　ごきりと、自分の首の骨が折れる音が聞こえた。


    　──死んだほうが、まだマシだ。


    　襤ぼ褸ろ切れのようにその身体を投げ捨てられながら、宮本は最期に思った。

  


  
    ●──桜さくら井い道みち隆たか──


    



    「……これで、気休めくらいにはなるでしょう」


    　脱いだシャツを恩おん野のの太ももに縛しばり付けてひとまずの止血を終え、道隆は言った。


    「ありがとう」


    　なんとか起き上がって椅い子すに座っていた恩野は、疲れ切ったような溜ため息をつく。


    「あと数分で、救急隊も到着するだろう」


    　診療台に腰かけていた時とき田たが、同じような溜め息をつきながら呟つぶやいた。


    　その瞳ひとみは、床に伏したまま頭から血を流している矢や生お比ひ沙さ子この死体に向けられている。


    『エレベータは、どのボタンを押してもこの地下に到着するよう操作したよ』


    　ディスプレイの中の少女だけが、いつもどおりのふわふわとした表情を浮かべていた。


    「……まだ実感が湧わかないんですが」


    　道隆は呆あきれ顔で、部屋の隅に置かれた銀の筒に目を向ける。


    「あなた、本当に勾こう玉ぎよく先輩なんですか」


    『少なくともわたし自身はそう自覚しているね。哲学的ゾンビと言われてしまえば返す言葉はないけれど、それは他のすべての人間も同条件なのだからね。桜井くん。今のわたしと、君の知っていたわたしとの間に何かしらの感覚的齟そ齬ごがあるかな？』


    　道隆は黙って首を横に振った。


    　それは紛まがうことなく、『破滅的な美女クラツシユビユーテイ』の物言いだ。


    「……姉ちゃん……」


    　ずっと黙っていた慎しん一いちが、ディスプレイに向かって言葉を発した。


    「早く、帰ろうね。父さんも母さんも、ずっと心配してるんだよ」


    『……慎一……』


    　電脳世界の少女は、微かすかに表情を翳かげらせる。


    『とても……言いにくいことなのだけれど。……わたしの生なま身みの身体からだは……もう、焼却処分されてしまっているのだよ。……もう、お前と一緒に家には帰れない』


    　それを見て、道隆は自分の予感が当たってしまうことを確信した。


    　彼女が言葉を言い淀よどむなど、道隆にとって初めて見る光景だった。


    『そろそろ、終焉フイナーレの時間だ』


    　少女は、とても悲しそうな顔をした。


    『慎一。残念だけれど、お前とはここでさよならだ』


    



    　　　　　　　　　　▲


    



    　すでに部屋のディスプレイはほぼすべてがブラックアウトし、点灯しているのは少女が映っているものだけになっていた。


    『もうじき、この施設のシステムはすべて強制終了シヤツトダウンする』


    　少女は、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす弟に向かって静かに告げる。


    『すべてが消える。彼女の作り上げた異世界のすべてが。そして、わたしはこの異世界でしか存在できない。だからこのシステムが終了ダウンすると同時に、わたしも消えてなくなる』


    　道みち隆たかの予想どおりだった。


    　赤い服の女の牙が城じようが崩ほう壊かいするということは、つまりそういうことなのだろう。


    「このままでいようよ!!」


    　慎しん一いちは叫んだ。


    「ずっと、ずっとこのままでいればいい！　姉ちゃんはずっと、ここにいればいい！　僕も、ずっとここにいるから！」


    『お前がそう言ってくれるのは、本当に嬉うれしいよ』


    　少女はうっすらと微笑ほほえんだ。


    『でもね。さっきも言ったように、ここはとても愉たのしいけれど、それ以上にとても寂しいんだ。何でもできる代わりに、何もできない。空想のお前を呼び出すことはできても、現実のお前の顔を撫なでてやることは永遠にできない』
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    　道みち隆たかが初めて見る笑顔を浮かべたまま、電脳世界の少女はそっと両腕を広げる。


    　ばちばちと音を立て、ディスプレイに雑像ノイズが入り始める。


    『仕方ないんだよ、慎しん一いち。夢は、いつか醒さめるものだ』


    　セーラー服の少女の姿が、段々と霞んでゆく。


    「姉、ちゃ……」


    　ディスプレイに映る姉に縋すがりつき、少年はモニタを抱き締めた。


    『さようなら、慎一。……最後まで我わが儘ままな姉ちゃんで、本当にごめんね』


    　ディスプレイの向こうから、同じように弟を抱き返しながら。


    　草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよくの異世界は、静かに終了ダウンした。

  


  
    [image: ]

  


  
    ●──時とき田た英ひで臣おみ──


    



    　デスクに裸はだかで置いていた蜜み柑かんを一房ちぎり、口の中へ放り込む。


    　奥歯で噛かみ潰つぶすと、酸味とともに熟うれた甘みが広がった。


    『──被疑者、矢や生お比ひ沙さ子こは自みずからの頭を撃ち死亡。二〇十三年より××県韻いん雅が町まちに住んでいた被疑者は、莫ばく大だいな資金（調達元は不明）で巨大な研究施設を建築。被疑者は人間の意識を電子機器に移植することにより人類が次のステージに導かれるという妄もう想そうに取り憑つかれており──』


    　慣れないキーボードを叩いていた時田は、ぴたりとその手を止めた。


    「……こんな馬鹿げた調書を提出しなきゃいかんのか、俺は……」


    　頭を抱えて呻うめく。


    　きっと上からは、自分の正気を疑われるのだろう。


    「きついなあ……警部補への道から遠のくなあ……」


    　昔ながらの泥くさい刑事デカに憧れているとはいえ、時田も一応、人並みの出世欲は持っている。


    「何を落ち込んでいるんですか、逆ぎやくサイバー刑事デカ」


    　背後から飄ひよう々ひようとした声をかけられ、時田は振り向いた。


    「金こん輪りん際ざい、その呼び方は許さないからな」


    「どうしてですか。時代遅れの先輩には、とってもお似合いですよ」


    　右の脇わきに松まつ葉ば杖づえを挟んだ部下が、小馬鹿にしたような顔で立っていた。


    「俺は時代に追いつけないんじゃなくて、望んで古き良き矜きよう持じを保ってるんだ。というか君、なんで退院してるんだよ。完治するまでゆっくりしてろと言っただろう」


    「だって有能な部下がいないと」


    　足の怪け我など、どこ吹く風というように。


    「逆ぎやくサイバー刑事デカは何もできないでしょう」


    　恩おん野の美み奈なは、けらけらと笑った。


    「また言ったな！」


    「一ついただきますよ」


    　脇の松葉杖を操って器用に歩いてきた恩野は、時田のデスクの蜜柑を手に取った。


    「あ。こりゃ甘い」


    「こら、人のを勝手に！」


    　むぐむぐと果実を咀そ嚼しやくする恩野を、時田は真顔で叱しつ責せきする。


    「美お味いしいですねぇ。どこで買ったんですこの蜜柑」


    「……草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよくの親御さんからの差し入れだ。父方の祖父母の家が愛媛だとさ」


    「ああ……」


    　恩野は少しだけ真ま面じ目めな表情になった。


    「……無茶苦茶な事件でしたねぇ」


    　デスクに松まつ葉ば杖づえを立て掛け、時とき田たの隣の椅い子すに腰かける。


    「そうだな。本当に無茶苦茶だった。だから俺もこんな無茶苦茶な調書を書かなきゃいけない」


    　次の蜜み柑かんの皮を剥むきながら、時田は言った。


    「なあ恩おん野のくん。昔から本当に、この町では無茶苦茶な事件ばかり起こるんだよ」


    　うんざりとした顔で言葉を続ける。


    「今回の失しつ踪そう事件も、半年前の連続バラバラ殺人事件もそうだけど。一年前には下水道の大鰐わに事件が起こったし、二年前の未確認飛行物体発光事件は未解決。三年前に現れた怪人赤マントの正体は未いまだに判わかっていない。たぶんこの町は、絶えず異常なものを引き寄せる呪いか何かにかかってるんだろうよ」


    「なるほどねぇ」


    　何かに納得したように頷うなずきながら、恩野は時田の剥き終えた蜜柑を自然な動作で横取りする。


    「あ、こらっ！　また君は！」


    「なら、あたしもこの町に引き寄せられたってことなのかな……」


    　時田の抗議を完全に無視しつつ、その果実を唇くちびるに放り込む。


    「君は本当にやりたい放題だなあ！」


    　蜜柑を盗とられて憤慨する時田に、恩野の言葉を詮せん索さくする余裕はない。


    「自分さえ楽しめればそれでいい、が信条です」


    　窓から覗のぞく町の冬空を見つめながら、恩野はむぐむぐと蜜柑を噛かみ締める。


    「本当に酷ひどい女だな君は。怖いものなしかよ」


    「シツレーな。あたしだって怖いものぐらいありますよ。饅まん頭じゆうとか」


    　ぺろりと舌を出し、恩野は唇の端を舐なめた。


    　この部下にはどう足あ掻がいても口では勝てないのか、と時田はげんなりする。


    「……なあ恩野くん。少しは上司を尊敬する素そ振ぶりを見せろよ。嘘うそでもいいから……」


    「あらやだ」


    　たまらず泣きそうな顔になって言うと、恩野はこくりと蜜柑を飲み込んで時田を見た。


    「あたし、これでも一応、先輩のこと尊敬してるんですよ」


    「嘘つけ。またそうやって、持ち上げといて突き落とすつもりだろう」


    　そうしてまた、いつものようにけらけらと笑うんだろ。


    　いくら単純で鈍い時田にも、既にパターンは読めている。


    「まあ、ぶっちゃけそうしてもいいんですが」


    　しかし、身構える時田の顔を、恩野は正面から見つめてきた。


    「あたしも、たまーには本音を見せとこうかなぁ」


    　時田は困惑する。


    「だって……あのとき、遅れてやってきたヒーローは」


    　どこまでも小こ生なま意い気きだった部下の顔に、時とき田たの初めて見る真顔が浮かんでいた。


    「ちょっとだけ、カッコよかったですからねぇ」


    「……………………」


    　鬼おに瓦がわらの表情を歪ゆがめ、しばらくその瞳ひとみを見つめた後。時田は、緩ゆるやかに口を開く。


    「恩おん野のくん」


    「なんでしょう」


    「残念ながら、君の計略は不発に終わった」


    「え？」


    「なかなか新しいパターンのおちょくり方を開発したらしいが、俺はその手は食わないぞ」


    　嘘うそばかり吐くチェシャ猫刑事デカに、得意げな笑みを浮かべながら言ってやる。


    「はい？」


    　ぽかんと、その口を開けた後。


    「…………なるほど。よく、わかりましたねぇ」


    　すぐに、猫の瞳をきゅぅと細めて。


    「さすがは、脳みそ筋肉の、逆ぎゃくサイバー刑事デカ」


    　恩野美み奈なは、けらけらと笑った。

  


  
    ●──桜さくら井い道みち隆たか──


    



    　ことりと音を立て、目の前に湯気の立つカップが置かれた。


    　持ち上げてその豊かな香りを嗅かぎ、温かい珈琲コーヒーを口に含む。


    　深くてコクのある、嫌みのない苦さが咽喉のどを通った。


    「……いつもどおり、美お味いしいですね」


    　最近行きつけとなっている喫茶店『エントロピー』のボックス席で、道隆は言った。


    「ありがとうございます」


    　テーブルの横に立っていた老紳士──天あま草くさマスターが微笑む。


    「では、ごゆっくりどうぞ」


    　優雅な一礼をした後、老マスターはカウンターの奥へと立ち去った。


    　その姿を見送り、道隆はもう一度カップの中身を口に含む。


    「意外だね」


    　道隆の向かいに座っている白衣の男が、その様子を見ながら無表情で言った。


    「てっきり、君は珈琲が嫌いなものだとばかり思っていたのだが」


    「そんなことはありませんよ」


    　道隆は首を振る。


    「むしろ、珈琲コーヒーには少々うるさいほうです。……でも教授、どうしてそんな誤解を？」


    「だって君、うちにきたときは、いくら珈琲を出しても飲まずに帰ってしまうじゃあないか」


    「ああ。それは違う理由からですよ」


    　道みち隆たかは微笑ほほえんだ。


    「僕は、黄泉戸契よもつへぐいはしない主義なんです」


    「なるほどね」


    　同じく薄い微笑みを返した杜もり秋あき慈じ瑛えいは首を曲げ、隣に座っているスーツの女性を見た。


    「仙せん羽ばくん。これからは彼に茶菓子を出す必要はない」


    「畏かしこまりました」


    　仙羽蘭らんは、無表情で頷うなずいた。


    「で、桜さくら井いくん。今日は何の用で私を呼びつけたのかな？」


    　道隆に視線を戻し、杜秋は静かに尋ねてくる。


    「まさか、仙羽くんの淹いれる珈琲を当て擦こするためだけではないだろう」


    「実はね、それだけのためなんですよ」


    　不敵な笑みを浮かべ、道隆は言った。


    「……と言ったら怒りますか、仙羽さん？」


    「いいえ」


    　仙羽は短く答える。


    　眼鏡めがねの奥から覗のぞく瞳ひとみには、何の感情も浮かんでいない。


    「冗談はさておき」


    　カップをソーサーに置き、道隆は切り出した。


    「教授。先日起こった、女子高生失しつ踪そう事件の顛てん末まつをご存じですよね」


    「もちろん」


    　いつものようにはぐらかすかと思ったが、杜秋はあっさりと首しゆ肯こうした。


    「失踪したのは君の通う高校の二年生、草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよくさんだったね」


    「よく名前まで知っていますね」


    「妙な縁から、彼女の弟に相談を受けたものでね。慎しん一いちくんといったか」


    「……なるほど」


    　道隆は得とく心しんして頷いた。


    「彼の話を聞いて、『異世界に行ける方法』の噂うわさに目を付けたんですね」


    「いきなり何の話だね？」


    　杜秋は小首を傾かしげる。


    　やはり──いつものように、はぐらかしてきた。


    「犯人……矢や生お比ひ沙さ子この作り出した、『異世界』。それが、何者かに横よこ盗どりされました」


    　赤い服の女の妄もう執しゆうが作り出した、おぞましい異世界の中ちゆう枢すう。


    　７５０ゼタバイトの容量を持つ電子脳が、現場から消えていたのだ。


    「あの日。僕らが救助されて現場から去り、その後で当局の捜査員たちがあの部屋に踏み入るまでの数十分間の隙すきに、彼女の作り上げた『異世界』は、何者かの手によって盗まれていた」


    「だからいったい、何の話だね？」


    「それがどんなかたちのものだったのかは、現物を見ていないのでわかりません」


    　杜もり秋あきの言葉を無視し、道みち隆たかは続ける。


    「本人の言を信じるなら、７５０ゼタバイトだなんて馬鹿げた容量のハードだ。どんな規格のものだったかなんて想像も付かない。ただ一つだけ確かなのは、拳けん銃じゆうの弾たまも通さない強度で構築されていたはずの銀の筒が、滅茶苦茶に破壊されて中身を奪われていたということです。たった数十分間の間に。原形を留とどめないくらい、それはもう出で鱈たら目めに壊し尽くされて」


    　言いながら、無表情で自分の顔を眺めている仙せん羽ば蘭らんを見る。


    「そんなことのできる人間を、僕はそれほど多くは知りません」


    「私もそれほどは知らない」


    　杜秋は呟つぶやいた。


    「ワタシもそれほどは存じ上げません」


    　仙羽も呟いた。


    「どうせ僕しか聞いていないんですから、下へ手たな芝しば居いは結構ですよ」


    　店の奥に目をやりながら、道隆は溜ため息をついた。


    　カウンターでは、天あま草くさマスターが丁てい寧ねいな動きでグラスを磨いている。


    　自分たちの会話が聞こえているとは思えない。


    「あのふざけたクイズ大会の余興は、なかなか悪趣味で愉たのしかったからね」


    　白衣の男は答えた。


    「私としては、全問正解の景品を頂戴しただけのつもりだよ」


    「なるほど。横から他人ひとのものを掻かっ攫さらって、新しい玩具オモチヤを手に入れた気分はどうですか？」


    　目の前の男に視線を戻し、道隆は尋ねる。


    「これはまたおもしろくなってきた、といったところかな」


    　男は作り物の薄ら笑いを消し、心からの笑みを浮かべた。


    　蛇へびの瞳ひとみが、きろりと細められる。


    「……本当に迷惑な男だ」


    　道隆も、男への本心を表情と言葉に曝さらけ出す。


    「あんた、いったい何がしたいんだ」


    　冷たい眼まな差ざしで蛇の瞳を見返しながら、道隆は吐き捨てる。


    「得え体たいの知れない『正体不明オカルト』にばかり執着して。馬鹿馬鹿しくて滑稽で、物ぶつ騒そうなものばかり蒐しゆう集しゆうして。いったい、目的は何なんだよ」


    「目的など、ないさ」


    　道みち隆たかの顔を覗のぞき込みながら、白衣の男は囁ささやく。


    「実のところね、私にはこれといった思想も嗜し好こうも主義も、何もないのだよ。私にあるのは、ただ一つの信条だけだ」


    「……信条、とは？」


    「本当に単純で幼稚な、さもしい欲求だ」


    　その頬ほおを、邪悪に歪ゆがめ。


    「自分さえ愉たのしめれば、それでいい」


    　杜もり秋あき慈じ瑛えいは嗤わらった。

  


  
    ●──草くさ薙なぎ慎しん一いち──


    



    　かりかりと、チョークがリズミカルに黒板を撫なでる音が聞こえる。


    「そして熱心な宣教師たちの活動により、キリスト教は世界へ広まってゆくことになります。日本への布教で最も有名かつ欠かせないのは、やはりフランシスコ・ザビエル。河童かつぱみたいな頭をして両手を組んだイラストで有名な、あの人ですね。一五四九年、来日したザビエルは、鹿児島の地に降り立ちました。イエズス会、日本では耶や蘇そ会と呼ばれた彼らは、キリスト教に初めて触れる日本人に対し、困難をきわめながらも熱心な布教を重ね……」


    　社会科の教師が、何度も反復したのであろう滑なめらかな口調で授業を展開している。


    　しかし慎一の耳に、教師の口から出る音は、言葉として入ってはこない。


    　キリスト教がどれほど世界に広まろうが、知ったことではない。


    　さしものフランシスコ・ザビエルであろうとも、一人の神と八百万やおよろずの神と一人の仏とすべての仏の話を、五時間も続けることはできないだろう。


    　あの日から一週間が経たっていたが、慎一の胸にぽっかりと空いた穴は一向に塞ふさがれない。


    　赤い服の女に『異世界』へと攫さらわれた人々の身体からだは、すべて焼却処分されたらしいというのが捜査当局の出した結論だった。


    　そこにはもちろん、慎一の姉も含まれていた。


    『殺人事件被害者の親族』となった慎しん一いちに、積極的に話しかけてくるクラスメイトはいない。


    「ねえ慎一、シャーペンの芯が切れちゃったよ」


    　ただ一人の例外が、隣の席に座る幼おさな馴な染じみの少女だった。


    「一本ちょうだいな」


    「……ん……」


    　肘ひじで二の腕を小突いてきた真ま季きに、緩かん慢まんな動きで芯を渡す。


    「ありがと。……あのさ、慎一」


    　小声で礼を言った後、真季は続ける。


    「気を落とさないでとか、頑張って悲しみを乗り越えてとか、そんなことは言わないよ」


    　のろのろと首を曲げ、慎一は真季の顔を見た。


    「そんなこと、他人に言われたって何の意味もないって、あたしはわかってるから」


    　──ああ、そうか。


    　一週間も気づいていなかった事実を、慎一はようやく意識した。


    「でも、人間って案外ずぶといからね。いつか、時間が解決してくれるから」


    　この幼馴染も、半年前にたった一人の姉を失ったばかりなのだ。


    　少し視線を落とすと、真季の筆箱の中には何本かのシャーペンが見えた。


    　芯が切れたというのは、話しかけるための口実だったのだろう。


    「……ねえ。慎一だけに、言うけどさ」


    　前後の席の生徒にも聞こえないくらい声を潜め、真季は囁ささやく。


    「実はあたしのお姉ちゃん。一度だけ、お化けになって出てきたことがあるんだよねぇ」


    「……えぇ？」


    　本気なのか笑わせようとしているのか判断に困り、慎一は微妙な表情を浮かべた。


    「死んじゃってからも、変な人でしょ？　……世の中には、そういうこともあるんだよ」


    　やはり真意の読めない顔で、真季は続ける。


    「勾こう玉ぎよくさんも、わりと変な人だったから。ひょっとしたら、今でも慎一のことを見てるかも」


    「……そっか」


    　慎一は無理やり口角を上げて見せた。


    　本気か冗談かはわからないが、自分を元気づけてくれようとしているのはわかった。


    「ありがとね、真季」


    「どういたしまして」


    　幼馴染の少女は、ふにゃりと笑った。


    



    　　　　　　　　　　▲


    



    「さて。ここらで一問、練習問題を解いてみましょう」


    　授業の半分ほどが過ぎた頃、社会科の教師は板書をやめて生徒たちに向き直った。


    「テキストの１８２ページ、設問四。『仏教には仏像、キリスト教には聖母像や磔はりつけのキリスト像といった聖像が存在するが、イスラム教には存在しない。その理由を述べよ』。では、今日は十四日だから、出席番号十四番の方、答えてください」


    「えっ」


    　教師の言葉に、慎しん一いちはびくりと震えた。


    　出席番号十四番。──自分だ。


    「えっと……ええと、あの」


    　慌あわててテキストを捲めくりながら、頭を捻ひねる。


    　仏像？　聖母像？


    「イスラム教は、その、なんていうか、アレだから」


    　むにゃむにゃと口ごもるが、何がアレなのかは自分でもわからない。


    「わかりませんか？」


    　適当なことを言っているのはばればれだったようで、教師は冷たい眼をして慎一を見る。


    「では次の方、答えてください。その後ろの席の……」


    



    『まったく、退屈な問題だね。偶像崇すう拝はいが禁じられているからに決まっているじゃあないか』


    



    　不意に、慎一の耳に誰かの声が聞こえた。


    「ぐ、ぐうぞうすうはいが禁じられてるから？」


    「……なんだ君、ちゃんとわかってたのか」


    　思わずその言葉を反復すると、教師はたちまち相そう好ごうを崩して頷うなずく。


    「そう。イスラム教では偶像の崇拝が固く禁じられています。なぜなら唯ゆい一いつにして絶対である神は可視化できるものではなく、人間がその姿を描くなどとはおこがましいという……」


    　テキストを片手にぺらぺらと喋しやべり始めるが、その内容は既に慎一の耳には入ってこない。


    　──今の、声は？


    



    『おや、しまった。あまりに愚問すぎて、うっかり喋ってしまった』


    



    　また、どこからか声が聞こえた。


    　そろそろと、慎一は辺りを見回す。


    　──その、声は。


    　まさか。


    　──姉ちゃん？


    



    『ああ。……どうやら、バレてしまったね』


    



    　口に出していない心の中だけの問いかけに、その声は確かに返事をした。


    



    『お前が死ぬまで黙っていようと思っていたのだけれど、やはり無理があったね』


    



    　──ほ、ほんとに姉ちゃんなの？


    　問いかけてみるが、返事を待つまでもなく慎しん一いちにはわかっている。


    　──どうして？


    　その声は、生まれてから今まで何度も何度も耳にしてきた、


    　一人の神と八百万やおよろずの神と一人の仏とすべての仏の話を、慎一の耳に五時間も聞かせた、


    



    『いやあ、わたしにも原理はわからないのだけれど』


    



    　慎一の頭の中に、聞き間違えようのない草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよくの声が響いた。


    



    『あの部屋で、装置に繋つながれたお前がわたしの異世界に触れてきただろう？　思うにあのとき、わたしの意識がお前の中に複製コピーされてしまったのではないかな。お前の脳の中に、わたしの異世界の欠片が残った、とでもいうような状態なのかねえ』


    



    　言っていることは、一つも理解できない。


    　しかしその原理など、慎一にとってはどうでもいいことだった。


    　──なんで、一週間も黙ってたのさ。


    



    『……それは、ほら。……お前に悪いかなと、思ってね』


    



    　珍しく、歯切れの悪そうな調子で。


    



    『実は……ここに来て以来、わたしにはお前のことがすべてわかってしまうのだよ。お前が何を見て、何を聞き、何を考えているのか。どうやっても、お前との心の接続リンクが切れないんだ』


    



    　珍しく、姉は言い訳がましく続ける。


    



    『今、珍しく言い訳がましいなと思ったね？　こんな具合さ。悟さとるの化け物、脳の寄生虫だよ。……勝手に脳に住み着いた姉ちゃんに死ぬまで心を読まれ続ける人生なんて、嫌だろう？』


    



    　──まあ。それはちょっとだけ、恥ずかしいけど。でも。


    「……ねえ慎しん一いち。いったいどうしたの？」


    　隣の席から、真ま季きが小声で囁ささやいてきた。


    「なに、一人で泣きながら笑ってんの。ちょっと怖いよ、慎一」


    



    『たとえばほら、お前がこの子にホの字なのも、今のわたしには手に取るようにわかるんだ。……もっとも、これは昔から知っていたことだけれどね』


    



    　──ホの字って、古いよ、姉ちゃん。


    　堪こらえきれなくなって肩を震わせながら、慎一は制服の袖そでで涙を拭ぬぐう。


    　──別に、いいよ。姉ちゃんになら、心を読まれるくらい、どうってことない。


    



    『本当かい、慎一』


    



    　──うん。


    



    『ありがとう』


    



    　──姉ちゃん。これからは、ずっと一緒だね。


    



    『そうだね』


    



    「慎一？」


    「ねえ真季。君の言ったこと、正しかったよ」


    　晴れ晴れとした気持ちで顔を上げ、幼おさな馴な染じみの少女に微笑ほほえむ。


    「姉ちゃん、ずっと僕のことを見てくれてた」


    　今までも、そしてこれからも。


    　きっと──永遠に。


    　めくるめく異世界の中で、草くさ薙なぎ慎一は思った。


    



    『そう。永遠に、だよ』


    



    　めくるめく異世界の中で、草くさ薙なぎ勾こう玉ぎよくが応えた。
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